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１　条例等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 １－１　渋川市防災会議条例

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 平成１８年２月２０日
 条例第１５号
 改正　平成２０年３月１７日条例第１号
 平成２３年３月１４日条例第２号
 平成２４年３月８日条例第３号
 平成２５年９月２６日条例第３２号

 （趣旨）
第１条　この条例は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第１６条第６項の規定に基
づき、渋川市防災会議（以下「防災会議」という ）の所掌事務及び組織に関し必要な事項を定。

 めるものとする。
 （所掌事務）

 第２条　防災会議は、次に掲げる事務をつかさどる。
 （１）　渋川市地域防災計画を作成し、及びその実施を推進すること。

 （２）　渋川市水防計画を調査審議すること。
 （３）　市長の諮問に応じて市の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること。

 （４）　前号に規定する重要事項に関し、市長に意見を述べること。
 （５）　前各号に掲げるもののほか、法律又はこれに基づく政令によりその権限に属する事務

 （平２５条例３２・一部改正）
 （会長及び委員）

 第３条　防災会議は、会長及び委員５０人以内で組織する。
 ２　会長は、市長をもって充てる。

 ３　会長は、会務を総理する。
 ４　会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。

 ５　委員は、次に掲げる者をもって充てる。
 （１）　指定地方行政機関の職員のうちから市長が任命する者

 （２）　群馬県の知事の部内の職員のうちから市長が任命する者
 （３）　群馬県警察の警察官のうちから市長が任命する者

 （４）　市長がその部内の職員のうちから指名する者
 （５）　市の教育委員会の教育長及び部長

（６）　渋川地区広域市町村圏振興整備組合の消防長、消防署長、市の消防団長及び女性防火ク
 　　　　ラブ代表

 （７）　指定公共機関、指定地方公共機関又は公共的団体の役職員のうちから市長が任命する者
 （８）　自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者のうちから市長が任命する者

６　前項第７号及び第８号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた
 　場合に、新たに任命された委員の任期は、その前任者の残任期間とする。

 （平２０条例１・平２３条例２・平２４条例３・平２５条例３２・一部改正）
 （専門委員）

 第４条　防災会議に、専門の事項を調査させるため、専門委員を置くことができる。
２　専門委員は、関係地方行政機関の職員、群馬県の職員及び学識経験のある者のうちから市長

 が任命する。
 ３　専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。

 （幹事）
 第５条　防災会議に幹事若干人を置く。

 ２　幹事は、市長がその部内の職員の中から任命する。
 ３　幹事は、防災会議の所掌事務について委員及び専門委員を補佐する。

 （委任）
第６条　この条例に定めるもののほか、防災会議の議事その他防災会議の運営に関し必要な事項

 は、会長が防災会議に諮って定める。
 　附　則
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 この条例は、平成１８年２月２０日から施行する。
 　附　則（平成２０年３月１７日条例第１号）

 この条例は、平成２０年４月１日から施行する。
 　附　則（平成２３年３月１４日条例第２号）

 この条例は、平成２３年４月１日から施行する。
 　附　則（平成２４年３月８日条例第３号）

 この条例は、平成２４年４月１日から施行する。
 　附　則（平成２５年９月２６日条例第３２号）

 この条例は、平成２５年１０月１日から施行する。
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 １－２　渋川市災害対策本部条例
 平成１８年２月２０日
 条例第１６号
 改正　平成２５年９月２６日条例第３３号

 （趣旨）
第１条　この条例は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２３条の２第８項の規定

 に基づき、渋川市災害対策本部に関し必要な事項を定めるものとする。
 （平２５条例３３・一部改正）

 （組織）
 第２条　災害対策本部長は、災害対策本部の事務を総括し、所部の職員を指揮監督する。

２　災害対策副本部長は、災害対策本部長を助け、災害対策本部長に事故があるときは、その職
 務を代理する。

 ３　災害対策本部員は、災害対策本部長の命を受け、災害対策本部の事務に従事する。
 （部）

 第３条　災害対策本部長は、必要と認めるときは、災害対策本部に部を置くことができる。
 ２　部に属する災害対策本部員は、災害対策本部長が指名する。

 ３　部に部長を置き、災害対策本部長の指名する災害対策本部員がこれに当たる。
 ４　部長は、部の事務を掌理する。

 （現地災害対策本部）
第４条　現地災害対策本部に現地災害対策本部長及び現地災害対策本部員その他の職員を置き、
災害対策副本部長、災害対策本部員その他の職員のうちから災害対策本部長が指名する者をもっ

 て充てる。
 ２　現地災害対策本部長は、現地災害対策本部の事務を掌理する。

 （委任）
第５条　この条例に定めるもののほか、災害対策本部に関し必要な事項は、災害対策本部長が定

 める。
 　附　則

 この条例は、平成１８年２月２０日から施行する。
 　附　則（平成２５年９月２６日条例第３３号）

 この条例は、平成２５年１０月１日から施行する。
 
 
 
 

－3－



 
 １－３　渋川市災害対策本部設置要綱

 
 （趣旨）

第１条　この要綱は、渋川市災害対策本部条例（平成１８年条例第１６号）第５条の規定に基づ
き、渋川市災害対策本部（以下「本部」という ）の組織及び運営に関し、必要な事項を定め。

 るものとする。
 

 （災害対策本部長及び副本部長）
 第２条　災害対策本部長は、災害対策基本法第２３条の二第２項の規定により市長があたる。

 ２　災害対策副本部長（以下「副本部長」という ）は、副市長をもって充てる。。
３　副本部長は、災害対策本部長（以下「本部長」という ）を補佐し、本部長に事故あるとき。

 又は本部長が欠けたときは、その職務を代理する。
 

 （災害対策本部員）
 第３条　災害対策本部員（以下「本部員」という ）は、次に掲げる者をもって充てる。。

　（１）渋川市事務分掌規則（平成１８年規則第１３号）第６条第１項及び渋川市に定める部長
 又は危機管理監

 　（２）上下水道局長
 　（３）会計管理者

 　（４）教育長及び教育部長
 　（５）議会事務局長

 　（６）監査委員事務局長
 　（７）農業委員会事務局長

 　（８）消防団長
 

 （本部連絡員）
 第４条　本部に本部連絡員（以下「連絡員」という ）を置く。。

 ２　連絡員は、本部長が指名する職員が当たる。
３　連絡員は、その者が所属する第６条に規定する班と本部との連絡に当たり、本部長の指示す

 る事項の伝達など連絡活動を行うものとする。
 

 （本部会議）
 第５条　本部に本部会議を置く。

２　本部会議は、本部長、副本部長及び本部員をもって構成し、災害応急対策の実施、その他防
 災に関する重要事項について協議する。

 ３　本部会議は必要に応じて本部長が招集する。
 

 （班の設置）
 第６条　本部に班を置く。

２　前項の班は別表第１のとおりとし、その長にはかっこ内の職にある者を、班員には当該班の
 長の所属職員をもって充てる。

 
 （班の分掌事務）

 第７条　前条の各班の分掌事務は、別表第２のとおりとする。
 

 （副班長）
 第８条　各班に副班長を置き、班長の指名する者をもって充てる。

 ２　副班長は、班長を補佐し、班長に事故あるときは、その職務を代理する。
 

 （関係機関との連絡及び要請）
第９条　本部長は、災害の状況に応じ別表第３左欄に掲げる関係機関に対し、同表右欄に掲げる

 事項について連絡し、又は必要な措置を講じるよう協力を要請するものとする。
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 （動員）
第１０条　本部長は、本部を設置したときは、直ちに各班ごとに動員規模を指定し状況の変化に

 応じて変更する。
 ２　前項の動員の規模の指定は、次の３段階に区分し、それぞれの配備基準は別に定める。

 　（１）第１号動員
 　（２）第２号動員
 　（３）第３号動員

 
 （現地災害対策本部の設置及び廃止）

第１１条　本部長は、局地的災害の応急対策を強力に推進するため、特に必要があると認めると
 きは、当該災害現場等に現地災害対策本部（以下「現地本部」という ）を設置する。。

２　現地本部は、現地での主要な災害応急対策がおおむね終了するまでの間又は現地本部の設置
 の必要がなくなったと本部長が認める間設置する。

 
 （現地災害対策本部長等）

 第１２条　現地災害対策本部長は災害対策本部員のうちから本部長が指定する。
 

 （現地災害対策本部の組織等）
第１３条　前２条に定めるもののほか、現地本部の組織その他現地本部に関し必要な事項は、そ

 の都度本部長が定めるものとする。
 

 （要員の確保）
第１４条　各班長は、班員のうちから動員の規模に応じる要員をあらかじめ指定しておくものと

 する。
、 、 （ ）２　各班長は 班員を動員してもなお要員に不足を生じた場合は 応援職員要請書 様式第１号

 により本部長に協力班員の応援を要請するものとする。
 

 （災害報告）
第１５条　災害が発生した場合は、各班長はそれぞれの所管に係る災害状況を危機管理監を通じ

 て本部長に報告しなければならない。
 

 （報告の種類）
 第１６条 災害報告の種類は、次のとおりとする。  

 　（１）速報　把握できた災害状況を電話その他迅速な方法で報告するもの
 　（２）確定報告　災害状況が確定したとき文書で報告するもの

 
 （報告の様式）

 第１７条 報告の様式は、別に定める。  
 

 （事務局）
 第１８条　事務局の構成及び分掌事務は、別表第４のとおりとする。

 ２　事務局を市民生活部危機管理課に常設とする。
 

 （補則）
 第１９条 この要綱に定めるもののほか、本部の活動に関し必要な事項は、別に定める。  

 
 　　附　則

 　この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。　　　　　　　　　　　　
 　　附　則

 　この要綱は、平成２４年１０月１日から施行する。
 　　附　則

 　この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。
 　　附　則

 　この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。
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 　　附　則
 　この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。

 　　附　則
 　この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

 　　附　則
 　この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。

   　附　則
 　この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。

   　附　則
 　この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

 附　則
 　この要綱は、令和２年４月１日から施行する。

 附　則
 　この要綱は、令和４年４月１日から施行する。

 　　附　則
 　この要綱は、令和５年４月１日から施行する。

 　 附　則  
 　この要綱は、令和６年４月１日から施行する。

 　　附　則
 　この要綱は、令和８年４月１日から施行する。
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別表第１（第６条関係）

班 担当課

市民生活班（市民生活部長） 危機管理課（危機管理課長（危機管理

監））

市民課（市民課長）

税務課（税務課長）

納税課（納税課長）

環境課（環境課長）

市民協働推進課（市民協働推進課長）

各行政センター（各行政センター所長）

総務班（総務部長） 秘書課（秘書課長）

総務課（総務課長）

人事課（人事課長）

財政課（財政課長）

財産活用課（財産活用課長）

契約管理課（契約管理課長）

総合政策班（総合政策部長） 総合政策課（総合政策課長）

新庁舎準備室（新庁舎準備室長）

ＤＸ推進課（ＤＸ推進課長）

広報課（広報課長）

福祉班（福祉部長） 社会福祉課（社会福祉課長）

高齢福祉課（高齢福祉課長）

介護保険課（介護保険課長）

こども健康班（こども健康部長） こども課（こども課長）

保育所（保育所長）

保育所型認定こども園（認定こども園

長）

幼稚園（幼稚園長）

幼稚園型認定こども園（認定こども園

長）

健康増進課（健康増進課長）

保険年金課（保険年金課長）

農政班（農政部長） 農林課（農林課長）

土地改良課（土地改良課長）

商工観光班（商工観光部長） 商工課（商工課長）
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企業誘致推進室（企業誘致推進室長）

観光課（観光課長）

建設交通班（建設交通部長） 土木管理課（土木管理課長）

土木維持課（土木維持課長）

建築住宅課（建築住宅課長）

都市政策課（都市政策課長）

交通政策課（交通政策課長）

上下水道班（上下水道局長） 水道課（水道課長）

下水道課（下水道課長）

会計班（会計管理者） 会計課（会計課長）

教育班（教育部長） 教育総務課（教育総務課長）

学校教育課（学校教育課長）

生涯学習課（生涯学習課長）

スポーツ課（スポーツ課長）

文化財保護課（文化財保護課長）

各公民館（各公民館長）

図書館・美術館・文学館（各館長）

協力班（議会事務局長） 議会（議会副事務局長）

（監査委員事務局長） 監査委員（監査委員副事務局長）

（農業委員会事務局長） 農業委員会（農業委員会副事務局長）

消防班（消防団長） 消防団（各方面隊長）
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別表第２（第７条関係）

班 担当課
分 掌 事 務

(部長相当職) (課長相当職)

市民生活班 危機管理課 １ 本部の設置及び廃止に関すること。
（市民生活部 （危機管理課長（危 ２ 本部の指示又は指令等に係る伝達に関すること。
長） 機管理監)） ３ 本部要員の動員及び配置に関すること。

４ 自衛隊の災害派遣に関すること。
５ 防災関係機関との連絡調整に関すること。
６ 本部及び班との連絡調整に関すること。
７ 公共的団体への活動依頼に関すること。
８ 防災行政無線施設に関すること。
９ 防災行政無線等の情報伝達に関すること。
10 被災証明（固定資産に関するものを除く）の発行
に関すること。

11 災害情報連絡員（自主防災会長等）に関すること。
12 気象情報の収集及び連絡に関すること。
13 各種資料の収集に関すること。
14 災害時相互応援協定締結市町村の応援の要請に関
すること。

15 安全安心情報発信の調整に関すること。
16 災害時の市内パトロールに関すること。

市民課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（市民課長） ２ 死体の埋火葬に関すること。

３ 市民相談に関すること。
４ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部
及び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。

税務課 １ 住家等被害調査に関すること。
(税務課長) ２ 税の減免に関すること。

３ り災者調査の協力に関すること。
４ 固定資産の、り災に関すること。
５ 固定資産の、り災証明に関すること。

納税課 １ 班内の協力に関すること。
(納税課長) ２ 税の減免に関すること。

環境課 １ 班に係わる施設の被害調査に関すること。
（環境課長) ２ 災害時のゴミ収集に関すること。

３ 災害時のし尿のくみ取りに関すること。
４ 仮設トイレの設置及び管理に関すること。
５ がれきの処理に関すること。
６ 家庭動物（ペット）に関すること。

市民協働推進課 １ 自治会地区内の被害情報の収集に関すること。
（市民協働推進課 ２ 避難者の誘導輸送に関すること。
長） ３ 外国人に対する情報提供、生活相談及び援護に関

すること。

－9－



各行政センター １ 災害情報の収集及び伝達に関すること。
（各行政センター ２ 避難者の避難誘導及び避難所等の避難者の総括的
所長） 掌握及び報告に関すること。

３ 地震、気象情報の報告に関すること。
４ 班に係わる施設の被害調査に関すること。
５ 現地災害対策本部の運営に関すること。

総務班 秘書課 １ 災害対策本部長の会合の伝達に関すること。
（総務部長） （秘書課長） ２ 本部長及び副本部長の秘書に関すること。

３ 災害見舞者、視察者に関すること。

総務課 １ 班の被害調査に関すること。
(総務課長) ２ 各班の被害調査の集計及び報告に関すること。

３ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部
及び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。

４ 危機管理課の応援に関すること。

人事課 １ 各班動員者名簿の作成及び給与に関すること。
（人事課長) ２ 職員の動員及び各班の増員、派遣に関すること。

３ 職員の災害補償に関すること。

財政課 １ 災害応急措置関係予算に関すること。
（財政課長） ２ 各班動員者の賄いに関すること。

３ 国、県等の補助金に関すること。

財産活用課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（財産活用課長) ２ 班内の協力に関すること。

契約管理課 １ 自動車の配車に関すること。
(契約管理課長) ２ 庁舎に関すること

３ 班内の協力に関すること。

総合政策班 総合政策課 １ 他市町村からの応援の受け入れに関すること。
（総合政策部 （総合政策課長） ２ 危機管理課の応援に関すること。
長） ３ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部

及び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。
４ 災害情報の集計に関すること。

新庁舎準備室 １ 班内の協力に関すること。
（新庁舎準備室長）

DX推進課 １ 行政情報システムに関すること。
（DX推進課長） ２ 班内の協力に関すること。

３ 班の施設に係る被害調査の取りまとめに関するこ
と。

広報室 １ 報道機関との連絡調整に関すること。
（広報室長） ２ 災害広報に関すること。

３ 災害時の記録写真撮影に関すること。
４ 市ホームページ等による情報発信に関すること。

福祉班 社会福祉課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（福祉部長） （社会福祉課長） ２ 避難所の設置及び避難者の管理に関すること。

３ 食料の調達及び炊出しに関すること。
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４ 支援物資の集積場所及び仕分けに関すること。
５ 衣料、生活必需品、その他物資の受給に関するこ
と。

６ 社会福祉施設災害復旧に関すること。
７ 日本赤十字社との連絡調整に関すること。
８ 救援物資の輸送及び受給・配分に関すること。
９ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部
及び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。

10 義援金の受入れに関すること。
11 災害弔慰金に関すること。

高齢福祉課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（高齢福祉課長） ２ 被災者名簿の作成に関すること。

３ 被災者の収容に関すること。
４ 遺体の収容と捜索に関すること。
５ 災害見舞金の募集及び配分に関すること。
６ ボランティア活動の支援・推進に関すること。
７ 保健活動の実施に関すること。

介護保険課 １ 班内の協力に関すること。
（介護保険課長）

こども健康班 こども課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（こども健康 （こども課長） ２ 幼稚園、保育所、認定こども園及び放課後児童ク
部長） ラブ等の児童等の避難に関すること。

３ 幼稚園、保育所、認定こども園及び放課後児童ク
ラブ等の児童等応急保育に関すること。
４ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部
及び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。

保育所（保育所長） １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
保育所型認定こど ２ 保育所、保育所型認定こども園の児童の避難に関
も園（認定こども すること。
園長） ３ 保育所、保育所型認定こども園の応急 保育に関す

ること。

幼稚園（幼稚園長） １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
幼稚園型認定こど ２ 幼稚園、幼稚園型認定こども園の児童の避難に関
も園（認定こども すること。
園長） ３ 幼稚園、幼稚園型認定こども園の応急保育に関す

ること。

健康増進課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（健康増進課長） ２ 病院関係の被害調査に関すること。

３ 防疫に関すること。
４ 医薬品等の配分に関すること。
５ 救護所の設置に関すること。

保険年金課 １ 班内の協力に関すること。
（保険年金課長） ２ 施設の被害状況の把握及び復旧に関すること。

３ 他の医療機関との連携に関すること。
４ 救護所の設置、運営及び救護医療品の調達に関す
ること。
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農政班 農政課 １ 班に係る施設等の被害調査に関すること。
（農政部長） （農政課長） ２ 被害農産物の応急措置に関すること。

３ 被害時における家畜の防疫に関すること。
４ 被害農用施設の応急に関すること。
５ 農産物の被害対策に関すること。
６ 農業用肥料の確保に関すること。
７ 畜産被害対策に関すること。
８ 森林・林道に関する災害対策復旧に関すること。
９ 応急食糧の調達に対する応援に関すること。
10 関係機関に対する報告又は連絡に関すること。

土地改良課 １ 班に係る施設等の被害調査に関すること。

（土地改良課長） ２ 被害農地・農業施設の災害対策復旧に関すること。

３ 班内の協力に関すること。

商工観光班 商工課 １ 班に係る施設等の被害調査に関すること。
（商工観光部 （商工課長） ２ 商工関係被害調査に関すること。
長） ３ 衣料等生活必需品の受給に係る応援に関すること。

４ 被災商工業者の金融指導に関すること。
５ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部
及び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。

企業誘致推進室 １ 班内の協力に関すること。
（企業誘致推進室
長）

観光課 １ 班に係る施設等の被害調査に関すること。
（観光課長） ２ 観光関係被害調査に関すること。

３ 班内の協力に関すること。

建設交通班 土木管理課 １ 水害予防に関すること。

（建設交通部 （土木管理課長） ２ 土砂災害予防に関すること。

長） ３ 道路、橋りょうの危険箇所に関すること。

４ 応急復旧に関すること。

５ 災害復旧に関すること。

６ 災害時の道路管理に関すること。

７ 応急対策実施のための用地借入れ及び補償に関する

こと。

８ 幹線道路の被害調査に関すること。

９ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部及

び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。

土木維持課 １ 道路、橋りょうの危険箇所に関すること。
（土木維持課長） ２ 除雪対策に関すること。

３ 災害復旧に関すること。
４ 災害時の道路管理に関すること。
５ 班に係わる施設の被害調査に関すること。

建築住宅課 １ 建築物災害予防に関すること。
（建築住宅課長） ２ 避難所の建設に関すること。

３ 応急仮設住宅の建設に関すること。
４ 建築物（市が所有するもの）の被害調査に関する
こと。
５ 班に係る施設等の被害調査並びに取りまとめ及び
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報告に関すること。
６ 市営住宅の応急修繕及び復旧に関すること。

都市政策課 １ 都市計画施設、公園施設、区画整理区域内施設の
（都市政策課長） 被害調査に関すること。

２ 都市計画施設、公園施設、区画整理区域内施設の
応急修理及び復旧に関すること。
３ 被災者の避難対策に関すること。

交通政策課 １ 輸送機関との連絡調整に関すること。
（交通政策課長） ２ 班内の協力に関すること。

上下水道班 水道課 １ 給水に関すること。
（上下水道局 （水道課長） ２ 水道施設の防災及び給水の保全に関すること。
長） ３ 飲料水の確保に関すること。

４ 班の被害調査並びに取りまとめに関すること。
５ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部
及び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。

下水道課 １ 下水施設等の点検整備、災害補修及び応急復旧に
（下水道課長） 関すること。

２ 災害時の悪質汚水流入（水質事故）に関する情報
収集、関係機関への連絡等に関すること。

会計班 会計課 １ 災害関係経費の出納に関すること。
（会計管理者） （会計課長） ２ 災害対策に伴う物品の購入及び保管に関すること。

３ 災害見舞金等の受け入れ及び礼状の発送に関する
こと。
４ 義援金に関すること。

教育班 教育総務課 １ 班に係る施設等の被害調査並びに取りまとめに関
（教育部長） （教育総務課長） すること。

２ 本部及び班内の連絡調整に関すること。
３ 教育関係災害復旧及び応急予算に関すること。
４ 炊き出し設備の確保及び給食センターに関するこ
と。
５ 炊出し業務の協力に関すること。
６ 班内職員の動員及び配置に関すること並びに本部
及び班内の連絡調整等班の庶務に関すること。

学校教育課 １ 教育施設における避難所の設置に関すること。
（学校教育課長） ２ 児童生徒の避難に関すること。

３ 災害時の応急対策に関すること。
４ 災害時における学校の保健衛生に関すること。

生涯学習課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（生涯学習課長） ２ 社会教育施設の災害対策に関すること。

スポーツ課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（スポーツ課長） ２ 体育関係施設の災害対策に関すること。

３ 被災者の避難対策に関すること。

文化財保護課 １ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
（文化財保護課長) ２ 文化財の保護復旧に関すること。
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各公民館 １ 避難者の避難誘導及び避難状況の総括的掌握及び
（各公民館長） 報告に関すること。

２ 班に係わる施設等の被害調査に関すること。
３ 班内の協力に関すること。
４ 班に係わる施設の避難所指定時における施設の管
理に関すること。

図書館・美術館・ １ 施設等の被害調査に関すること。
文学館
（各館長）

協力班 議会事務局 １ 各班の協力に関すること。
(議会事務局長) （議会副事務局長) ２ 議会事務に関すること。

(監査委員 監査委員事務局 １ 各班の協力に関すること。
事務局長) （監査委員副事務

局長）

(農業委員会 農業委員会事務局 １ 各班の協力に関すること。
事務局長) （農業委員会副事

務局長）

消防班 消防団 １ 災害の警戒及び防ぎょに関すること。
(消防団長) （各方面隊長） ２ 人命の保護及び救出に関すること。

３ 団の動員に関すること。
４ 被害情報の収集及び報告に関すること。
５ 避難、誘導に関すること。
６ その他災害出動に関すること。
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 別表第３（第９条関係）

 

　　　　　機　関 　　　　　　連絡・要綱事項

前橋地方気象台 気象資料及び予報、警報の伝達に関すること。

関東地方整備局高崎河川国道事務 水防のための警報及び応急対策に関すること。
所

           関東農政局群馬県拠点 主要食糧の需給対策に関すること。

（ ） 。関東森林管理局 災害対策に必要な木材 国有林 の払下げに関すること 

群馬労働局 工場、事業所における産業災害対策に関すること。

渋川警察署 公安警備、警察通信及び交通応急対策に関すること。

渋川行政県税事務所 災害による被害情報等に関すること。

渋川土木事務所 河川、道路等の土木施設の保全並びに防災対策に関する
こと。

渋川保健福祉事務所 医療、助産及び防疫対策に関すること。

（一社）渋川地区医師会 災害時の救急医療に関すること。

日本郵便（株）渋川郵便局 災害時における郵便業務の確保及び災害復旧資金融資等
に関すること。

ＮＴＴ東日本（株）群馬支店 電信及び電話施設の保全、災害非常通信の調整に関する
こと。

東日本高速道路（株）関東支社 高速自動車国道の防災対策に関すること。

東日本旅客鉄道（株）高崎支社 鉄道施設の防災対策及び災害時における緊急輸送対策に
関すること。

東京電力パワーグリッド（株）渋 電力施設の防災対策に関すること。
川支社

渋川ガス（株） ガス施設の防災対策に関すること。

（一社）群馬県ＬＰガス協会渋川 ＬＰガス施設の防災対策に関すること。
支部

日本通運（株）群馬支店 被災者救助関係及び救助物資の輸送に関すること。

農業協同組合・森林組合 農林業関係の被害調査等応急対策の協力及び被災農林家
に対する融資又はそのあっせんに関すること。

商工会議所・商工会 商工業関係被害調査、融資希望者のとりまとめ、あっせ
ん等の協力及び物価安定並びに救助用物資復旧資材の確
保についての協力あっせんに関すること。

渋川市社会福祉協議会 災害ボランティアセンターの設置に関すること。

報道機関 警報及び災害情報、救助状況などの報道に関すること。

渋川地区広域市町村圏振興整備組 渋川市における防災対策に関すること。
合消防本部
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別表第４（第１８条関係）

構 成 分掌事務

事務局長 危機管理課長 １ 本部の設営及び運営に関すること。

（危機管理監） ２ 応急対策上必要な各種情報の収集及び伝達

事務局次長 危機管理係長 に関すること。

３ 本部指令（本部長の指示及び本部会議の決

事務局員 危機管理課の職 定事項）の伝達に関すること。

員及び各班に所 ４ 応急対策計画の立案及び総合調整に関する

属する職員のう こと。

ちから事務局長 ５ 群馬県、その他防災関係機関との情報受伝

が指名した者 達及び各種報告に関すること。

６ 自衛隊の応援要請及び受け入れに関するこ

と。

７ 各班、ライフライン機関との連絡調整に関

すること。

８ 防災行政無線の統制に関すること。

９ 備蓄物資の活用にかかる総合調整に関する

こと。

10 災害復興に関すること。

11 災害対策基本法第４６条第１項に定める災

害予防に関すること。

12 初動対応にかかる当直及び宿日直体制に関

すること。

13 その他特命事項に関すること。

連絡員 各班に所属する １ 本部及び各班等との情報連絡に関するこ

職員のうちから と。

各班長が指名し ２ 被害情報等の収集・伝達に関すること。

た者 ３ 本部事務の補助に関すること。
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様式第１号（第１４条関係）

応援職員要請書

年 月 日

渋川市災害対策本部長 様

（総務班）

○○班長

期 間 月 日から 月 日 日間

勤務（従事）場所

勤務（従事）内容

必 要 人 員 男 人、女 人、計 人

集合日時・場所

その他参考事項
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 １－４　渋川市災害警戒本部設置要綱
 

 （趣旨）
第１条　この要綱は、市域に災害が発生し、又は発生するおそれがある場合で、渋川市災害対策
本部を設置するまでに至らない段階で、本市関係機関が相互に　連携し、総合的な予防・応急対
策を実施するために設置する渋川市災害警戒本部（以下「警戒本部」という ）の組織及び運営。

 に関し必要な事項を定めるものとする。
 

 （警戒本部の設置）
第２条　警戒本部は、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合で、副市長が必要と認めた

 場合に設置し、市長に報告するものとする。
 

 （災害警戒本部長等）
第３条　警戒本部の長は、災害警戒本部長（以下「本部長」という ）とし、副市長をもって充。

 てる。
２　警戒本部に 災害警戒副本部長 以下 副本部長 という 及び災害警戒本部員 以下 本、 （ 「 」 。） （ 「

 部員」という ）を置く。。
 ３　副本部長は、総務部長をもって充てる。

 ４　本部員は、市職員のうちから本部長が任命する。
 ５　本部長は、本部を総括し、副本部長及び本部員を指揮監督する。

６　副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故あるとき、又は本部長が欠けたときは、その職
 務を代理する。

 
 （班及び事務局の設置及び事務分掌）

、 （ 「 」 。） 、第４条　本部長は 渋川市災害対策本部設置要綱 以下 要綱 という 別表第１のうちから
災害の種類及び規模並びに被害の程度等に応じ、必要な班を置く。なお、設置する班の事務分掌

 は、要綱別表第２を準用する。
 ２　警戒本部に事務局を置く。なお、事務局の構成及び事務分掌は、要綱別表４を準用する。

３　各班は、事務局等と緊密な連絡のもと、地域防災計画の定めるところにより災害予防及び応
 急対策を実施する。

 
 （市長への報告）

 第５条　本部長は、災害の状況を市長に報告しなければならない。
 

 （警戒本部の廃止）
第６条　本部長は、渋川市災害対策本部を設置したとき、又は応急対策がおおむね終了したとき
及び災害の発生のおそれが解消したと認められるときは、警戒本部を廃止し、市長に報告するも

 のとする。
 

 （関係機関への通知等）
第７条　本部長は、警戒本部を設置又は廃止した場合、速やかに関係機関に通知又は連絡するも

 のとする。
 

 　附　則
 この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。

 　附　則
 この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。　

 　附　則
 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

 　附　則
 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。

 　附　則
 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。

－18－



 附　則
 この要綱は、令和８年４月１日から施行する
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 １－５　渋川市防災指令要綱
 

 （趣旨）
第１条　この要綱は、渋川市防災指令（以下「防災指令」という ）に関し必要な事項を定める。

 ものとする。
 

 （定義等）
第２条　この要綱において 「職員」とは渋川市災害対策本部組織の全職員とし 「班」とは渋、 、

 川市災害対策本部組織の各班とする。
 

 （防災指令の発令及び解除）
第３条　市長は、渋川市の地域に災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合において

防災上必要があると認めるときは、職員又はその都度指定する班の職員に対し防災指令を発令
 する。

２　市長は、災害の発生、継続又は拡大の危険がなくなったと認めるときは、防災指令を解除す
 る。

 
 （防災指令の種類、発令基準等）

、 、 、 。第４条　防災指令の種類 その活動概要 配備職員及び発令基準は 別表に掲げるとおりとする
 ただし、状況に応じて、この基準と異なる防災指令を発令することができる。

 
 （防災活動）

第５条　各班の長は、防災指令が発令されたときは、前条の配備につくべき職員を指導し防災活
 動を実施しなければならない。

 ２　各班の分掌事務は、渋川市災害対策本部設置要綱別表第２に定めるところとする。
３　各班の長は、第１項の規定に基づき防災活動を実施したときは、職員の配備状況を直ちに危

 機管理監を通じて市長に報告しなければならない。
 

 （防災指令の伝達）
第６条　防災指令は、渋川市地域防災計画の定めるところにより職員に迅速かつ正確に伝達する

 ものとする。
 

 （職員の心構え）
第７条　職員は、第４条の配備につくべき職員以外の職員であっても、状況によっては、いつで

 も防災活動に従事するよう心がけていなければならない。
 

 （自主参集）
第８条　職員の参集は、防災指令の各号の定めによるが、震度５弱以上の地震の場合は連絡がな

 くても、あらかじめ定められた職員が参集するものとする。
 

 （配備計画の作成）
第９条　各班の長は、防災指令が発令された場合における職員の配備計画を作成し、人事異動毎

 に、危機管理監に提出しなければならない。
 

 　（雑則）
 第１０条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項はその都度市長が定める。

 
 　　　附　則

 　　この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。
 　　　附　則

 　　この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。
       附　則

 　　この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。
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 　　　附　則
 　　この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。

 　　　附　則
 　　この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。

 　　　附　則
 　　この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

 　　　附　則
 　　この要綱は、令和２年４月１日から施行する。

 　　　附　則
 　　この要綱は、令和４年４月１日から施行する。

 
 
 

 別表（第４条関係）

指令区分 本 部 体 制 活動概要 配備動員規模及び発令基準
等

風水害 地震災害 雪害 人 為 的 災 害
（大規模事故
等）

情報収集 第一次防 主として情 指定職員 指定職員   
指令 災体制 報の収集及 ①気象庁から ①市内で 震 ①気象庁から ①事故等の発 「

 び報告を任 気象情報に関 度４」の揺 気象情報に関 生で、市民に
情 報 収 集 務として活 する 注意報 れが観測さ する 注意報 影響が出ると「 」 「 」
体制　 動する体制 が発表された れた場合 が発表された 判断できた場 

場合（早期注 ②市内を震 場合（早期注 合
「 」 「 」意情報が 中 源とする地 意情報が 中

 の場合） 震で「震度 の場合）
 ３」の揺れ

が観測され
た場合

警戒指令 第 二 次 防 災害に対す 指定職員 指定職員（災害の種類及び規模並びに被
災体制 る総合的な 害の程度に応じ活動を行う部を災害警戒 
 予防・応急 本部長が指名する）
災 害 警 戒 対策 ①気象庁から ①市内で 震 ①気象庁から ①事故等の発 「
本部　 気象情報に関 度５弱」の 気象情報に関 生で、市民に

する「警報」 揺れが観測 する「警報」 影響が出たと
 が発表された された場合 が発表された 判断できた場

   場合 ②市内を震 場合 合
②災害が発生 源とする地 ②大雪等によ ②事故等の影
するおそれが 震で「震度 り、災害応急 響で、小規模
あると判断し ４」の揺れ 対策の必要が かつ局地的な

 た場合 が観測され あると判断し 災 害 が 発 生
③台風等によ た場合 た場合 し、市民へ影  

 り本市に影響 ③大規模地 響のおそれが
  があると判断 震対策特別 ある場合

  した場合 措置法第９ ③市長が必要
   条に規定す と認めた場合
  る警戒宣言
  が発令され

た場合
（ ）防災指令 第 三 次 防 災害に対す 指定職員（小 指定職員 原則として全職員の３分の１ 

第１号・ 災体制 る総合的な 規模体制） 
１号動員 対応 ①市内に気象 ①市内で 震 ①大雪等によ ①火災、災害  「
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災 害 対 策 庁が発表する 度５強」の り、市内で災 等が国の定め 
本部　　 「土砂災害警 揺れが観測 害が発生し、 る火災・災害 

  戒情報」が発 された場合 拡大するおそ 即報要領の直
  表され、災害 ②市内を震 れがある場合 接即報基準に

  発生のおそれ 源とする地 ②市長（本部 該当した場合
 が高いと判断 震で「震度 長）が必要と ②市内で大規

  した場合 ５弱」の揺 認めた場合 模な事故等が
 ②市長（本部 れが観測さ 発生し、また

  長）が必要と れた場合 は災害の発生
 認めた場合 ③市長（本 するおそれが

  部長）が必 ある場合
要と認めた ③市長（本部 
場合 長）が必要と 

認めた場合
（ ）防災指令 災害に対す 指 定 職 員 　 指定職員 原則として全職員の２分の１ 

（ ）第２号・ る総合的な 中規模体制
２号動員 対応 ①小規模体制 ①市内で 震 ①大雪等によ ①市内で大規 「

第１号体制 を越える対応 度６弱」の り、市内で被 模な事故等が
を強化した が必要と判断 揺れが観測 害が拡大した 発生し、更に
体制 した場合 された場合 場合 被害が拡大す   

②市長（本部 ②市内を震 ②市長（本部 るおそれがあ
 長）が必要と 源とする地 長）が必要と る場合

認めた場合 震で「震度 認めた場合 ②市長（本部
５強」の揺 長）が必要と
れが観測さ 認めた場合

 れた場合
③市長（本
部長）が必
要と認めた
場合

  防災指令 災害に対す 指 定 職 員 　 全職員
第３号・ る総合的な （大規模体制
３号動員 対応 ・特別体制） 

第２号体制 ①災害が発生 ①市内で 震 ①市長（本部 ①市内で大規「
を強化した または切迫し 度６強」の 長）が必要と 模な事故等が
体制 ている状況と 揺れが観測 認めた場合 発生し、更に

  判断した場合 された場合 被 害 が 拡 大
②市長（本部 ②市内を震 し、市民の生
長）が必要と 源とする地 活に重大な影
認めた場合 震で「震度 響を及ぼすお

６弱」の揺 それがある場
 れが観測さ 合

 れた場合 ②市長（本部
③市長（本 長）が必要と
部長）が必 認めた場合
要と認めた
場合
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番号 委員区分 役職名 所在地

会　長 渋川市長 渋川市石原80

1 １号委員 国土交通省関東地方整備局利根川水系砂防事務所長 渋川市渋川121-1

2 １号委員 国土交通省関東地方整備局高崎河川国道事務所長 高崎市栄町6-41

3 １号委員 関東農政局群馬県拠点総括農政業務管理官 前橋市紅雲町1-2-2

4 ２号委員 渋川行政県税事務所長 渋川市金井395

5 ２号委員 渋川保健福祉事務所長 渋川市金井394

6 ２号委員 渋川森林事務所長 渋川市金井395

7 ２号委員 渋川農村整備センター長 渋川市金井395

8 ２号委員 渋川土木事務所長 渋川市金井395

9 ３号委員  渋川警察署長 渋川市行幸田351-1

10 ４号委員 渋川市副市長 渋川市石原80

11 ４号委員 渋川市総務部長 渋川市石原80

12 ４号委員 渋川市長総合政策部長 渋川市石原80

13 ４号委員 渋川市市民生活部長 渋川市石原80

14 ４号委員 渋川市福祉部長 渋川市石原80

15 ４号委員 渋川市こども健康部長 渋川市石原80

16 ４号委員 渋川市農政部長 渋川市石原80

17 ４号委員 渋川市商工観光部長 渋川市石原80

18 ４号委員 渋川市建設交通部長 渋川市石原80

19 ４号委員 渋川市上下水道局長 渋川市石原80

20 ４号委員 渋川市会計管理者 渋川市石原80

21 ５号委員 渋川市教育委員会教育長 渋川市石原80

22 ５号委員 渋川市教育委員会教育部長 渋川市石原80

23 ６号委員 渋川広域消防本部消防長 渋川市渋川1815-51

24 ６号委員 渋川広域消防署消防署長 渋川市渋川1815-51

25 ６号委員 渋川市消防団長 渋川市石原80

26 ６号委員 渋川市女性防火クラブ会長 渋川市石原80

27 ７号委員 ＮＴＴ東日本(株)埼玉事業部群馬支店長 高崎市高松町3

28 ７号委員 東京電力パワーグリッド(株)渋川支社長 渋川市石原12-1

29 ７号委員 東日本旅客鉄道(株)高崎支社鉄道事業部安全企画ユニットリーダー 高崎市栄町6番26号

30 ７号委員 東日本高速道路（株）関東支社高崎管理事務所副所長 高崎市島野町831

31 ７号委員 （一社）群馬県ＬＰガス協会渋川支部長 渋川市渋川223

32 ７号委員 渋川ガス(株)代表取締役社長 渋川市渋川1092-1

33 ７号委員 （一社）渋川地区医師会長 渋川市金井356

34 ７号委員 日本郵便（株）渋川郵便局長 渋川市渋川1902-28

35 ７号委員 渋川市社会福祉協議会常務理事 渋川市渋川1760-1

36 ７号委員 渋川市女性団体連絡協議会長 渋川市石原80

37 ７号委員 赤十字奉仕団渋川市地区委員会長 渋川市石原80

38 ７号委員 NPO法人やわら　リュックサック代表

39 ７号委員 独立行政法人国立病院機構渋川医療センター院長 渋川市白井383

40 ７号委員 渋川市民生委員児童委員協議会長 渋川市石原80

41 ７号委員 渋川市食生活改善推進員連絡協議会長 渋川市石原80

42 ７号委員 渋川市健康推進員会長 渋川市石原80

43 ８号委員 渋川地区自治会連合会長

44 ８号委員 伊香保地区自治会連合会長

45 ８号委員 小野上地区自治会連合会長

46 ８号委員 子持地区自治会連合会長

47 ８号委員 赤城地区自治会連合会長

48 ８号委員 北橘地区自治会連合会長

49 ８号委員 渋川市自主防災リーダー会長 渋川市石原80

１－６　渋川市防災会議委員名簿
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令和7年12月10日現在

№ 協定名称 協定先 締結年月日 協定の概要 備考

1
災害時における相互応援に

関する協定
逗子市（神奈川県）

平成１８年７月２６日

（再締結）

食料・飲料水・生活必需品・

資機材・車両の提供、医療

職・技能職の派遣、施設の提

供、ボランティアの斡旋 

2
災害時における相互応援に

関する要綱

新潟市、加茂市、⾧岡

市、柏崎市、湯沢町、沼

田市、前橋市、高崎市、

伊勢崎市、玉村町、みな

かみ町、足利市、佐野

市、岩舟町、小山市、栃

木市、水戸市、茨城町、

ひたちなか市

平成18年10月14日
食料・飲料水・生活必需品の

提供

3
災害時における相互応援に

関する協定
南房総市（千葉県）

平成１８年１２月１４日

（再締結）

食料・飲料水・生活必需品の

提供、医療・防疫・車両等の

資機材の提供又は貸与、職員

の派遣、施設の提供

4 災害時応援協定
加須市、本庄市（埼玉

県）

平成２６年８月６日

（再締結）

食料・飲料水・生活必需品・

資機材・車両の提供、技術

職・技能職の派遣、施設の提

供、ボランティアの斡旋、小

中学生の一時受入 

5
災害時における相互応援に

関する協定

板橋区、日光市、都留

市、鴨川市、かすみがう

ら市、桜川市、白河市、

妙高市、高崎市、沼田

市、新潟県田上町、山形

県最上町、尾花沢市

令和５年８月２８日

（再締結）

食料・飲料水・生活必需品の

提供、医療・防疫・車両等の

資機材の提供又は貸与、職員

の派遣、施設の提供

6
災害時の情報交換に関する

協定

国土交通省関東地方整備

局
平成23年1月18日

災害時、双方の情報交換のた

め情報連絡員（リエゾン）の

派遣

7

全国へそのまち協議会加盟

市町村災害時の相互応援に

関する覚書

北海道富良野市、福島県

本宮市、栃木県佐野市、

奈良県吉野町、兵庫県西

脇市、岡山県吉備中央

町、熊本県山都町、沖縄

県宜野座村

平成24年1月17日
食料・飲料水・生活必需品の

提供

8
災害時における相互応援に

関する協定書
見附市（新潟県） 平成25年5月8日

食料・飲料水・生活必需品の

提供、車両等の資機材の提

供、医療・防疫、職員の派

遣、施設の提供

9

原子力災害時における牧之

原市民の県外広域避難に関

する協定書

牧之原市（静岡県） 令和7年3月18日
原子力災害発生時の避難受け

入れ

災害応援協定等の締結一覧表（官公庁）
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災害応援協定等の締結一覧表（企業） 令和7年12月10日現在

№ 協定名称 協定先 締結年月日 協定の概要 備考

1

火災又は地震等の災害時に

おける消火用水供給応援に

関する協定

渋川地区生コンクリート

協同組合、渋川広域消防
平成9年12月12日 消火用水供給応援

2
アマチュア無線による災害

時の情報伝達に関する協定

渋川市アマチュア無線非

常通信協議会・加須市ア

マチュア無線クラブ・本

庄市アマチュア無線クラ

ブ

平成12年4月1日 災害情報の収集伝達

3
災害時における救援物資提

供に関する協定

三国コカ・コーラボトリ

ング（株）
平成16年10月26日

物資の提供、地域貢献型自動販

売機の機内在庫の提供

4
災害時応急対策業務の協力

に関する協定

協同組合渋川電気セン

ター
平成20年11月1日 電気設備等の復旧

5
災害時応急対策業務の協力

に関する協定
渋川管工事協同組合 平成20年11月1日 道路河川・上下水道等の復旧

6
赤城西麓土地改良施設の管

理協力に関する協定
赤城西麓土地改良区 平成21年4月14日 農業水利施設の利用

7
災害時における測量、設計

等の業務に関する協定
渋川測量設計協会 平成22年11月22日

被災箇所の測量・設計・写真撮

影業務

8
災害時における生活物資の

供給協力に関する協定
株式会社カインズ 平成24年2月20日

生活必需品、応急対策物資の供

給

9

災害時における渋川市と渋

川市社会福祉協議会の相互

支援に関する協定

渋川市社会福祉協議会 平成24年5月31日
災害時における救助・救急活

動、避難所に関する協力活動

10

災害時における渋川市と

（社）群馬県建設業協会渋

川支部との災害時応急対策

業務の協力に関する協定

群馬県建設業協会渋川支

部
平成24年6月29日 道路河川・上下水道等の復旧

11

災害時における福祉避難所

の開設に係る施設利用に関

する協定

渋川広域障害保健福祉事

業者協議会
平成24年7月1日 福祉避難所としての施設利用

12
災害時における物資の供給

協力に関する協定
株式会社フレッセイ 平成24年8月21日

生活必需品、応急対策物資の供

給

13

災害発生時における渋川市

と渋川郵便局の協力に関す

る協定

日本郵便株式会社渋川郵

便局
平成24年12月12日

郵便業務に係る災害特別事務取

扱及び援護対策、災害状況の情

報提供

14
災害時の医療救護活動に関

する協定
渋川地区医師会 平成25年3月28日

災害時における応急的な医療救

護活動

15
災害時の歯科医療救護活動

に関する協定
渋川北群馬歯科医師会 平成25年3月28日

災害時における歯科医療救護活

動

16

災害時の医療救護活動及び

医薬品等の供給に関する協

定

渋川地区薬剤師会 平成25年3月28日
災害時における医療救護活動及

び医薬品等の供給

17
災害時における救援物資の

供給協力に関する協定
株式会社伊藤園 平成25年10月1日

災害時における救援物資の供給

協力

18
災害時における応急生活物

資供給等に関する協定
生活協同組合コープぐんま 平成25年12月20日

災害時における市民生活の安定

のための生活物資供給等

19
災害時におけるＬＰガス等

の供給協力に関する協定

群馬県ＬＰガス協会渋川

支部
平成26年3月13日

災害時における住民生活の安定

のためＬＰガス等の供給協力

20
災害時の被害状況等に係る

情報提供に関する協定書
赤十字飛行隊群馬支隊 平成26年7月10日

災害時の被害状況等に関する情

報提供
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21
農業用水利施設使用に関す

る協定
群馬用水土地改良区 平成27年2月6日

農業水利施設の消防水利として

の提供

22
災害時の被害状況等に係る

情報提供に関する協定書
エア・メディア・サービス 平成27年12月1日

災害時の被害状況等に関する情

報提供

23
災害時における応急生活物

資供給等に関する協定

NPO法人コメリ災害対策

センター
平成28年2月10日

災害時における市民生活の安定

のための生活物資供給等

24
災害時における応急生活物

資供給等に関する協定
合同会社西友 平成29年4月6日

災害時における市民生活の安定

のための生活物資供給等
令和6年9月26日協定終了

25
災害時における防災備蓄品

の提供に関する協定
ＮＥＸＵＳ株式会社 平成29年7月24日

災害時における近隣住民への防

災備蓄品の提供

26
災害時における地図製品等

の供給等に関する協定
株式会社ゼンリン 平成29年11月2日

災害時における地図製品等の提

供

27
災害時における飲料供給に

関する協定

サントリービバレッジソ

リューション株式会社
平成29年11月15日 災害時における飲料の提供

28
災害時における被災者支援

等の協力に関する協定

群馬県行政書士会渋川支

部
平成29年11月27日

災害時における各種申請手続き

及び、被災者支援相談窓口の開

設等の業務支援

29
災害時における情報伝達及

び情報収集に関する協定

群馬県オートバイ事業協

同組合
平成30年5月15日

災害時における情報の伝達及び

情報の収集

30
災害時における飲料水等の

供給協力に関する協定

ダイドードリンコ株式会

社
平成30年11月14日 災害時における飲料水等の提供

31
災害時における電力復旧等

に関する協定

東京電力パワーグリッド

株式会社
平成30年12月14日

災害時における電力復旧及び電

力供給活動(R4.4.18再締結)

32
災害に係る情報発信等に関

する協定
ヤフー株式会社 平成31年2月5日 災害に関する情報発信等

33
災害時における物資等の輸

送に関する協定

群馬県トラック協会渋川

支部
平成31年2月14日

災害時における物資等の輸送業

務に係る協力

34
災害時における宿泊施設等

の提供に関する協定
伊香保温泉旅館協同組合 平成31年3月12日

災害時における要配慮者への宿

泊施設等の提供等に伴う支援協

力

35
災害時における被災者支援

等の協力に関する協定

群馬県社会保険労務士会

渋川支部
平成31年3月26日

災害時における労働及び社会保

険等に関する相談対応の業務支

援

36
災害時における物資輸送等

に関する協定

ヤマト運輸株式会社群馬

主管支店
令和元年9月30日

災害時における物資輸送及び物

資拠点施設の運営補助

37
災害時等における災害救助

犬の出動に関する協定

特定非営利活動法人災害

救助犬ネットワーク
令和2年2月12日

災害時における被災者捜索活動

への災害救助犬の出動

38
災害時における被災者等相

談の実施に関する協定
群馬司法書士会 令和2年11月2日

災害時における不動産登記等に

関する相談業務支援

39
災害時避難施設に係る情報

の提供に関する協定
株式会社バカン 令和3年2月22日

避難所開設時における避難所の

混雑状況配信に関する業務支援

40
災害時における電動車両等

の支援に関する協定

群馬三菱自動車販売株式

会社、三菱自動車工業株

式会社

令和3年10月25日

災害発生時の大規模停電に備

え、避難所での電力確保のため

電動車両等の貸与

41
渋川市災害廃棄物の処理の

協力に関する協定
株式会社エコ計画 令和3年11月24日

災害発生時の災害廃棄物の撤

去、収集・運搬、一時保管及び

処分

42

災害時における物資（ユ

ニットハウス等）の供給に

関する協定

三協フロンテア株式会社 令和4年1月17日
災害発生時等の際に、仮設トイ

レ等のユニットハウスの提供

43
災害時における相互協力に

関する基本協定
東日本電信電話株式会社 令和4年4月18日

災害発生時にそなえ、平時から

連絡体制を確立
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44
災害時等での施設利用の協

力に関する協定
株式会社ダイナム 令和5年6月26日

災害発生後、車中泊者の駐車

場、トイレ利用の提供

45
災害等における電気自動車

の提供に等に関する協定書

フォレストエナジー合同

会社
令和6年2月13日

避難所が停電した際に非常用電

源として電気自動車を提供

46

災害時被災者支援活動に関

する渋川市と群馬弁護士会

との協定書

群馬弁護士会 令和6年7月22日
災害発生時、市民に対して法律

相談・情報提供等を行う

47
災害時におけるレンタル資

機材の提供に関する協定
株式会社アクティオ 令和7年7月14日

災害発生時、市民に対してレン

タル資機材の提供を行う

48
災害時における物資の供給

に関する協定
株式会社ベイシア 令和7年8月18日 災害発生時、物資の提供を行う

49
災害時における移動式宿泊

施設等の提供に関する協定
株式会社デベロップ 令和7年12月10日

災害発生時、宿泊施設の提供を

行う

50
災害時におけるレンタル資

材の提供に関する協定
ゴコウ株式会社 令和8年1月26日

災害発生時、レンタル資材の提

供を行う
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 ３　災害対策資料
 

 ３－１　防災関係機関
 

群馬県 
連絡先  

  機　関　名 所　在　地
電話番号 ＦＡＸ番号

371-8570 027-226-2240 027-221-0158総務部危機管理課   
2249 2255前橋市大手町１－１－１ ～ ・

377-0027 0279-22-0777 0279-23-8221渋川行政県税事務所  
渋川市金井３９５
371-0026 027-243-0110群馬県警察本部  
前橋市大手町１－１－１
377-0006 0279-23-0110渋川警察署  
渋川市行幸田３５１－１

 
 

消防本部 
連絡先  

  機　関　名 所　在　地
電話番号 ＦＡＸ番号

377-0008 0279-25-0119 0279-20-1203渋川広域消防本部   
     25-4191渋川広域消防署 渋川市渋川１８１５－５１

379-1125 0279-56-2926 0279-56-2946渋川広域消防署・東分署   
468-2      渋川市赤城町上三原田

377-0102 0279-72-2199 0279-72-2831渋川広域消防署・西分署   
     渋川市伊香保町伊香保 

５４４－２０８
377-0205 0279-53-3513 0279-53-3514渋川広域消防署・北分署  
渋川市北牧１５８－１
370-3502 0279-54-2064 0279-54-2092渋川広域消防署・南分署  
北群馬郡榛東村大字山子田
47-2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－28－



 

指定地方行政機関 
連絡先  

  機　関　名 所　在　地
電話番号 ＦＡＸ番号

   関東管区警察局 330-9726 048-600-6000 048-600-6000
2-1 5541 5529さいたま市中央区新都心 内線 内線

102-8795 03-6238-1623関東総合通信局  
千代田区九段南１－２－１
330-9716 048-600-1078 048-600-1247関東財務局   

1-1さいたま市中央区新都心
371-0026 027-221-4491 027-224-4426前橋財務事務所  
前橋市大手町２－１０－５
330-9713 048-740-0711関東信越厚生局  

1-1さいたま市中央区新都心
371-8567 027-210-5000 027-210-5000群馬労働局  
前橋市大渡町１－１０－７
330-9722 048-740-0464 048-600-0602関東農政局  

2-1さいたま市中央区新都心
371-0025 027-221-1181 027-221-7015群馬県拠点  
前橋市紅雲町１－２－２
371-8508 027-210-1150 027-210-1154関東森林管理局  
前橋市岩神町４－１６－２５
330-9715 048-600-0433 048-601-1310関東経済産業局  

1-1さいたま市中央区新都心
330-9715 048-600-0433 048-601-1279関東東北産業保安監督部  

1-1さいたま市中央区新都心
330-9724 048-600-1333 048-600-1376関東地方整備局   

2-1 3426.3427さいたま市中央区新都心 内線
   高崎河川国道事務所 370-0841 027-345-6041 027-345-6091

027-345-6043 027-345-6093高崎市栄町６－４１
   利根川水系砂防事務所 377-8566 0279-22-4179 0279-24-4184

渋川市渋川１２１－１
231-8433 045-211-7269 045-211-7270関東運輸局  
横浜市中区北仲通５－５７
371-0007 027-263-4440 027-261-0032群馬運輸支局  
前橋市上泉町３９９－１

    東京航空局 102-0074 03-5275-9292
（東京航空事務所） 千代田区九段南１－１－１５

100-0004 03-3212-2949 03-3212-0524東京管区気象台  
千代田区大手町１－３－４
371-0026 027-231-1404 027-234-6551前橋地方気象台  
前橋市大手町２丁目３ー１
305-0811 029-864-1111 029-864-1807国土地理院  
茨城県つくば市北郷１
102-0074 03-5213-2051関東地方測量部  
千代田区九段南１－１－１５
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陸上自衛隊 
連絡先  

  機　関　名 所　在　地
電話番号 ＦＡＸ番号

   第１２旅団 370-3594 0279-54-2011 0279-54-2011
2285 2286 2239榛東村大字新井１０１７－２ 内線 ・ 内線

(夜間 ) 2208
 
 

指定公共機関 
連絡先  

  機　関　名 所　在　地
電話番号 ＦＡＸ番号

377-8799 0279-22-4021日本郵便（株）渋川郵便局  
渋川市渋川１９０２－２８
370-8666 027-321-5660 027-330-3008東日本電信電話（株）　　   

群馬支店 高崎市高松町３
379-2196 027-290-4113 027-266-8104（株）ＮＴＴドコモ  

群馬支店 前橋市東善町１２２
371-8640 027-225-1111 027-220-1025日本銀行前橋支店  
前橋市大手町２－６－１４

    日本赤十字社 371-0833 027-254-3636 027-254-3637
群馬県支部 前橋市光が丘町３２－１０

371-8555 027-251-1711 027-253-0368日本放送協会前橋放送局  
前橋市元総社町１８９
370-0015 027-353-0211 027-353-0924東日本高速道路（株）　　  

関東支社高崎管理事務所 高崎市島野町８３１
378-0051 0278-24-5711 0278-22-7565独立行政法人水資源機構　  

沼田総合管理所 沼田市上原町１６８２
   国立研究開発法人量子科 370-1292 027-346-9232 027-347-2561　

 学技術研究開発機構（高 高崎市綿貫町１２３３
崎量子技術基盤研究所）

370-0841 027-328-7258 027-320-7115東日本旅客鉄道（株）　　  
高崎支社 高崎市栄町６－２６

379-2133 027-266-4122 027-266-0065日本通運（株）　　　　　  
群馬支店 前橋市中内町７９－１

377-0007 0279-51-5010 0279-51-5037東京電力パワーグリッド  
（株） 渋川市石原１２－１
 

指定地方公共機関 
連絡先  

  機　関　名 所　在　地
電話番号 ＦＡＸ番号

371-0022 027-231-5311 027-231-7667（公社）群馬県医師会  
前橋市千代田町１－７－４
371-0847 027-252-0391 027-253-6407（公社）群馬県歯科医師会  
前橋市大友町１－５－１７
371-0007 027-269-5565 027-269-8601（公社）群馬県看護協会  
前橋市上泉町１８５８－７
371-0854 027-255-6121 027-280-6170（一社）群馬県ＬＰガス協  

会 前橋市大渡町１－１０－７
    群馬県石油協同組合 371-0845 027-251-1888 027-251-1771

前橋市鳥羽町３５－５
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    （一社）群馬県バス協会 379-2166 027-261-2027 027-261-5537
前橋市野中町５８８

379-2166 027-261-0244 027-261-7576（一社）群馬県トラック協  
会 前橋市野中町５９５

371-8548 027-219-0007 027-232-0197群馬テレビ（株）  
前橋市上小出町３－３８－２
371-8533 027-230-1882 027-230-1903（株）エフエム群馬  
前橋市若宮町１－４－８
379-1103 0279-56-7755土地改良区  

4204-7赤城西麓 渋川市赤城町津久田
 
 

市の関係機関 
連絡先  

  機　関　名 所　在　地
電話番号 ＦＡＸ番号

377-0027 0279-23-1181 0279-23-7253渋川地区医師会 　　　　　　　　　
渋川市金井３５６
377-0006 0279-24-8211渋川・北群馬歯科医師会 　　　　　　　　　
渋川市行幸田４０４－１
377-0008 0279-23-5501 0279-23-7993渋川ガス（株） 　　　　　　　　　
渋川市渋川１０９２－１
377-0102 0279-72-2386伊香保ガス（株） 　　　　　　　　　

549-19渋川市伊香保町伊香保

377-0008          0279-25-0500 0279-25-1721渋川市社会福祉協議会 　　　　
渋川市渋川１７６０－１
377-0008          0279-25-1311 0279-25-1313渋川商工会議所 　　　　
渋川市渋川２５３６－２
377-0203 0279-23-8845 0279-23-8841しぶかわ商工会 　　　　　　　　　
渋川市吹屋３８４
379-1124          0279-56-4151 0279-56-4152赤城橘農業協同組合 　　　　
渋川市赤城町滝沢６４－２
377-0008          0279-23-3315 0279-24-6400北群渋川農業協同組合 　　　　
渋川市渋川１５７
377-0027 0279-24-1495 0279-24-1492渋川広域森林組合 　　　　　　　　　
渋川市金井３６７
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 ３－３　　山地災害危険地区一覧表

 
 （１）民有林

箇所番号 地区区分 地区名 市町村 大字 字

208-034 山腹崩壊 寺沢２ 渋川市 村上 寺沢

208-033 山腹崩壊 堀貝戸 渋川市 金井 堀貝戸

208-032 山腹崩壊 後入 渋川市 赤城町 北赤城山 後入

343-009 山腹崩壊 大野 渋川市 伊香保町 湯中子 大野

343-008 山腹崩壊 上野原 渋川市 伊香保町 伊香保 上野原

343-007 山腹崩壊 上野原 渋川市 伊香保町 伊香保 上野原

343-006 山腹崩壊 上野原 渋川市 伊香保町 伊香保 上野原

343-005 山腹崩壊 物聞山 渋川市 伊香保町 伊香保 物聞山

343-004 山腹崩壊 上ノ山 渋川市 伊香保町 伊香保 上ノ山

343-003 山腹崩壊 上ノ山 渋川市 伊香保町 伊香保 上ノ山

343-002 山腹崩壊 湯平 渋川市 伊香保町 伊香保 湯平

343-001 山腹崩壊 十二平 渋川市 伊香保町 伊香保 十二平

342-020 山腹崩壊 如意庵 渋川市 村上 如意庵

342-019 山腹崩壊 砥石山 渋川市 村上 砥石山

342-018 山腹崩壊 雨乞 渋川市 小野子 雨乞

342-017 山腹崩壊 宮原 渋川市 小野子 宮原

342-016 山腹崩壊 岩井洞 渋川市 村上 岩井洞

342-015 山腹崩壊 北塩川 渋川市 村上 北塩川

342-014 山腹崩壊 塩川 渋川市 村上 塩川

342-013 山腹崩壊 古城名 渋川市 村上 古城名

342-012 山腹崩壊 塩川 渋川市 村上 塩川

342-010 山腹崩壊 程久保 渋川市 小野子 程久保

342-009 山腹崩壊 寺沢 渋川市 村上 寺沢

342-008 山腹崩壊 大平 渋川市 小野子 大平

342-007 山腹崩壊 甲里山 渋川市 村上 甲里山

342-006 山腹崩壊 宮の坂 渋川市 小野子 宮の坂

342-005 山腹崩壊 竜王 渋川市 小野子 竜王

342-003 山腹崩壊 小見山 渋川市 小野子 小見山

342-002 山腹崩壊 北の谷戸 渋川市 小野子 北の谷戸

342-001 山腹崩壊 日照 渋川市 小野子 日照

341-014 山腹崩壊 加生 渋川市 中郷 加生

341-013 山腹崩壊 渕の上 渋川市 横堀 渕の上

341-012 山腹崩壊 子持 渋川市 中郷 子持

341-011 山腹崩壊 久保 渋川市 中郷 久保

341-010 山腹崩壊 水上 渋川市 上白井 水上

341-009 山腹崩壊 諏訪平 渋川市 上白井 諏訪平
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341-008 山腹崩壊 上伊熊 渋川市 上白井 上伊熊

341-007 山腹崩壊 善棚 渋川市 上白井 善棚

341-006 山腹崩壊 戸室山 渋川市 上白井 戸室山

341-005 山腹崩壊 橋詰 渋川市 上白井 橋詰

341-004 山腹崩壊 赤谷 渋川市 上白井 赤谷

341-003 山腹崩壊 櫃山 渋川市 上白井 櫃山

341-002 山腹崩壊 長久保 渋川市 上白井 長久保

341-001 山腹崩壊 石切坂 渋川市 上白井 石切坂

302-029 山腹崩壊 五郎入 渋川市 赤城町 深山 五郎入

302-028 山腹崩壊 岩上 渋川市 赤城町 深山 岩上

302-027 山腹崩壊 小川田 渋川市 赤城町 長井小川田 小川田

302-026 山腹崩壊 日陰 渋川市 赤城町 長井小川田 日陰

302-025 山腹崩壊 山田 渋川市 赤城町 樽 山田

302-024 山腹崩壊 板立 渋川市 赤城町 樽 板立

302-023 山腹崩壊 ハツ沢 渋川市 赤城町 樽 ハツ沢

302-022 山腹崩壊 不動 渋川市 赤城町 宮田 不動

302-021 山腹崩壊 久保地 渋川市 赤城町 宮田 久保地

302-020 山腹崩壊 北 渋川市 赤城町 宮田 北

302-019 山腹崩壊 持久保 渋川市 赤城町 敷島 持久保

302-018 山腹崩壊 批把久保 渋川市 赤城町 津久田 批把久保

302-017 山腹崩壊 北坂 渋川市 赤城町 津久田 北坂

302-016 山腹崩壊 見開入 渋川市 赤城町 津久田 見開入

302-015 山腹崩壊 山本山 渋川市 赤城町 津久田 山本山

302-014 山腹崩壊 真壁 渋川市 赤城町 津久田 真壁

302-013 山腹崩壊 前仟石 渋川市 赤城町 津久田 前仟石

302-012 山腹崩壊 大林 渋川市 赤城町 津久田 大林

302-011 山腹崩壊 年丸 渋川市 赤城町 長井小川田 年丸

302-010 山腹崩壊 小川田 渋川市 赤城町 長井小川田 小川田

302-009 山腹崩壊 五料坂 渋川市 赤城町 深山 五料坂

302-008 山腹崩壊 五料坂 渋川市 赤城町 深山 五料坂

302-007 山腹崩壊 寺後 渋川市 赤城町 長井小川田 寺後

302-006 山腹崩壊 鳥山 渋川市 赤城町 長井小川田 鳥山

302-005 山腹崩壊 鳥山 渋川市 赤城町 長井小川田 鳥山

302-004 山腹崩壊 大岩 渋川市 赤城町 棚下 大岩

302-003 山腹崩壊 綾戸 渋川市 赤城町 棚下 綾戸

302-002 山腹崩壊 綾戸 渋川市 赤城町 棚下 綾戸

302-001 山腹崩壊 吉原 渋川市 赤城町 北赤城山 吉原

301-012 山腹崩壊 滝 渋川市 北橘町 下箱田 滝

301-011 山腹崩壊 下田ノ保 渋川市 北橘町 分郷八崎 下田ノ保

301-010 山腹崩壊 寄居 渋川市 北橘町 真壁 寄居
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301-009 山腹崩壊 岩上 渋川市 北橘町 下箱田 岩上

301-008 山腹崩壊 本町 渋川市 北橘町 分郷八崎 本町

301-007 山腹崩壊 東山 渋川市 北橘町 分郷八崎 東山

301-006 山腹崩壊 上遠原 渋川市 北橘町 真壁 上遠原

301-005 山腹崩壊 橘山 渋川市 北橘町 下箱田 橘山

301-004 山腹崩壊 上塚田 渋川市 北橘町 真壁 上塚田

301-003 山腹崩壊 高根 渋川市 北橘町 下南室 高根

301-002 山腹崩壊 十二山 渋川市 北橘町 下南室 十二山

301-001 山腹崩壊 奥十二平 渋川市 北橘町 八崎 奥十二平

208-031 山腹崩壊 乙湯元 渋川市 伊香保町 伊香保 乙湯元

208-030 山腹崩壊 上郷 渋川市 渋川 上郷

208-029 山腹崩壊 登沢 渋川市 金井 登沢

208-028 山腹崩壊 南原 渋川市 行幸田 南原

208-027 山腹崩壊 神田原 渋川市 祖母島 神田原

208-026 山腹崩壊 熊沢 渋川市 有馬 熊沢

208-025 山腹崩壊 渋川市 折原

208-024 山腹崩壊 南山崎 渋川市 川島 南山崎

208-023 山腹崩壊 城山 渋川市 有馬 城山

208-022 山腹崩壊 南原 渋川市 行幸田 南原

208-021 山腹崩壊 石坂 渋川市 行幸田 石坂

208-019 山腹崩壊 十二山 渋川市 行幸田 十二山

208-018 山腹崩壊 城山 渋川市 行幸田 城山

208-017 山腹崩壊 大中子 渋川市 石原 大中子

208-016 山腹崩壊 南原 渋川市 石原 南原

208-015 山腹崩壊 上郷 渋川市 渋川 上郷

208-014 山腹崩壊 上ノ原 渋川市 渋川 上ノ原

208-013 山腹崩壊 上ノ原 渋川市 渋川 上ノ原

208-012 山腹崩壊 上ノ原 渋川市 渋川 上ノ原

208-011 山腹崩壊 上ノ原 渋川市 渋川 上ノ原

208-010 山腹崩壊 上ノ原 渋川市 渋川 上ノ原

208-009 山腹崩壊 戸上 渋川市 金井 戸上

208-008 山腹崩壊 軽浜 渋川市 金井 軽浜

208-007 山腹崩壊 御袋山 渋川市 金井 御袋山

208-006 山腹崩壊 吾妻山 渋川市 金井 吾妻山

208-005 山腹崩壊 大野 渋川市 金井 大野

208-004 山腹崩壊 南牧 渋川市 川島 南牧

208-003 山腹崩壊 上並木 渋川市 川島 上並木

208-002 山腹崩壊 後谷戸 渋川市 祖母島 後谷戸

208-001 山腹崩壊 天ノ田 渋川市 祖母島 天ノ田

208-037 崩壊土砂流出 後入 渋川市 赤城町 北赤城山 後入
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208-036 崩壊土砂流出 美坂 渋川市 赤城町 津久田 美坂

342-021 崩壊土砂流出 濁沢 渋川市 小野子 糀屋

208-033 崩壊土砂流出 城ノ上 渋川市 有馬 城ノ上

208-032 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 宮田 中ノ山

343-021 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 甲硯石

343-020 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 湯中子 石ゴネ

343-019 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 湯中子 蛇ヶ岳

343-018 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 上ノ原

343-017 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 水沢 ナカクボ

343-015 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 大野

343-014 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 大野

343-013 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 大野

343-012 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 甲境沢

343-010 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 上ノ山

343-007 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 甲湯元

343-006 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 伊香保 乙湯元

343-005 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 湯中子 西組

343-004 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 湯中子 西組

343-003 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 湯中子 長峰

343-002 崩壊土砂流出 渋川市 伊香保町 湯中子 長峰

342-020 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 落釜

342-019 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 南谷戸

342-018 崩壊土砂流出 城古趾 渋川市 村上 城古趾

342-017 崩壊土砂流出 渋川市 村上 谷後

342-016 崩壊土砂流出 渋川市 村上 東原

342-015 崩壊土砂流出 渋川市 村上 岩原

342-014 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 下中尾

342-012 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 伊久保

342-011 崩壊土砂流出 渋川市 村上 寺沢

342-010 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 祖母塚

342-009 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 前原

342-008 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 宮

342-007 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 大薮

342-006 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 岡の平

342-005 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 大薮

342-003 崩壊土砂流出 一本木 渋川市 小野子 一本木

342-002 崩壊土砂流出 渋川市 小野子 八木沢清水

341-028 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 悪戸

341-027 崩壊土砂流出 渋川市 中郷 池田沢

341-026 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 ヒツ山
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341-025 崩壊土砂流出 境沢 渋川市 上白井 堺沢

341-024 崩壊土砂流出 渋川市 横堀 中子

341-023 崩壊土砂流出 渋川市 横堀 中宿

341-022 崩壊土砂流出 渋川市 横堀 上宿

341-020 崩壊土砂流出 渋川市 横堀 寺平

341-019 崩壊土砂流出 渋川市 北牧 細尾

341-018 崩壊土砂流出 渋川市 北牧 押手

341-017 崩壊土砂流出 渋川市 中郷 西組

341-016 崩壊土砂流出 渋川市 中郷 西組

341-015 崩壊土砂流出 渋川市 中郷 西組

341-014 崩壊土砂流出 渋川市 横堀 加生

341-013 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 天神

341-012 崩壊土砂流出 渋川市 中郷 久保

341-011 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 鈩沢

341-008 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 鍛屋沢

341-007 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 東大平

341-006 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 赤谷

341-005 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 赤谷

341-004 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 北沢

341-003 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 中棚

341-002 崩壊土砂流出 渋川市 上白井 奥伏

302-035 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 見間入

302-033 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 下網代

302-032 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 間の田

302-031 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 栄 沖門北

302-030 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 溝呂木 駒沢

302-029 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 樽 前黒沢

302-028 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 樽 見立

302-027 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 樽 元屋敷

302-026 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 宮田 愛宕

302-025 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 宮田 久保地

302-024 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 宮田 笠ヶ入

302-023 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 南赤城山 中野窪

302-022 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 敷島 城山

302-021 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 敷島 山岸山

302-020 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 大笹

302-019 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 中ノ久保

302-018 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 今上

302-017 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 東山

302-016 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 北赤城山 北平
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302-015 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 中棚

302-014 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 津久田 仟石山

302-013 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 長井小川田 打越

302-012 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 長井小川田 小川田

302-011 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 長井小川田 小川田

302-010 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 深山 五料坂

302-009 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 北赤城山 前入

302-008 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 北赤城山 中山

302-007 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 北赤城山 北赤城山

302-006 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 深山 山鳥

302-005 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 長井小川田 鳥山

302-004 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 棚下 大岩

302-003 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 棚下 長久保原

302-002 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 棚下 小坂

302-001 崩壊土砂流出 渋川市 赤城町 棚下 綾戸

301-009 崩壊土砂流出 渋川市 北橘町 真壁 下中井

301-007 崩壊土砂流出 渋川市 北橘町 上箱田 榎田

301-006 崩壊土砂流出 渋川市 北橘町 箱田 掲示前

301-005 崩壊土砂流出 渋川市 北橘町 上箱田 赤羽根

301-004 崩壊土砂流出 渋川市 北橘町 上南室 久保

301-003 崩壊土砂流出 渋川市 北橘町 小室 西坂脇

301-002 崩壊土砂流出 渋川市 北橘町 八崎 榎田

301-001 崩壊土砂流出 渋川市 北橘町 八崎 元宿

208-031 崩壊土砂流出 渋川市 金井 登沢

208-030 崩壊土砂流出 渋川市 石原 中原

208-029 崩壊土砂流出 渋川市 渋川 中子

208-028 崩壊土砂流出 渋川市 行幸田 南原

208-027 崩壊土砂流出 渋川市 有馬 五輪平

208-026 崩壊土砂流出 渋川市 行幸田 寿々川

208-025 崩壊土砂流出 渋川市 行幸田 尻谷

208-024 崩壊土砂流出 渋川市 行幸田 城山

208-023 崩壊土砂流出 渋川市 石原 唐沢

208-022 崩壊土砂流出 渋川市 石原 南原

208-021 崩壊土砂流出 渋川市 石原 北原

208-020 崩壊土砂流出 渋川市 石原 羽生平

208-018 崩壊土砂流出 渋川市 渋川 入沢

208-017 崩壊土砂流出 渋川市 渋川 上ノ台

208-015 崩壊土砂流出 渋川市 金井 御袋山

208-014 崩壊土砂流出 渋川市 金井 吾妻山

208-011 崩壊土砂流出 渋川市 川島 上登
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 計２４８箇所（山腹崩壊 １１５箇所、崩壊土砂流出 １３０箇所、地すべり ３箇所）   

 
 

 （２）国有林

208-1 山腹崩壊 渋川市 上白井 子持山
208-2 山腹崩壊 渋川市 上白井 中棚国有林

 
 
 
 
 
 
 

208-010 崩壊土砂流出 渋川市 川島 西大塚

208-009 崩壊土砂流出 渋川市 川島 西大塚

208-008 崩壊土砂流出 渋川市 川島 大輪原

208-007 崩壊土砂流出 渋川市 祖母島 中野

208-006 崩壊土砂流出 渋川市 祖母島 中野

208-005 崩壊土砂流出 渋川市 祖母島 井戸沢

208-004 崩壊土砂流出 渋川市 祖母島 向村

208-002 崩壊土砂流出 渋川市 祖母島 北山

208-001 崩壊土砂流出 渋川市 祖母島 後谷戸

342-002 地すべり 別当 渋川市 村上 別当

342-001 地すべり 雨乞 渋川市 小野子 雨乞

341-001 地すべり 中郷 渋川市 中郷 西組
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 ３－４　土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域指定箇所一覧表

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

区域の名称 所在地 土砂災害の発生原因

となる自然現象の種類

 

区域の名称 所在地 土砂災害の発生原因

となる自然現象の種

類

行幸田1-1 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊 行幸田1-1 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊

行幸田1-2 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊 行幸田1-2 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊

行幸田2 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊 行幸田2 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊

上郷(A) 渋川市上郷 急傾斜地の崩壊 上郷(A) 渋川市上郷 急傾斜地の崩壊

上郷(B)-1 渋川市上郷 急傾斜地の崩壊 上郷(B)-1 渋川市上郷 急傾斜地の崩壊

上郷(B)-2 渋川市上郷 急傾斜地の崩壊 上郷(B)-2 渋川市上郷 急傾斜地の崩壊

御蔭(A) 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊 御蔭(A) 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊

御蔭(B) 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊 御蔭(B) 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊

金井南牧1 渋川市南牧 急傾斜地の崩壊 金井南牧1 渋川市南牧 急傾斜地の崩壊

祖母島1-1 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊 祖母島1-1 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊

祖母島1-2 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊 祖母島1-2 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊

西浦3 渋川市石原 急傾斜地の崩壊 西浦3 渋川市石原 急傾斜地の崩壊

御蔭(D)-1 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊 御蔭(D)-1 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊

御蔭(D)-2 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊 御蔭(D)-2 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊

軽浜1-2 渋川市軽浜 急傾斜地の崩壊 軽浜1-2 渋川市軽浜 急傾斜地の崩壊

入沢1 渋川市金井入沢 急傾斜地の崩壊 入沢1 渋川市金井入沢 急傾斜地の崩壊

入沢2-1 渋川市金井入沢 急傾斜地の崩壊 入沢2-1 渋川市金井入沢 急傾斜地の崩壊

入沢2-2 渋川市金井入沢 急傾斜地の崩壊 入沢2-2 渋川市金井入沢 急傾斜地の崩壊

西浦2 渋川市石原 急傾斜地の崩壊 西浦2 渋川市石原 急傾斜地の崩壊

行幸田3 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊 行幸田3 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊

八崎3 渋川市北橘町八崎 急傾斜地の崩壊 八崎3 渋川市北橘町八崎 急傾斜地の崩壊

八崎4 渋川市北橘町八崎 急傾斜地の崩壊 八崎4 渋川市北橘町八崎 急傾斜地の崩壊

真壁4 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊 真壁4 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊

真壁5 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊 真壁5 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊

下箱田1 渋川市北橘町下箱田 急傾斜地の崩壊 下箱田1 渋川市北橘町下箱田 急傾斜地の崩壊

下箱田2 渋川市北橘町下箱田 急傾斜地の崩壊 下箱田2 渋川市北橘町下箱田 急傾斜地の崩壊

分郷八崎2 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊 分郷八崎2 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊

上南雲-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 なし なし なし

上南雲-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 上南雲-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

上南雲-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 上南雲-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

長井小川田-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 長井小川田-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

長井小川田-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 長井小川田-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

長井小川田-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 長井小川田-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

長井小川田-4 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 長井小川田-4 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

長井小川田-5 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 長井小川田-5 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

清水-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 清水-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

清水-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 清水-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

年丸-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 年丸-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

年丸-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 年丸-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

年丸-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 年丸-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

年丸-4 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 年丸-4 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊
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十二下1 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊 十二下1 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊

岩根 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊 岩根 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊

深山(A)-1 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊 深山(A)-1 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊

深山(A)-2 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊 深山(A)-2 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊

深山(A)-3 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊 深山(A)-3 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊

深山(B)-1 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊 深山(B)-1 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊

深山(B)-2 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊 深山(B)-2 渋川市赤城町深山 急傾斜地の崩壊

寺後-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 寺後-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

寺後-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 寺後-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

寺後-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 寺後-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

小川-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 小川-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

小川-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 小川-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

小川-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 小川-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

小川-4 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 小川-4 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

津久田 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 津久田 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

山下-1 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊 山下-1 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊

山下-2 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊 山下-2 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊

山下-3 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊 山下-3 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊

狩野々1-1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 狩野々1-1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

狩野々1-2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 狩野々1-2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

狩野々1-3 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 狩野々1-3 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

狩野々1-4 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 狩野々1-4 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

小池原-1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 小池原-1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

小池原-2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 小池原-2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

田中-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 田中-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

田中-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 田中-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

田中-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 田中-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

卒立3 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 卒立3 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

五箇1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 五箇1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

北2-1 渋川市赤城町宮田 急傾斜地の崩壊 北2-1 渋川市赤城町宮田 急傾斜地の崩壊

北2-2 渋川市赤城町宮田 急傾斜地の崩壊 北2-2 渋川市赤城町宮田 急傾斜地の崩壊

北3 渋川市赤城町宮田 急傾斜地の崩壊 北3 渋川市赤城町宮田 急傾斜地の崩壊

小川原-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 小川原-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

小川原-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 小川原-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

小川原-3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 小川原-3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

寄島-1 渋川市横堀 急傾斜地の崩壊 寄島-1 渋川市横堀 急傾斜地の崩壊

寄島-2 渋川市横堀 急傾斜地の崩壊 寄島-2 渋川市横堀 急傾斜地の崩壊

伊熊2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 伊熊2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

宮地 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊 宮地 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊

大淵1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 大淵1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

大淵2-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 大淵2-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

大淵2-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 大淵2-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

大淵2-3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 大淵2-3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

伊熊4 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 伊熊4 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

黒井峰-1 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊 黒井峰-1 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊

黒井峰-2 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊 黒井峰-2 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊

中組 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊 中組 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊
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稲荷-1 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊 稲荷-1 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊

稲荷-2 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊 稲荷-2 渋川市北牧 急傾斜地の崩壊

加生１ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊 加生１ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊

伊熊1-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 伊熊1-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

伊熊1-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 伊熊1-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

子麓2-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 子麓2-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

子麓2-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 子麓2-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

浅田１ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊 浅田１ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊

塩川2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 塩川2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

掘の内2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 掘の内2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

甲里4-1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 甲里4-1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

甲里4-2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 甲里4-2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

田野入-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 田野入-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

田野入-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 田野入-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

田野入-3 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 田野入-3 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

小見山 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 小見山 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

唐沢（Ａ） 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 唐沢（Ａ） 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

日照-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 日照-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

日照-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 なし なし なし

木ノ間Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 木ノ間Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

振興-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 振興-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

振興-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 振興-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

関口Ｂ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 関口Ｂ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

又五郎-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 又五郎-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

又五郎-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 又五郎-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

塩川1-1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 塩川1-1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

塩川1-2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 塩川1-2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

上小野子Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 上小野子Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

田野入Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 田野入Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

八木沢Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 八木沢Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

物聞山-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 物聞山-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

物聞山-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 物聞山-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

上ノ山（A）-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 上ノ山（A）-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

上ノ山（A）-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 上ノ山（A）-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

西沢 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 西沢 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

一つ穴1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 一つ穴1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

一文字-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 一文字-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

一文字-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 一文字-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

甲湯元1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 甲湯元1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

甲湯元2-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 甲湯元2-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

甲湯元2-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 甲湯元2-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

ヤセオネ峠 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 ヤセオネ峠 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

祖母島3 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊 祖母島3 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊

祖母島4 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊 祖母島4 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊

上村2 渋川市川島 急傾斜地の崩壊 上村2 渋川市川島 急傾斜地の崩壊

御蔭（Ｃ） 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊 御蔭（Ｃ） 渋川市御蔭 急傾斜地の崩壊

明保野1 渋川市明保野 急傾斜地の崩壊 明保野1 渋川市明保野 急傾斜地の崩壊
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西浦1 渋川市石原 急傾斜地の崩壊 西浦1 渋川市石原 急傾斜地の崩壊

行幸田4 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊 行幸田4 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊

行幸田5-1 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊 行幸田5-1 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊

行幸田5-2 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊 行幸田5-2 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊

分郷八崎1-1 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊 分郷八崎1-1 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊

分郷八崎1-2 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊 分郷八崎1-2 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊

八崎1 渋川市北橘町八崎 急傾斜地の崩壊 八崎1 渋川市北橘町八崎 急傾斜地の崩壊

真壁1 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊 真壁1 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊

藤木1-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 藤木1-1 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

藤木1-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 藤木1-2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

藤木1-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 藤木1-3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

狩野々2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 狩野々2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

津久田1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 津久田1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

津久田2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 津久田2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

卒立1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 卒立1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

卒立2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 卒立2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

敷島1 渋川市赤城町敷島 急傾斜地の崩壊 敷島1 渋川市赤城町敷島 急傾斜地の崩壊

敷島2 渋川市赤城町敷島 急傾斜地の崩壊 敷島2 渋川市赤城町敷島 急傾斜地の崩壊

北1 渋川市赤城町宮田 急傾斜地の崩壊 北1 渋川市赤城町宮田 急傾斜地の崩壊

舟戸1 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊 舟戸1 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊

棚下1 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊 棚下1 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊

棚下2-1 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊 棚下2-1 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊

棚下2-2 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊 棚下2-2 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊

舟戸2 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊 舟戸2 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊

舟戸3-1 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊 舟戸3-1 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊

舟戸3-2 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊 舟戸3-2 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊

夏保1-1 渋川市横堀 急傾斜地の崩壊 夏保1-1 渋川市横堀 急傾斜地の崩壊

夏保1-2 渋川市横堀 急傾斜地の崩壊 夏保1-2 渋川市横堀 急傾斜地の崩壊

加生２ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊 加生２ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊

加生３ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊 加生３ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊

加生４ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊 加生４ 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊

桜ノ木1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 桜ノ木1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

暮沢1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 暮沢1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

桜ノ木2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 桜ノ木2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

上組西1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 上組西1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

暮沢2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 暮沢2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

暮沢3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 暮沢3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

暮沢4-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 暮沢4-1 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

暮沢4-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 暮沢4-2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

大淵3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 大淵3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

大淵4 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 大淵4 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

子麓１ 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 子麓１ 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

原-1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 原-1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

原-2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 原-2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

谷ノ口2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 谷ノ口2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

谷ノ口3 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 谷ノ口3 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

谷ノ口4-1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 谷ノ口4-1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊
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谷ノ口4-2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 谷ノ口4-2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

榎平1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 榎平1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

榎平2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 榎平2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

掘の内1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 掘の内1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

伊久保Ａ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 伊久保Ａ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

伊久保Ａ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 伊久保Ａ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

伊久保Ａ-3 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 伊久保Ａ-3 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

甲里1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 甲里1 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

甲里2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 甲里2 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

甲里3 渋川市村上 急傾斜地の崩壊 甲里3 渋川市村上 急傾斜地の崩壊

上小野子Ｂ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 上小野子Ｂ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

上小野子Ｂ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 上小野子Ｂ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

北の谷戸Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 北の谷戸Ａ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

北の谷戸Ｂ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 北の谷戸Ｂ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

北の谷戸Ｂ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 北の谷戸Ｂ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

小野子Ａ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 小野子Ａ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

小野子Ａ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 小野子Ａ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

小野子Ｂ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 小野子Ｂ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

小野子Ｂ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 小野子Ｂ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

平沢1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 平沢1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

関口Ａ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 関口Ａ-1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

関口Ａ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 関口Ａ-2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

中小野子1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 中小野子1 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

中小野子2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 中小野子2 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

木の間Ｂ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊 木の間Ｂ 渋川市小野子 急傾斜地の崩壊

一つ穴2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 一つ穴2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

八崎2 渋川市北橘町八崎 急傾斜地の崩壊 八崎2 渋川市北橘町八崎 急傾斜地の崩壊

下川島 渋川市川島 急傾斜地の崩壊 下川島 渋川市川島 急傾斜地の崩壊

西浦4 渋川市石原 急傾斜地の崩壊 西浦4 渋川市石原 急傾斜地の崩壊

上村1 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊 上村1 渋川市祖母島 急傾斜地の崩壊

箱田1-1 渋川市北橘町箱田 急傾斜地の崩壊 箱田1-1 渋川市北橘町箱田 急傾斜地の崩壊

箱田1-2 渋川市北橘町箱田 急傾斜地の崩壊 箱田1-2 渋川市北橘町箱田 急傾斜地の崩壊

箱田1-3 渋川市北橘町箱田 急傾斜地の崩壊 箱田1-3 渋川市北橘町箱田 急傾斜地の崩壊

分郷八崎3 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊 分郷八崎3 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊

十二下2 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊 十二下2 渋川市赤城町棚下 急傾斜地の崩壊

狩野々3 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 狩野々3 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

津久田-1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 津久田-1 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

津久田-2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊 津久田-2 渋川市赤城町津久田 急傾斜地の崩壊

相好 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊 相好 渋川市赤城町樽 急傾斜地の崩壊

加生5 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊 加生5 渋川市中郷 急傾斜地の崩壊

行幸田６ 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊 行幸田６ 渋川市行幸田 急傾斜地の崩壊

藤木2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 藤木2 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

藤木3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊 藤木3 渋川市赤城町長井小川田 急傾斜地の崩壊

上ノ山（B) 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 上ノ山（B) 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

香湯-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 香湯-1 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

香湯-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊 香湯-2 渋川市伊香保町伊香保 急傾斜地の崩壊

金井南牧３ 渋川市金井上の町 急傾斜地の崩壊 金井南牧３ 渋川市金井上の町 急傾斜地の崩壊
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金井南牧２ 渋川市金井上の町 急傾斜地の崩壊 金井南牧２ 渋川市金井上の町 急傾斜地の崩壊

金井南牧４ 渋川市金井上の町 急傾斜地の崩壊 金井南牧４ 渋川市金井上の町 急傾斜地の崩壊

真壁２ 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊 真壁２ 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊

真壁３ 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊 真壁３ 渋川市北橘町真壁 急傾斜地の崩壊

分郷八崎４ 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊 分郷八崎４ 渋川市北橘町分郷八崎 急傾斜地の崩壊

舟戸4 渋川市赤城町三原田 急傾斜地の崩壊 舟戸4 渋川市赤城町三原田 急傾斜地の崩壊

上組西2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 上組西2 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

上組西3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊 上組西3 渋川市上白井 急傾斜地の崩壊

谷地沢 渋川市行幸田 土石流 谷地沢 渋川市行幸田 土石流

にゅうどうけ沢 渋川市行幸田 土石流 なし なし なし

尻谷沢 渋川市行幸田 土石流 尻谷沢 渋川市行幸田 土石流

城山沢 渋川市行幸田 土石流 城山沢 渋川市行幸田 土石流

不動沢１ 渋川市石原 土石流 不動沢１ 渋川市石原 土石流

平沢川１-1 渋川市入沢 土石流 平沢川１-1 渋川市入沢 土石流

平沢川１-２ 渋川市入沢 土石流 なし なし なし

袋沢 渋川市入沢 土石流 袋沢 渋川市入沢 土石流

戸上山東沢 渋川市入沢 土石流 戸上山東沢 渋川市入沢 土石流

戸上山西沢 渋川市入沢 土石流 なし なし なし

御袋沢 渋川市金井 土石流 御袋沢 渋川市金井 土石流

金井の沢 渋川市金井 土石流 金井の沢 渋川市金井 土石流

和尚沢 渋川市金井 土石流 和尚沢 渋川市金井 土石流

下町の沢 渋川市下町 土石流 下町の沢 渋川市下町 土石流

水元沢 渋川市川島 土石流 水元沢 渋川市川島 土石流

中久保沢 渋川市川島 土石流 なし なし なし

大久保沢１ 渋川市川島 土石流 大久保沢１ 渋川市川島 土石流

不動沢２ 渋川市川島 土石流 不動沢２ 渋川市川島 土石流

大久保沢２ 渋川市川島 土石流 なし なし なし

不動沢３ 渋川市川島 土石流 不動沢３ 渋川市川島 土石流

大久保西沢 渋川市川島 土石流 大久保西沢 渋川市川島 土石流

井戸沢 渋川市祖母島 土石流 井戸沢 渋川市祖母島 土石流

地理沢 渋川市祖母島 土石流 地理沢 渋川市祖母島 土石流

蟹沢 渋川市祖母島 土石流 蟹沢 渋川市祖母島 土石流

堀込沢 渋川市祖母島 土石流 なし なし なし

入沢 渋川市入沢 土石流 なし なし なし

登沢川２ 渋川市金井 土石流 登沢川２ 渋川市金井 土石流

登沢川４ 渋川市金井 土石流 なし なし なし

犬の沢 渋川市赤城町長井小川田 土石流 犬の沢 渋川市赤城町長井小川田 土石流 

浅久保沢 渋川市赤城町深山 土石流 浅久保沢 渋川市赤城町深山 土石流

中山沢 渋川市赤城町北赤城山 土石流 中山沢 渋川市赤城町北赤城山 土石流

中入沢 渋川市赤城町北赤城山 土石流 中入沢 渋川市赤城町北赤城山 土石流

真藤の沢 渋川市赤城町深山 土石流 真藤の沢 渋川市赤城町深山 土石流

前入沢 渋川市赤城町深山 土石流 前入沢 渋川市赤城町深山 土石流

前林沢 渋川市赤城町深山 土石流 前林沢 渋川市赤城町深山 土石流

小川田沢 渋川市赤城町長井小川田 土石流 なし なし なし

芳ヶ沢 渋川市赤城町長井小川田 土石流 なし なし なし

千石沢2 渋川市赤城町津久田 土石流 千石沢2 渋川市赤城町津久田 土石流

千石沢3 渋川市赤城町津久田 土石流 千石沢3 渋川市赤城町津久田 土石流
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八幡の沢 渋川市赤城町津久田 土石流 なし なし なし

栗の木沢 渋川市赤城町津久田 土石流 栗の木沢 渋川市赤城町津久田 土石流

東山沢 渋川市赤城町津久田 土石流 東山沢 渋川市赤城町津久田 土石流 

今上沢 渋川市赤城町津久田 土石流 今上沢 渋川市赤城町津久田 土石流 

中ノ久保沢１ 渋川市赤城町津久田 土石流 なし なし なし

中ノ久保沢２ 渋川市赤城町津久田 土石流 中ノ久保沢２ 渋川市赤城町津久田 土石流

諸田沢-1 渋川市赤城町津久田 土石流 なし なし なし

諸田沢-2 渋川市赤城町津久田 土石流 諸田沢-2 渋川市赤城町津久田 土石流

山岸沢 渋川市赤城町敷島 土石流 なし なし なし

持久保沢 渋川市赤城町敷島 土石流 なし なし なし

諏訪沢 渋川市赤城町勝保沢 土石流 諏訪沢 渋川市赤城町勝保沢 土石流

北の沢 渋川市赤城町宮田 土石流 北の沢 渋川市赤城町宮田 土石流

中堀沢 渋川市赤城町宮田 土石流 なし なし なし

奥沢 渋川市赤城町溝呂木 土石流 なし なし なし

仲上沢 渋川市赤城町宮田 土石流 なし なし なし

観音沢 渋川市赤城町樽 土石流 観音沢 渋川市赤城町樽 土石流

向崎川 渋川市赤城町樽 土石流 なし なし なし

天竜川 渋川市赤城町溝呂木 土石流 天竜川 渋川市赤城町溝呂木 土石流

藤木の沢 渋川市赤城町長井小川田 土石流 藤木の沢 渋川市赤城町長井小川田 土石流

堀切沢 渋川市赤城町長井小川田 土石流 堀切沢 渋川市赤城町長井小川田 土石流

千石沢1 渋川市赤城町津久田 土石流 千石沢1 渋川市赤城町津久田 土石流

西沢 渋川市横堀 土石流 なし なし なし

芦ノ沢 渋川市横堀 土石流 芦ノ沢 渋川市横堀 土石流

細尾沢 渋川市北牧 土石流 細尾沢 渋川市北牧 土石流

大門川1 渋川市北牧 土石流 大門川1 渋川市北牧 土石流

大門川2 渋川市中郷 土石流 なし なし なし

大門川3 渋川市中郷 土石流 大門川3 渋川市中郷 土石流

大門川4 渋川市中郷 土石流 なし なし なし

大門川5 渋川市中郷 土石流 大門川5 渋川市中郷 土石流

十二沢 渋川市中郷 土石流 十二沢 渋川市中郷 土石流 

鈩沢 渋川市上白井 土石流 なし なし なし

唐沢川 渋川市上白井 土石流 唐沢川 渋川市上白井 土石流

えんま沢 渋川市上白井 土石流 えんま沢 渋川市上白井 土石流

鍛冶屋川 渋川市上白井 土石流 鍛冶屋川 渋川市上白井 土石流

尻平沢 渋川市上白井 土石流 尻平沢 渋川市上白井 土石流

渕の上沢 渋川市上白井 土石流 渕の上沢 渋川市上白井 土石流

小沢 渋川市上白井 土石流 小沢 渋川市上白井 土石流

滝沢 渋川市上白井 土石流 滝沢 渋川市上白井 土石流

ささ平沢 渋川市上白井 土石流 ささ平沢 渋川市上白井 土石流

北沢 渋川市上白井 土石流 北沢 渋川市上白井 土石流

仙ノ沢 渋川市上白井 土石流 仙ノ沢 渋川市上白井 土石流

塩川の沢 渋川市村上 土石流 塩川の沢 渋川市村上 土石流

作間沢川 渋川市村上 土石流 作間沢川 渋川市村上 土石流

鑷沢 渋川市村上 土石流 鑷沢 渋川市村上 土石流

田島沢川 渋川市村上 土石流 田島沢川 渋川市村上 土石流

寺沢川 渋川市村上 土石流 寺沢川 渋川市村上 土石流

濁沢 渋川市村上 土石流 濁沢 渋川市村上 土石流
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宮沢 渋川市小野子 土石流 宮沢 渋川市小野子 土石流

宮沢下沢 渋川市小野子 土石流 宮沢下沢 渋川市小野子 土石流

中ノ沢 渋川市小野子 土石流 中ノ沢 渋川市小野子 土石流

関口沢 渋川市小野子 土石流 関口沢 渋川市小野子 土石流

清水沢 渋川市小野子 土石流 清水沢 渋川市小野子 土石流

又五郎沢 渋川市小野子 土石流 又五郎沢 渋川市小野子 土石流

井戸上沢 渋川市小野子 土石流 井戸上沢 渋川市小野子 土石流

八木沢-1 渋川市小野子 土石流 八木沢-1 渋川市小野子 土石流

八木沢-2 渋川市小野子 土石流 八木沢-2 渋川市小野子 土石流

しだ沢 渋川市村上 土石流 しだ沢 渋川市村上 土石流

不動沢川 渋川市村上 土石流 不動沢川 渋川市村上 土石流

村上沢 渋川市村上 土石流 なし なし なし

登沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流 なし なし なし

物聞沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流 なし なし なし

貫沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流 なし なし なし

猿沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流 なし なし なし

湯沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流 湯沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流

鷲ノ巣沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流 なし なし なし

遠藤沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流 なし なし なし

西沢 渋川市伊香保町伊香保 土石流 なし なし なし

石原-1 渋川市石原 急傾斜地の崩壊 石原-1 渋川市石原 急傾斜地の崩壊

石原-2 渋川市石原 急傾斜地の崩壊 石原-2 渋川市石原 急傾斜地の崩壊

石原-3 渋川市石原 急傾斜地の崩壊 石原-3 渋川市石原 急傾斜地の崩壊

上中尾 渋川市村上 地すべり なし なし なし

伊久保 渋川市村上 地すべり なし なし なし

田野 渋川市小野子 地すべり なし なし なし

雨乞 渋川市小野子 地すべり なし なし なし

別当 渋川市村上 地すべり なし なし なし
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 ３－５　重要水防区域

      
      
      
      

      河川名 地名（箇所） 左右岸 延長 理由 対策水防工法
 
     （ｍ）

利根川 北橘町下箱田・半田 左右岸 ５２０ 洪水時水衝部 木流し牛枠     
（坂東橋下） ・堤防高不足

 
 
 
 

 ３－６　雪崩危険箇所
   　　

                            危険箇所の種類 箇所番号 大字 箇所名
                    0107                            1 Ⅰ 上郷 上郷
                                               2 0108 1Ⅰ 折原 御陰

                                               3 0109 2Ⅰ 折原 御陰
                                              4 0110Ⅰ 釜ヶ渕 南牧
                                            5 0112Ⅰ 殿谷戸 祖母島
                                                6 0113Ⅰ 寄嶋 寄嶋
                                            7 0114Ⅰ 鍛冶谷戸 稲荷

                                              8 0115Ⅰ 渕ノ上 大渕
                                              9 0116Ⅰ 村上 岩井堂

Ⅰ 村上 塩ノ上10 0117
Ⅰ 村上 塩川11 0118
Ⅰ 村上 堀ノ内12 0120
Ⅰ 小野子 程久保13 0121
Ⅰ 村上 伊久保14 0122
Ⅰ 村上 甲里15 0123
Ⅰ 小野子 祖母塚16 0124
Ⅰ 小野子 田ノ入17 0125
Ⅰ 小野子 小見山18 0126
Ⅰ 小野子 唐沢19 0127
Ⅰ 小野子 日照20 0128
Ⅰ 小野子 関口21 0129
Ⅰ 小野子 木ノ間22 0130
Ⅰ 伊香保町伊香保 乙境沢23 0133
Ⅰ 伊香保町伊香保 上ノ山24 0134

25 0135  1Ⅰ 伊香保町伊香保 湯元
Ⅱ 村上 沼城里26 0007
Ⅱ 伊香保町伊香保 甲境沢27 0008

28 0009  2Ⅱ 伊香保町伊香保 湯元

Ⅲ 伊香保町伊香保 鷲ノ巣29 0023
 

 　　　※　危険度Ⅰ　２５箇所　　危険度Ⅱ　３箇所　　危険度Ⅲ　１箇所
 
 
 
 

－47－



 ３－７　臨時ヘリポート適地
 

No 名　　　称 所　　在　　地 面 積
(㎡)

1 有馬野球場 有馬167番地 16,900

2 吾妻川公園野球場 金井226番地 10,000

3 坂東橋緑地公園ソフトボール 半田2836番地1 4,520
場

4 渋川総合公園陸上競技場 渋川 26,000

5 伊香保屋外運動場 伊香保町伊香保528番地57 8,100

6 伊香保温泉長峰へリポート 伊香保町湯中子991番地20 500

7 小野上運動公園 小野子1822番地 37,800

8 子持総合運動場 中郷2679番地16 9,600

9 子持中学校 中郷605番地43 21,000

10 赤城町北上野444番地 25,164木暮組スポーツパーク赤城野球場
（赤城総合運動自然公園）

11 赤城町北上野444番地 13,500木暮組スポーツパーク赤城陸上競
技場（赤城総合運動自然公園）

12 赤城第２総合グラウンド 赤城町津久田1707番地 31,911

13 赤城南中学校 赤城町滝沢191番地１ 13,144

14 赤城北中学校 赤城町津久田2280番地 10,923

15 旧刀川小学校 赤城町見立298番地 3,434

16 旧南雲小学校 赤城町長井小川田1435番地 6,451

17 三原田小学校 赤城町上三原田851番地1 10,225

18 津久田小学校 赤城町津久田1905番地 8,223

19 北橘総合グラウンド 北橘町真壁659番地1 10,800

20 橘小学校 北橘町真壁524番地 9,443

21 橘北小学校 北橘町八崎996番地 9,302

22 北橘中学校 北橘町真壁46番地 17,689
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 ３－８　緊急通行車両確認申請書・証明書

 

  　　　　　　　　　　　　緊急通行車両確認申請書
 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年 月 日
  　知事・県公安委員会 様

 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名 

  
 番号標に表示され

  
 ている番号

   車両の用途（緊急
   輸送を行う車両に
   あっては、輸送人

   員又は品名）
  
  
  

 
       　活 動 地 域

  

  住所
 

  　　　
使 用 者

  氏名

  

  住所
 

     
緊 急 連 絡 先    

　

  氏名

 
      　

備 考        
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  　　　　　　　　　　　　緊急通行車両確認証明書
 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年 月 日
  　

 

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　 県公安委員会 　印　　　

  
番号標に表示され

 
 ている番号

  

  

   車両の用途（緊急
   輸送を行う車両に
   あっては、輸送人

   員又は品名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
 活　動　地　域

   　　　　　　　　　　

  　　　　　　　　　　　 住所
  　　　　　　　　　　　

  　　
　使 用 者

  氏名

  　　　　　　　　　　
  有　効　期　限

 

 備 考
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 ３－９　指定緊急避難場所
 

NO. 施設・場所名 住所

対象とする異常な現象の種類

洪水 　崖崩れ　

　土石流　

地滑り

地震

1 大崎公会堂 渋川１５８９番地 ○ ○ ○

2 下郷会館 渋川１２７５番地 ○ ○ ○

3 東町会館 渋川２０７１番地３１ ○ ○ ○

4 新町公会堂 渋川１９３４番地２３ ○ ○ ○

5 下之町会館 渋川２４６７番地 ○ ○ ○

6 南町公会堂 渋川２５３５番地 ○ ○ ○

7 長塚町会館 渋川１７７４番地 ○ ○ ○

8 寄居町会館 渋川２１１０番地２１ ○ ○ ○

9 坂下町会館 渋川９７８番地７ ○ ○ ○

10 第一保育所 渋川２１０３番地２２ ○ ○ ○

11 中央公民館 渋川９０８番地２１ ○ ○ ○

12 並木町公会堂 渋川７４２番地 ○ ○ ○

13 渋川商工会議所 渋川２４０３番地 ○ ○ ○

14 上之町文化会館 渋川２３５２番地１ ○ ○ ○

15 渋川南小学校 渋川２５７３番地１ ○ ○ ○

16 川原町会館 渋川２３０６番地 ○ ○ ○

17 裏宿会館 渋川２２４８番地６ ○ ○ ○

18 元町会館 渋川４５４番地 ○ ○ ○

19 御蔭会館 渋川３７８５番地６ ○ ○ ○

20 入沢団地集会所 渋川４番地 ○ ○ ○

21 上郷会館 渋川２７１０番地 ○ ○ ○

22 藤ノ木集会所 渋川２７６０番地３ ○ ○ ○

23 辰巳町会館 渋川１８２２番地２１ ○ ○ ○

24 明保野会館 渋川３６６２番地２２ ○ ○ ○

25 阿久津自治会館 阿久津１２１番地４ ○ ○ ○

26 金井南町住民センター 金井９８９番地 ○ ○ ○

27 金井本町自治会館 金井１６１７番地１ ○ × ○

28 金島ふれあいセンター 金井１９９９番地 ○ ○ ○

29 金井南牧自治会館 金井１８３０番地１ ○ ○ ○

30 金井りんご村住民センター 金井２４５６番地４ ○ ○ ○

31 上川島住民センター 川島４３４番地１２ ○ ○ ○

32 中川島自治会館 川島１１７１番地１ ○ × ○

33 下川島住民センター 川島１９６番地４ ○ ○ ○

34 祖母島自治会館 祖母島７６６番地１ ○ × ○

35 上村住民センター 祖母島１６００番地２ ○ ○ ○

36 神田原集会所 祖母島２６８９番地５ ○ ○ ○

37 りんごの里住民センター 金井３０１８番地１４ ○ ○ ○
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38 軽浜自治会館 金井２７５１番地３ ○ ○ ○

39 国町住民センター 金井７２８番地２ ○ ○ ○

40 南有馬集会所 有馬８３０番地 ○ ○ ×

41 有馬西部住民センター 有馬１１５４番地７ ○ ○ ○

42 五輪平集落センター 有馬２６３５番地 ○ ○ ○

43 有馬会館 有馬１３７４番地 ○ ○ ○

44 北有馬住民センター 有馬１７５番地２ ○ ○ ×

45 有限会社富士製作所 有馬２２８９番地１０ ○ ○ ○

46 八木原会館 八木原９９９番地１ × × ○

47 八木原北会館 八木原５７０番地 ○ ○ ○

48 古巻小学校 八木原８５２番地 ○ ○ ○

49 古巻中学校 有馬７５３番地 ○ ○ ○

50 古巻公民館 八木原６７８番地 ○ ○ ○

51 前橋スイミングスクール 八木原１２７１番地１ ○ ○ ○

52 新屋敷前河原住民センター 半田７９５番地３ ○ ○ ○

53 新井住民センター 半田９７１番地１ ○ ○ ○

54 御嶽センター 半田１０７５番地２ × ○ ○

55 半田喜多集落センター 半田３１６５番地 × ○ ○

56 半田旧道ふれあいセンター 半田１９９３番地３ × ○ ○

57 東町住民センター 半田１７８５番地 × ○ ○

58 西ノ町会館 行幸田１０３６番地３ ○ × ○

59 中筋集会所 行幸田７６２番地 ○ × ○

60 行幸田会館 行幸田９０３番地 ○ × ○

61 豊秋公民館 行幸田９４３番地１ ○ ○ ○

62 行幸田団地会館 行幸田３２２７番地２ ○ × ○

63 畑中会館 行幸田２６７番地１ × ○ ○

64 本石原会館 石原５６０番地 ○ ○ ○

65 石原西住民センター 石原１２７１番地２ ○ ○ ○

66 高源地会館 石原１６１５番地 ○ × ○

67 西浦集会所 石原１５９３番地１ ○ ○ ○

68 中村会館 中村２９３番地 ○ ○ ○

69 熊野町会館 石原１５７番地 ○ ○ ○

70 石原田中公会堂 石原４０５番地９ ○ ○ ○

71 伊香保公民館 伊香保町伊香保１６３番地１ ○ ○ ○

72 石段広場 伊香保町伊香保６１５番地２ ○ ○ ○

73 外野コミュニティーセンター 伊香保町伊香保４０３番地４４ ○ ○ ○

74 日の出会館 伊香保町伊香保３８２番地１６ ○ ○ ○

75 世代間交流館 伊香保町伊香保３５３番地１ ○ ○ ○

76 そとの会館 伊香保町伊香保３２６番地４ ○ ○ ○

77 香東集会所 伊香保町伊香保５３０番地９５ ○ ○ ○

78 伊香保中学校 伊香保町伊香保５４４番地１６ ○ ○ ○

79 消防団第１４分団詰所 伊香保町伊香保５２５番地１２ ○ ○ ○

80 伊香保屋外運動場 伊香保町伊香保５２８番地４ ○ ○ ○
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81 コスモス会館 伊香保町湯中子１４番地１ ○ × ○

82 伊香保小学校 伊香保町伊香保３２２番地１ ○ ○ ○

83 湯中子会館 伊香保町湯中子７４３番地１ ○ ○ ○

84 湯中子児童遊園 伊香保町湯中子３９７番地１ ○ ○ ○

85 消防団第１５分団詰所 伊香保町伊香保３００番地７ ○ ○ ○

86 水沢自治会館 伊香保町水沢２３３番地１８ ○ ○ ○

87 水澤寺 伊香保町水沢２１４番地 ○ ○ ○

88 消防団第１６分団詰所 伊香保町水沢２２７番地１ ○ ○ ○

89 大日向自治会集会所 伊香保町伊香保６６９番地５５ ○ ○ ○

90 振興住民センター 小野子４１番地５ ○ ○ ○

91 下小野子住民センター 小野子５９０番地６ ○ ○ ○

92 環境学習多目的施設 小野子３６１０番地 ○ ○ ○

93 昭和住民センター 小野子９６９番地４ ○ × ○

94 木の間住民センター 小野子１１０１番地 ○ × ○

95 中部住民センター 小野子１５８９番地２ ○ × ○

96 小野上地域福祉センター 小野子９番地１ × ○ ○

97 小野子生活改善センター 小野子１９９７番地２ × ○ ○

98 小野子集会所 小野子２３０９番地２ × ○ ○

99 東部住民センター 小野子２５０４番地２ ○ × ○

100 西部住民センター 小野子２８６８番地４ ○ × ○

101 伊久保住民センター 村上３５４８番地１ ○ × ○

102 程久保住民センター 小野子３３９１番地２ ○ × ○

103 上中尾住民センター 村上２２３９番地３ ○ × ○

104 下中尾住民センター 村上２３８０番地１ ○ × ○

105 堀の内住民センター 村上３１３９番地１ ○ × ○

106 共栄集会所 村上２９９４番地１ ○ ○ ○

107 小野上公民館 村上３７５６番地３ × ○ ○

108 小野上温泉センター 村上３０５番地２ × ○ ○

109 村上生活改善センター 村上２６４１番地１ ○ × ○

110 原集会所 村上９２８番地１ ○ ○ ○

111 谷の口住民センター 村上１６８２番地２ ○ ○ ○

112 塩川住民センター 村上２０２番地 ○ × ○

113 上組地区集会所（養神館） 上白井９７５番地 ○ × ○

114 日出島住民センター 上白井３４０番地 ○ × ○

115 暮沢集会所 上白井１１４０番地 ○ × ○

116 日出島キャンプ場 上白井２７３番地１ × ○ ○

117 旧上白井小学校 上白井１７８７番地 ○ × ○

118 上白井中組自治会館 上白井２１８７番地２ ○ × ○

119 大渕集会所 上白井１３２１番地９５ ○ × ○

120 東伊熊集会所 上白井１９６９番地１ ○ × ×

121 立和田集会所 上白井２３８４番地２ ○ × ○

122 旧パース専門学校 上白井２５６４番地６ ○ ○ ○

123 子麓住民センター 上白井３３４７番地１ ○ × ○
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124 浅田住民センター 中郷１８２番地 ○ × ○

125 子持総合運動場 中郷２５３７番地１２ ○ ○ ○

126 中郷小学校 中郷２６２６番地 ○ × ○

127 北部学校給食共同調理場 中郷４４７番地９ ○ ○ ○

128 加生住民センター 中郷２８６１番地４ ○ × ○

129 子持中学校 中郷２２５８番地３ ○ ○ ○

130 中郷住民センター 中郷１１３４番地 ○ × ○

131 横堀集落センター 横堀９９２番地３ ○ ○ ○

132 長尾小学校 北牧８５番地 ○ ○ ○

133 萬日会館 北牧９１５番地１ ○ ○ ×

134 河原ミニ公園 北牧９５５番地 × × ○

135 稲荷集落センター 北牧１２０９番地９ ○ × ○

136 八幡住民センター 北牧１０８０番地５ ○ ○ ○

137 宮地集落センター 北牧１６８６番地１ × ○ ○

138 後組住民センター 北牧４１５番地３ ○ ○ ○

139 前組住民センター 北牧３８０番地１０ ○ × ○

140 北一住民センター 北牧１０５番地８ ○ ○ ○

141 子持公民館 吹屋３８０番地１ ○ ○ ○

142 子持社会体育館 吹屋６５８番地１０ ○ ○ ○

143 吹屋参集殿 吹屋６５９番地３９ ○ ○ ○

144 吹屋原集会所 吹屋１０５６番地 ○ ○ ○

145 有限会社若喜屋商店 吹屋５２３番地 ○ ○ ○

146 白井公会堂 白井９０１番地１ ○ ○ ○

147 津久田第一集会所 赤城町津久田３１３番地５ ○ × ○

148 赤城北中学校 赤城町津久田２２８０番地 ○ × ○

149 津久田第二集会所 赤城町津久田２２０番地１６ ○ × ○

150
障害者支援施設

あかぎ育成園
赤城町津久田３９９８番地２ ○ ○ ○

151 津久田第三集会所 赤城町津久田１７９番地１２ ○ ○ ○

152 津久田第四集会所 赤城町津久田２８６６番地１ ○ ○ ○

153 敷島公会堂 赤城町敷島５３５番地１ ○ × ○

154 南雲第一集会所 赤城町長井小川田１８７３番地１ × × ○

155 南雲第二集会所 赤城町長井小川田１５４６番地１ ○ ○ ○

156 旧南雲小学校 赤城町長井小川田１４３５番地 ○ × ○

157 南雲第三集会所 赤城町長井小川田１２６２番地４ ○ ○ ○

158 みやま公会堂 赤城町深山１７６番地４ ○ × ○

159 みやまバス回転所 赤城町深山５７３番地１ ○ × ○

160 芳ヶ沢公会堂 赤城町北赤城山４６０番地２２４ ○ ○ ○

161 棚下集会所 赤城町棚下１２９番地２ ○ ○ ○

162 持柏木公民館 赤城町持柏木６２７番地 ○ ○ ○

163 溝呂木構造改善センター 赤城町溝呂木７３９番地１ ○ ○ ○

164 北上野集会所 赤城町北上野９１番地 ○ ○ ○

165 勝保沢集会所 赤城町勝保沢６０８番地５ ○ ○ ×
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166 勝保沢倉庫 赤城町勝保沢６０８番地 ○ ○ ○

167 見立倶楽部 赤城町見立３９０番地２ ○ ○ ○

168 滝沢倶楽部 赤城町滝沢８５番地２ ○ ○ ○

169 上三原田集会所 赤城町上三原田１０９９番地１ ○ ○ ○

170 三原田公民館 赤城町三原田４９０番地２ ○ ○ ○

171 樽集会所 赤城町樽３９０番地６ ○ ○ ○

172 宮田集成館 赤城町宮田１８５番地 ○ × ○

173 栄集会所 赤城町栄８０４番地２ ○ ○ ○

174 三原田団地自治会館 赤城町三原田６１８番地２６ ○ × ○

175 八崎多目的研修集会施設 北橘町八崎２３６番地５ × ○ ○

176 角谷戸多目的研修集会施設 北橘町八崎６４８番地３ ○ ○ ○

177 谷津会館 北橘町八崎７４９番地 ○ ○ ○

178 北町農業者トレーニングセンター 北橘町八崎１００５番地２ ○ ○ ○

179 八崎三区コミュニティセンター 北橘町八崎１４３６番地６ ○ ○ ○

180 八崎第三区文化センター 北橘町八崎１５１６番地 ○ ○ ○

181 分郷八崎公民館 北橘町分郷八崎４４７番地４ ○ × ×

182 橘北小学校 北橘町八崎９９５番地 ○ ○ ○

183 上小室コミュニティセンター 北橘町小室９７５番地１ ○ ○ ○

184 転作促進センター（下小室） 北橘町小室３８５番地１ ○ ○ ○

185 下南室公民館 北橘町下南室３１０番地 ○ ○ ×

186 上南室農業者研修施設 北橘町上南室２５５番地１ ○ ○ ○

187 上箱田転作促進集落センター 北橘町上箱田７２４番地 ○ ○ ○

188 箱田多目的集会施設 北橘町箱田７７６番地１ ○ ○ ○

189 下箱田公会堂 北橘町下箱田６５９番地 ○ ○ ○

190 下箱田住民センター 北橘町下箱田６６０番地５ ○ ○ ○

191 下箱田転作促進集落センター 北橘町下箱田６２番地１ ○ ○ ○

192 真壁上多目的研修集会施設 北橘町真壁４３番地 ○ ○ ○

193 真壁東多目的集会施設 北橘町真壁９９１番地 ○ ○ ○

194 真壁美保多目的集会施設 北橘町真壁８４６番地 ○ ○ ○

195 多目的研修集会施設（下真壁） 北橘町真壁２１６０番地 ○ ○ ○

196 硯石開拓センター 北橘町赤城山１８６番地 ○ ○ ○
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３－１０　指定避難所一覧
NO 施設名 住所
1 渋川中学校 渋川２５５５番地２
2 渋川北小学校 渋川６８１番地２
3 渋川女子高等学校 渋川２６８４番地
4 渋川高等学校 渋川６７８番地３
5 渋川工業高等学校 渋川８番地１
6 渋川青翠高等学校 渋川３９１２番地１
7 渋川西小学校 金井２８１７番地
8 渋川南小学校 渋川２５７３番地１
9 渋川北中学校 金井１０４４番地

10 金島小学校 金井２３１０番地
11 金島中学校 金井２００７番地１
12 古巻中学校 有馬７５３番地
13 古巻小学校 八木原８５２番地
14 豊秋小学校 石原１００１番地
15 総合公園体育館 渋川４２３０番地
16 伊香保中学校 伊香保町伊香保５４４番地１６
17 伊香保小学校 伊香保町伊香保３２２番地１
18 伊香保体育館 伊香保町伊香保５５２番地２
19 伊香保保育所 伊香保町伊香保３３５番地３
20 小野上地域福祉センター 小野子９番地１
21 小野上温泉センター 村上３０５番地２
22 小野上小学校 村上３７６７番地１
23 小野上体育館 村上３７８８番地１
24 旧上白井小学校 上白井１７８７番地
25 旧パース専門学校 上白井２５６４番地６
26 中郷小学校 中郷２６２６番地
27 子持中学校 中郷２２５８番地３
28 長尾小学校 北牧８５番地
29 子持社会体育館 吹屋６５８番地１０
30 三原田小学校 赤城町上三原田８５１番地１
31 旧刀川小学校 赤城町見立２９９番地
32 赤城南中学校 赤城町滝沢１９１番地１
33 津久田小学校 赤城町津久田１９０５番地
34 赤城北中学校 赤城町津久田２２８０番地
35 旧南雲小学校 赤城町長井小川田１４３５番地
36 木暮組スポーツパーク赤城 赤城町北上野４４４番地
37 橘小学校 北橘町真壁５２４番地
38 橘北小学校 北橘町八崎９９５番地
39 北橘中学校 北橘町真壁４６番地
40 中央公民館 渋川９０８番地２１
41 東部公民館 渋川９０８番地２１
42 金島公民館 金井１９９９番地
43 渋川公民館 石原６番地１
44 渋川西部公民館 渋川２４７番地１
45 古巻公民館 八木原６７８番地１
46 豊秋公民館 行幸田９４３番地１
47 伊香保公民館 伊香保町伊香保１６３番地１
48 小野上公民館 村上３７５６番地３
49 子持公民館 吹屋３８０番地１
50 赤城公民館 赤城町敷島５６８番地１
51 北橘公民館 北橘町真壁２３５４番地
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 ３－１１　福祉避難所一覧

施設名 住所
１ 障害者支援施設あかぎ育成園 赤城町津久田３９９８番地２
２ 障害者支援施設 しきしま 赤城町津久田１９４番地８
３ 障害福祉サ－ビス事業所　あけぼの 渋川３６４１番地６
４ 障害者支援施設　かおる園 渋川３６６８番地４
５ 障害者支援施設　清泉園 渋川３６６８番地４
６ 障害者支援施設　さくら園 渋川３６６８番地４
７ 障害者支援施設　誠光荘 渋川２９０８番地１

８ 障害者支援施設　並木路荘 中郷２６８４番地６１５
９ 障害者支援施設　グレイスホーム 渋川４４１７番地
10 障害者支援施設　あけぼのホーム 渋川３６４５番地１７
11 障害者支援施設 めぐみの里 渋川３６４４番地１
12 特別養護老人ホーム永光荘 半田７８５番地５
13 特別養護老人ホーム春日園 中郷２３９９番地７

14 特別養護老人ホーム清流の郷 赤城町敷島４４番地１
15 特別養護老人ホームねむの丘 北橘町八崎２３６５番地１
16 特別養護老人ホームひかりの里 渋川２２１６番地１
17 特別養護老人ホームかない苑 渋川市金井２２１２番地１
18 伊香保ケアセンター明月 渋川市伊香保町伊香保５２５番地２０２

19 特別養護老人ホーム　小野子ヒルズ 渋川市小野子３６１５番地１
20 特別養護老人ホーム　カナン 渋川市渋川４４１８番地
21 介護老人保健施設　赤城苑 渋川市赤城町北赤城山１０５５番地１
22 介護老人保健施設　銀鈴 渋川市石原５６４番地１
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 ３－１２　土砂災害防止法に係る要配慮者利用施設
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分類 区分 名称 所在地 区域 土砂災害

福祉 学童保育実施施設 津久田学童保育クラブ 渋川市赤城町津久田1905 警戒区域 土石流

教育 公立小中学校 渋川市立津久田小学校 渋川市赤城町津久田1905 警戒区域 土石流

教育 公立小中学校 渋川市立赤城北中学校 渋川市赤城町津久田2280 警戒区域 土石流

福祉 地域密着型通所介護 デイサービスほほえみ 渋川市赤城町津久田236-10 警戒区域 土石流

福祉 有料老人ホーム 実里 渋川市赤城町津久田266-2 警戒区域 土石流

福祉 通所介護 かない苑デイサービスセンター 渋川市金井2212-1 警戒区域 土石流

福祉 短期入所生活介護 かない苑ショートステイサービス 渋川市金井2212-1 警戒区域 土石流

福祉 介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム　かない苑 渋川市金井2212-1 警戒区域 土石流

福祉 軽費老人ホーム かなしま 渋川市金井2212-1 警戒区域 土石流

医療 診療所
社会福祉法人松寿会

かない苑診療所
渋川市金井2212-1 警戒区域 土石流

福祉 学童保育実施施設 学童保育所けやきクラブ 渋川市金井2817 警戒区域 土石流

教育 公立小中学校 渋川市立渋川西小学校 渋川市金井2817 警戒区域 土石流

福祉 保育所 たんぽぽ保育園 渋川市上白井2525 警戒区域 土石流

福祉 就労継続支援事業所 はこべら 渋川市川島1122 警戒区域 土石流

福祉 就労継続支援事業所 なずな 渋川市川島1531 警戒区域 土石流

医療 診療所
社会福祉法人誠光会　

身体障害者療護施設誠光荘診療所
渋川市渋川2908 特別警戒区域 急傾斜

福祉 障害者支援施設 誠光荘 渋川市渋川2908-1 特別警戒区域 急傾斜

福祉 生活介護事業所 誠光荘 渋川市渋川2908-1 特別警戒区域 急傾斜

福祉 生活介護事業所 デイサービス　桜林館 渋川市渋川2908-1 警戒区域 急傾斜

福祉 短期入所事業所 障害者支援施設　誠光荘 渋川市渋川2908-1 特別警戒区域 急傾斜

教育 公立高等学校 群馬県立渋川青翠高等学校 渋川市渋川3912-1 警戒区域 急傾斜

福祉 児童発達支援事業所 ひまわり園 渋川市渋川3667-2 警戒区域 急傾斜

福祉 放課後等デイサービス さんふらわぁ 渋川市渋川3667-2 警戒区域 急傾斜

教育 公立小中学校 渋川市立小野上小学校 渋川市村上3767-1 警戒区域 土石流
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 ３－１３　水防法に係る要配慮者利用施設

 
 
 
 

分類 区分 名称 所在地 対象河川 浸水深(m)

福祉 デイサービス ゆめ 渋川市中村635-1 利根川下流 0.0-0.5

福祉 有料老人ホーム ゆめ 渋川市中村635-1 利根川下流 0.0-0.5

福祉 認定こども園 半田こども園 渋川市半田1162-1 利根川下流 0.5-3.0

福祉 通所介護 デイサービス

べにばな

渋川市半田1861-1 利根川下流 0.5-3.0

福祉 有料老人ホーム べにばな２ 渋川市半田1861-1 利根川下流 0.5-3.0

福祉 有料老人ホーム べにばな１ 渋川市半田1861-1 利根川下流 0.5-3.0

教育 認定こども園 渋川大島幼稚園 渋川市半田2410 利根川下流 0.5-3.0

医療 診療所 日本カーリット㈱

群馬工場診療所

渋川市半田2470 利根川下流 5.0-10.0

福祉 通所介護 デイサービス

ベルジ南渋川

渋川市半田2726-1 利根川下流 5.0-10.0

福祉 有料老人ホーム ベルジ南渋川 渋川市半田2726-1 利根川下流 5.0-10.0

福祉 有料老人ホーム ベルジ渋川 渋川市半田1470-1 利根川下流 3.0-5.0

福祉 有料老人ホーム グランドホーム渋川 渋川市半田1468-1 利根川下流 3.0-5.0

福祉 認知症対応型

通所介護

デイサービス

一番星渋川

渋川市半田934-2 利根川下流 0.5-3.0

福祉 認知症対応型

共同生活介護

グループホーム

一番星渋川

渋川市半田934-2 利根川下流 0.5-3.0

福祉 放課後等デイサービ

ス／生活介護

多機能型アクアマリン 渋川市半田2197-1 利根川下流 5.0-10.0

福祉 グループホーム ふわふわ渋川 渋川市半田2196-1 利根川下流 5.0-10.0

福祉 就労継続支援事業所 カラフル 渋川市北橘町下箱田626-28 利根川下流 0.0-0.5

福祉 通所介護 デイサービス

もてなし日和ゆのえん

渋川市村上288-1 吾妻川 0.5-3.0

福祉 通所介護 小野上デイサービスセンター 渋川市小野子9-1 吾妻川 5.0-10.0

福祉 社会福祉施設 小野上地域福祉センター 渋川市小野子9-1 吾妻川 5.0-10.0

教育 公立幼稚園 渋川市立かに石幼稚園 渋川市村上3751-1 吾妻川 3.0-5.0

教育 公立小学校 渋川市立小野上小学校 渋川市村上3767-1 吾妻川 0.5-3.0

福祉 特別養護老人ホーム 清流の郷 渋川市赤城町敷島44-1 利根川上流 3.0-5.0

医療 診療所 あかぎ診療所 渋川市赤城町敷島44-7 利根川上流 0.5-3.0

福祉 就労継続支援事業所 シャローム 渋川市赤城町津久田1700 利根川上流 0.5-3.0

医療 診療所 小野上歯科診療所 渋川市村上3792-6 吾妻川 0.5-3.0
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アルファ米（100ｇ） 7,500
アルファ米（炊き出し） 1,000
カンパン 7,320
保存用パン 7,200
流動食(缶) 本 1,350

24,370
本 23,712
本 250
本 60
本 210
個 800

ウォーターコンテナ(16ℓ) 個 816
ポリタンク(20ℓ) 個 20
ブルーシート(3.6×5.4) 枚 700
テント(5人用) 張 198
パイプテント(2間×3間) 張 21

台 440
枚 4
枚 1,220
枚 1,920

ロープ(40m) 本 425
防災かまど(7升) 台 8
カセットコンロ 台 16
カセットボンベ 本 60

簡易トイレ用テント 張 8
ワンタッチトイレ 箱 480
携帯トイレ 個 10,000
トイレ用テント 個 50
オストメイトトイレ 台 2

液体歯磨き 本 1,600
ペーパー歯みがき 包 600
ワンタッチパーティション 張 458

組 30
LED照明器具 台 12
パルスオキシメーター 台 51
電子体温計 台 51
上腕式血圧計 台 51
ミストジェネレーター 台 13
体温検知カメラ 台 13
大型ストーブ 台 6
大人用おむつ(M-L) 枚 288
大人用おむつ(L-LL) 枚 256
乳児用おむつ(S) 毎 248
乳児用おむつ(M) 枚 1,972
乳児用おむつ(L) 枚 880
乳児用おむつ(BIG) 枚 1,064
下着セット セット 50
生理用品 枚 4,662
おしりふき 枚 13,800

合　　　　計
保存水（500㎖）
乳児用ﾐﾙｸ(ｽﾃｨｯｸﾀｲﾌﾟ)
乳児用ﾐﾙｸ(ｽﾃｨｯｸﾀｲﾌﾟ ｱﾚﾙｷﾞｰ用）
乳児用液体ミルク
使い捨てほ乳ボトル

パイプベッド
タープ
毛布
アルミ蒸着シート簡易寝袋

間仕切りパーテーション

３－１４　災害備蓄品等整備状況

区分 物品名 単位 備蓄数

保
存
食

食

ト
イ
レ

食
料
品

生
活
用
品

生
理
用
品
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救助工具セット セット 6
剣先スコップ 本 47
つるはし 本 32
かけや 本 27
脚立 脚 10
発電機 台 17
投光器 基 15
ランタン懐中電灯 本 37
コードリール 個 12
携帯電話等充電拠点セット 式 6
チェーンソー 台 5
メガホン 個 10
リヤカー 台 5

医
療

救急箱 台 7

固定型防災行政無線屋外拡声子局 基 6
防災行政無線屋外拡声子局 基 256
移動型防災行政無線 台 50

倉
庫

備蓄倉庫(3.95m×2.4m，6.0m×2.4ｍ) 棟 7

R8.3月末現在

〈防災備蓄倉庫の配置〉
　市役所･中央公民館･西部公民館･金島公民館･古巻公民館･豊秋公民館
　小野上行政センター

〈その他の保管場所〉
　伊香保行政センター（10㎡）･子持行政センター（10㎡）
　赤城行政センター（10㎡）･北橘行政センター（124㎡）

 １　食糧の備蓄
　　　想定する避難者数３，２３４人×７食分＝２２，６３８食

通
信

資
機
材
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３－１５降雪時の対応 

渋川市内における降雪時の対応について 

令和５年６月 

 
体　制 実　施　事　項

 情報収集体制 

 

設置判断に資する情報 

・大雪注意報 

（12 時間降雪が平地：深さ５㎝、

山地：深さ 10cm を超えると予

想される場合）

【危機管理課】 

情報の入手、分析、評価、判定 

【土木維持課】 

　待機、機材準備、業者依頼準備、道路情報入手

 

 災害警戒本部 

（危機管理監・総合戦略部長・総

務部長・市民環境部長・福祉部

長・育都推進部長・建設交通部

長・産業観光部長・教育部長） 

 

設置判断に資する情報 

・大雪警報 

（12 時間降雪が平地：深さ 20㎝、

山地：深さ 30cm を超えると予想

される場合） 

【危機管理課】 

　情報の入手、分析、評価、判定、常駐 

【交通政策課】 

　ＪＲ、バス運行状況の確認 

【市民協働推進課】 

　自治会、行政センターとの連携 

　　※行政センターは各地区の情報収集 

【社会福祉課】 

　要配慮者対応の検討 

【高齢福祉課】 

　要配慮者対応の検討 

【介護保険課】 

　要配慮者対応の検討 

【土木維持課】 

　待機、機材準備、業者依頼準備、道路情報入手 

　道路除雪開始（降雪量１０cm 以上） 

※「渋川市道路除雪計画」により対応 

【観光課】 

　市営駐車場等の除雪開始（５㎝程度から） 

　ロープウェイ：２㎝程度から除雪開始 

　※「観光施設の除雪体制」により対応 

【教育総務課】 

　・小中学校との連絡 

　・スクールバスの運行対応 

【学校教育課】 

　・小中学校との連絡・調整 

　・市立小中学校・市立幼稚園の登下校調整、臨時休校・休園 
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 災害特別警戒本部 

（全部局長） 

 

設置判断に資する情報 

・降雪量３０㎝以上（山地・平

地） 

【危機管理課】 

　除雪情報入手（国・県・市道） 

　気象情報入手、関係機関情報共有、常駐 

【交通政策課】 

　ＪＲ、バス運行状況の確認 

【市民協働推進課】 

　自治会、行政センターとの連携 

※行政センターは各地区の情報収集 

【社会福祉課】 

　要配慮者対応の検討 

【高齢福祉課】 

　要配慮者対応の検討 

【介護保険課】 

　要配慮者対応の検討 

【土木維持課】 

　選定済み排雪場所と業者の調整、除雪状況の把握 

【観光課】 

　観光協会との連携 

【教育総務課】 

　・小中学校との連絡 

　・スクールバスの運行対応 

【学校教育課】 

　・小中学校との連絡・調整 

　・市立小中学校・市立幼稚園の登下校調整、臨時休校・休園 

 災害対策本部 

(市長・副市長・教育長・ 

全部局長） 

 

設置判断に資する情報 

・特別警報の発表 

・積雪量４０㎝以上で災害の発生

するおそれがある場合又は災害

が発生した場合

【全庁体制】 

職員：１/３・２/３・全職員の動員 
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令和６年１２月改訂 

 

建設交通部土木維持課 

渋川市道路除雪計画
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渋川市道路除雪計画 

 

渋川市道路除雪計画は次のとおりとする。 

 

１　目的 

この計画は、市民の安全と安心を確保するため、冬期における円滑な道路交通

を維持することを目的とした道路除雪に関する基本事項を定め、地域住民の積極

的な協力を得ながら、円滑な道路除雪の実施することを目的とする。 

 

２　除雪路線 

除雪の計画路線は、市が管理する主要幹線道路を主体として、国道・県道との

連絡、物資の輸送、通勤・通学などに必要な路線とする。 

 

３　除雪路線区分 

除雪路線区分は、その路線の重要度・幅員・線形・沿道状況を勘案して、第１

種、第２種、その他の３段階とし、併せて、それぞれの区分における除雪目標を

定める。 

 

 

 
区分 除雪目標（通常降雪時） 除雪目標（異常降雪時） 備　　考

 第１種 除雪幅員は、２車線確保を

原則とし、異常降雪時以外

は常時交通を確保する。

異常降雪時においては１車

線を確保し、降雪後すみや

かに２車線の確保を図る。

１級市道及びこれ

に準ずる市道（国、

県 道 へ の ア ク セ

ス）

 第２種 除雪幅員は、２車線確保を

原則とし、異常降雪時以外

は常時交通を確保する。

異常降雪時においては１車

線を確保し、必要に応じて

待避所を設ける。

２級市道及びこれ

に準ずる市道（駅、

病院等へのアクセ

ス及びバス路線）

 その他 除雪幅員は、１車線を確保

するとともに、必要に応じ

て待避所を設ける。ただし、

第１種、第２種を優先しそ

の後に路線の確保を図る。

除雪幅員は、１車線を確保

するとともに、必要に応じ

て待避所を設ける。ただし、

第１種、第２種を優先しそ

の後に路線の確保を図る。

その他市道 

（ 地 区 内 重 要 路

線）
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４　除雪実施基準 

除雪実施基準は次のとおりとする。 

（１）実施基準 

①　通常降雪時（おおむね１０ｃｍ以上の降雪が見込まれる場合） 

・各除雪班長は降雪が１０ｃｍ以上となった場合もしくは、１０ｃｍを超える

と予想される場合は、所属長の了解のもと、受託業者もしくは職員に除雪出

動を発令する。 

・第１種、第２種、その他の路線について、除雪車出動後６時間以内を目処に

除雪目標を完了させる。 

・歩道及び路肩除雪については、できる限り周辺住民並びに自治会等の協力に

より実施する。 

②　異常降雪時（渋川市地域防災計画に基づき設置された災害対策本部の指示

があった場合もしくは、大雪における群馬県道路除雪行動計画が発令された

場合） 

・除雪路線は第１種、第２種路線を優先路線とし、除雪車出動後１２時間以内

を目処に除雪目標を完了させる。 

・その他路線は、優先路線を確保後、除排雪を実施する。 

（２）凍結防止剤散布 

路面凍結により通行に支障がある場合又は支障になると予想される場合に実

施する。 

（３）運搬排雪 

路肩への堆雪により幅員減少や視距障害等の交通障害が発生した場合又は予

想される場合に実施する。 

 

５　道路除雪対策本部組織及び配備体制 

道路除雪の実施に伴い庁内組織として道路除雪対策本部を次のように組織する。 

（１）道路除雪対策本部組織 

※　なお、渋川市地域防災計画に基づき災害対策本部が設置された場合は、災害

対策本部が除雪対策を包括するものとする。 

 建設交通部長 土木維持課長 土木管理課長 土木維持課管理係長（総務班長）  
 建築住宅課長 土木維持課維持一係長（除雪班長）

 都市政策課長 土木維持課維持二係長（除雪班長）

 交通政策課長 土木維持課維持三係長（除雪班長）

 災害対策本部 建設交通部職員
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（２）配備体制 

道路除雪対策は、下記により活動体制に入るものとする。 

総務班、除雪班は次の区分により配備体制を整える。 

 
区　分 配備体制

 降雪警戒体制 総務班 

（ア）大雪注意報が発表された場合又は気象情報などから降雪が予想

される場合は、各除雪班との調整をはかり、速やかに出動できる体

制を整えると共に情報収集に努める。 

（イ）大雪警報が発表された場合は警戒体制をとり、総務班長は職場待

機とし、降雪の情報収集に努め、各除雪班や関係機関（別表１）と

の調整を図る。 

除雪班 

（ア）大雪注意報が発表された場合又は気象情報もしくは受託業者か

らの情報等により降雪が予想される場合は、速やかに出動できる

体制を整える。 

（イ）大雪警報が発表された場合は警戒体制をとり、各除雪班長は職場

待機とし、降雪の情報収集に努め、総務班との調整を図る。

 通常降雪時配

備体制

総務班 

（ア）各除雪班長より除雪出動が発令された場合は、各除雪班との連絡

調整、各機関との連絡調整、除雪班補助業務及び市民からの問い合

わせ等の対応に努める。 

除雪班 

（ア）各除雪班長は、降雪１０ｃｍ以上となった場合又は１０ｃｍを超

えると予想される場合は、所属長等の了解のもと、受託業者及び職

員に除雪出動を発令する。 

（イ）各除雪班長は、受託業者に対し、除雪実施基準に従い除雪作業を

実施させると共に、進捗状況の把握に努め適宜所属長に報告する

ものとする 

（ウ）各除雪班長は、降雪状況等により、路面凍結の恐れがあると判断

した場合は、凍結防止剤散布の指示を受託業者及び職員に発令す

る。

 異常降雪時配

備体制

総務班 

（ア）異常降雪との判断が出た場合は、災害対策本部、道路除雪対策本
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６　地区別除雪延長 

 

７　排雪場所 

異常降雪時の市街地における排雪場所は下記のとおりとする。 

・渋川地区　　　　　「坂東緑地公園」河川敷を含む 

・伊香保地区　　　　「徳冨蘆花記念文学館駐車場」河川敷を含む 

・小野上地区　　　　「小野上温泉公園」河川敷を含む 

・子持地区　　　　　「渋川市上白井運動場駐車場」 

・赤城地区　　　　　「沼尾川親水公園」河川敷を含む 

・北橘地区　　　　　「利根川河川敷公園」河川敷を含む 

 

８　市民への協力要請 

下記の事項について、「広報」等で周知に努め、除排雪に対する市民の協力を要

 部及び関係機関との連絡調整を行う。 

（イ）市民からの通報等の対応については、除雪班との調整を図る。 

除雪班 

（ア）各除雪班長は降雪状況により受託業者に対し除雪目標の変更を

発令する。 

（イ）各除雪班長は除雪状況により排雪の必要が生じた場合は指定の

排雪場所に排雪の指示を発令する。 

（ウ）各除雪班長は除雪状況の把握に努め、適宜所属長、道路除雪対策

本部及び災害対策本部に報告するものとする。 

（エ）所属長は除雪状況及び市民要望を踏まえ、必要に応じて建設交通

部内各所属長に職員の動員を依頼するものとする。

 地区名 除雪路線数 除雪延長（ｍ） 備　　考

 渋　川 １０８ ９７,５１０

 伊香保 ４３ ２８,１３０

 小野上 ８０ ５０,５００

 子　持 ７１ ５６,０５０

 赤　城 ２３６ １３９,０９０

 北　橘 ６３ ４６,８９０

 計 ６０１ ４１８,１７０
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請する。 

①　路上駐車の自粛について 

②　除雪に伴う自宅前の堆雪について 

③　自宅前周辺道路等の自主的除排雪について 

④　地域ぐるみの除排雪活動の推進について 

 

９　その他 

（１）除雪機械のオペレーターは、事前に点検整備を実施し、故障による事故や運

休のないように努めること。 

（２）除雪作業中は、他の安全に十分注意し、人身及び物損事故のないように努め

ること。 

（３）オペレーターは常に健康管理に努めること。 

（４）凍結防止剤及び山砂の在庫状況の把握に努め必要に応じて補充を行うこと。 

 

別表１　関係機関 

 名　　称 電話番号 適　　用

 国土交通省 

高崎河川国道事務所 

前橋出張所

027-251-2828 国道 17 号吾妻新橋左岸から前橋方面

 国土交通省 

高崎河川国道事務所 

沼田維持修繕出張所

0278-22-2656 国道 17 号吾妻新橋左岸から沼田方面

 群馬県 

渋川土木事務所
0279-22-4055

主要地方道（市内全線）、一般県道（市内全線）、

国道 353 号、国道 291 号（市内全線）

 群馬県渋川警察署 0279-23-0110 交通規制等

 渋川広域消防本部 0279-25-0119 交通規制等

－69－



３－１７　観光施設の除雪対応

１　夜間に降雪があった場合　（除雪を早朝から実施する場合）

（1） 連絡体制

↓

5:00
観光施設係長 → 観光課長

→
→
→ 委託業者

★ 【第１班】

★ 【第２班】
　

※　観光施設係の女性職員は事務所待機とする。
※　除雪の完了状況により、別班の応援に加わるものとする。

★ 施設維持管理臨時職員　 　※ 臨時職員は担当者からの連絡に応じ対応する
　　　ものとする。

（２）　実施体制

除雪手段 開始時刻
職　　　員 駐車場 Ｐ４､Ｐ２､Ｐ３､Ｐ５､石段の湯 人力 ６：３０～

施設等 石段の湯前､関所､石段延伸部 トラクター
ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ､常磐駐車場の歩道

その他 臨職が対応できない施設の対応
文学の小径ほか

委託業者 駐車場 物聞駐車場、常磐駐車場、 除雪車 ６：００～
上記各駐車場のスロープ
Ｐ４､Ｐ２､Ｐ３､Ｐ５など

観光施設 文学の小径（アスファルト部分） ・物聞、常磐駐車場のスロープに
湯元駐車場 　融雪剤を散布

臨時職員 施設維持 トイレ（10箇所）周辺 ７：００～
シルバー まちの駅 まちの駅１階周辺 通常勤務

ロープウェイ まちの駅２階周辺
山頂駅周辺

駐車場 物聞・常磐駐車場の未除雪箇所 通常勤務
石段の湯 石段の湯周辺 通常勤務

（３）　職員の集合場所：　アルウィン公園東(バス駐車場）
　　①　アルウィン公園北駐車場の除雪が完了したらアルウィン公園北駐車場へ移動する。
　　(注)　除雪作業に影響するため、除雪完了前にフラップ式駐車場には車を駐車しないでください。

（４）　備考
　　①　除雪開始時間は上記を原則とするが、降雪状況等により変更の場合あり。
　　②　上記以外の観光施設は、降雪等の状況により別途判断し実施する。

観光施設の除雪対応

消防本部警防課 西分署

○ 気象の状況で、５ｃｍを超えると予想される場合は、除雪出動を発令する。
（ ５ｃｍ未満でも駐車場利用に支障が生じる場合は除雪出動を発令する。 ）

観光施設係長 第１班　　 　
第２班　　　 　

※Ｐ４、Ｐ２、Ｐ３、石段の湯駐車場、アルウィン別邸の除雪完了後、第２班と合流

※石段の湯前、関所、石段延伸部、Ｐ５駐車場の除雪完了後、第１班と合流

除雪場所 備考

・２時間早出・早帰り

※ 積雪情報（2㎝以上）を消防署に依頼しているが、消防署は定刻で観測しておらず、消防署で観測
　　した時点でメール発信となるため、積雪が確認でき次第連絡するものとする。
　　（連絡時間は参考とし、積雪状況等により変更する場合がある。）

・職員は、左記終了後、業者委託
の観光施設（物聞駐車場又は文
学の小径）に合流
・積雪の状況により駐車場を閉
鎖
※特にＰ３は注意
・Ｐ４､Ｐ２､Ｐ３､Ｐ５などの除雪状
況によって、左記駐車場の除雪
完了後に対応を依頼

駐車場
完了後

人力
積雪状況

による
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令和４年３月末時点

１　農業用ため池

堤高
（ｍ）

堤長
（ｍ）

総貯水量
（千㎥）

1 久保貯水池 渋川市八木原297-1 1.2 59.0 1.650 

2 石原貯水池（後堤） 渋川市石原1696 6.6 72.0 40.380 ○ ○ Ｈ２５ Ｒ５ Ｈ２５

3 中野貯水池 渋川市祖母島2506 6.9 29.2 5.350 ○ ○ Ｈ２９ Ｒ１ Ｒ２

4 川島第１調整池 渋川市川島1828-3 3.7 91.0 4.250 ○ Ｈ２５ Ｒ４ Ｈ２５

5 川島第２調整池 渋川市川島1505 4.1 116.0 2.750 ○ Ｒ２ Ｒ４ Ｒ２

6 入沢調整池 渋川市渋川3331-20 3.3 49.0 2.600 ○ Ｒ２ Ｒ５ Ｒ４

7 石原調整池 渋川市石原2688-11 7.4 85.0 2.000 ○ Ｈ２５ Ｒ４ Ｈ２５

8 寿々川調整池 渋川市行幸田1778-2 7.0 78.0 2.900 ○ Ｒ２ Ｒ４ Ｒ２

9 伊泉谷戸溜池 渋川市北橘町小室1548 5.7 70.0 1.900 ○ ○ Ｈ２５ Ｒ１ Ｒ５ Ｈ２５

10 中島溜池
渋川市北橘町小室831-
1

5.0 39.0 0.495 

11 二又の池
渋川市北橘町下南室
406

4.4 47.0 0.742 ○ ○

12 宮谷戸溜池 渋川市北橘町下南室65 4.5 75.0 0.495 ○ ○ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ４ Ｒ２

13 清水田用水池 渋川市北橘町真壁1492 3.5 21.0 0.490 

14 弁天池 渋川市北橘町真壁995 4.6 56.0 1.875 ○ ○ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ５ Ｒ４

15 大谷の堤 渋川市北橘町小室1593 6.0 106.0 13.586 ○ ○ Ｈ２５ Ｒ１ Ｒ３ Ｈ２５

16 水上貯水池
渋川市赤城町北上野
274-1

3.1 36.0 0.885 

17 南の内貯水池
渋川市赤城町勝保沢
290-2

2.1 23.0 0.720 

18 溜井貯水池
渋川市赤城町見立431-
1

4.5 32.0 2.680 ○ ○ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ５ Ｒ２

19 八幡貯水池
渋川市赤城町上三原田
1059

7.0 26.0 0.500 

20 柳窪貯水池
渋川市赤城町見立431-
1

1.7 10.0 0.400 

21 戸室貯水池 渋川市小野子2831-2 3.4 38.0 0.223 ○ ○ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ５ Ｒ２

22 谷の口貯水池 渋川市村上1619-9 2.5 21.0 0.200 

23 宮原貯水池 渋川市小野子312-1 5.0 33.0 1.256 ○ Ｒ２ Ｒ５ Ｒ２

24 八木沢貯水池 渋川市小野子705-3 3.8 82.0 3.010 ○ Ｒ２ Ｒ５ Ｒ４

25 関口沢貯水池 渋川市小野子1297-4 5.0 161.0 18.219 ○ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ４ Ｒ４

26 宮沢貯水池 渋川市小野子1501 6.8 62.0 3.365 ○ Ｒ２ Ｒ５ Ｒ２

18池 9池 17池 8池 17池

２　農業用ダム

堤高
（ｍ）

堤長
（ｍ）

総貯水量
（千㎥）

1 茂沢ダム 渋川市有馬2431 24.6 135.0 172.640 － － Ｈ２６ Ｒ１ － Ｈ２９

資料３－１８　農業用ため池等一覧表

ため池諸元

合計

ダム諸元

農業用ため池等一覧　

番号 ため池名称 所在地
防災重点
農業用
ため池

特定
農業用
ため池

耐震点検
実施年度

豪雨調査
実施年度

劣化状況
評価実施

年度

ハザード
マップ

作成年度

番号 ダム名称 所在地
防災重点
農業用
ため池

特定
農業用
ため池

耐震点検
実施年度

豪雨調査
実施年度

劣化状況
評価実施

年度

ハザード
マップ

作成年度
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資料３－１９　火災・災害等即報要領　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　    
 　　 ■火災・災害等即報要領（火災等即報）  

直接即報基準

 個 交通機関の火災 船舶、航空機、列車、自動車の火災で次に掲げるもの

 別 （１）　航空機火災

 基 （２）　トンネル内車両火災

準 （３）　列車火災 

危険物等に係る 　危険物、高圧ガス、可燃性ガス、毒物、劇物、火薬等（以下 

事故 「危険物等」という ）を貯蔵し又は取り扱う施設及び危険物 。

  等の運搬に伴う事故で次に掲げるもの

（１）　死者（交通事故によるものを除く ）又は行方不明者。

 が発生したもの

 （２）　負傷者が５名以上発生したもの

（３）　危険物等を貯蔵し、又は取り扱う施設の火災・爆発事

故で、当該工場等の施設内又は周辺で、５００平方メー

 トル程度以上の区域に影響を与えたもの

（４）　危険物等を貯蔵し、又は取り扱う施設からの危険物等

 の漏えい事故で、次に該当するもの

①　河川へ危険物等が流出し、防除・回収等の活動を要す

 るもの

②　５００キロリットル以上のタンクから危険物等の漏え

 い等

（５）　市街地又は高速道路上等におけるタンクローリーの事

故に伴う漏えいで、付近住民の避難、道路の全面通行禁

 止等の措置を要するもの

（６）　市街地又は高速道路上において発生したタンクローリ

ーの火災

原子力災害等 （１）　放射性物質を輸送する車両において、火災の発生した

もの及び核燃料物質等の運搬中に事故が発生した旨、原

 子力事業者等から消防機関に通報があったもの

（２）　原子力災害対策特別措置法第１０条の規定により、原

子力事業者から基準以上の放射能が検出される等の事象

 の通報が市長にあったもの

（３）　放射性同位元素等取扱事業所に係る火災であって、放

射性同位元素又は放射線の漏えいがあったもの

 その他 （１）　ホテル、病院、映画館、百貨店において発生した火災

（２）　爆発、異臭等の事故であって、報道機関に大きく取り

上げられる等社会的影響が高いもの（武力攻撃事態等又

は緊急対処事態への発展の可能性があるものを含む ）。

 

 　　 ■火災・災害等即報要領（救急・救助事故即報）  
直接即報基準

 個 　死者及び負傷者の合計が１５人以上発生した救急・救助事故で次に掲げるもの

 別 （１）　列車、航空機、船舶の衝突、転覆等による救急・救助事故

 基 （２）　バスの転落等による救急・救助事故

  準 （３）　ハイジャックによる救急・救助事故

（４）　映画館、百貨店、駅構内等不特定多数の者が集まる場所における救急・

 救助事故

（５）　その他報道機関に取り上げられる等社会的影響度が高いもの
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 　　　■資料　火災・災害等即報基準

、 、 、 、 、 （ 「 」 。）危険物 高圧ガス 可燃性ガス 毒物 劇物 火薬等 以下 危険物等 という

 を貯蔵し、又は取り扱う施設及び危険物等の運搬に係る事故で、次に掲げるもの

  １　死者（交通事故による者を除く ）又は行方不明者が発生したもの。

  ２　負傷者が５名以上発生したもの

３　周辺地域の住民等が避難行動を起こしたもの又は爆発により周辺の建物等に 
 被害を及ぼしたもの

  ４　５００キロリットル以上のタンクの火災、爆発又は漏えい事故

  ５　河川への危険物等流出事故

６　高速道路上におけるタンクローリーの事故に伴う火災・危険物等の漏えい事 
故
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 資料３－２０　災害履歴

 

 　　１　地震

 

　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　  マグニチュ

    発生年月日 地震名（震源） 　　震度 被害状況ード

   1916.2.22 6.2　 － ３：前橋 家屋全壊７戸、半壊３戸、

大正５年 （浅間山麓） 一部損壊１０９戸（ ）

  1 9 2 3 . 9 . 1 7.9　 関東大震災 ４：前橋 負傷者９人 家屋全壊４９戸、 、

（小田原付近） 半壊８戸（ ）大正１２年

　 西埼玉地震 ５：前橋 死者５人、負傷者５５人、家1931.9.21 6.9 

1 769（ ） 、 ，昭和６年 屋全壊１６６戸 半壊（ ）埼玉県仙元山付近

戸

　 新潟地震 ４：前橋 負傷者１人1964.6.16  7.5 

（新潟県沖）（ ）昭和３９年

  2004.10 .23  6.8新潟県中越地震 ５弱：渋川市北橘・ 負傷者６人、

（新潟県中越） 高崎・沼田・片品 家屋一部損壊１，０５５戸（ ）平成１６年

６弱：桐生 死者１人、負傷者４１人、家2011.3.11  9.0  東北地方太平洋

５弱：渋川・高崎・ 屋半壊７戸、一部損壊１７，（ ）平成２３年 沖地震 

（太平洋三陸沖） 前橋など ２４６戸、火災２件

   2018.6.17 6.3群馬県南部地震 ５弱：渋川市 瓦の落下（２軒） 

（群馬県前橋市粕（平成３０年)

川町）

 

 　２　風水害等

 

発生原因 発生日 前橋の風速・ 群馬県内での主な被害状況 

降雨量 

死者５９２人、負傷者１，２３１人、行方不明１０７ カスリン台風 昭和２２年　 前橋　　　　   
人、家屋全壊１，９３６戸、半壊１，９４８戸、床上  ９月１４日～ 最大風速

浸水３１，２４７戸、床下浸水３９，８０８戸、水田  １５日 １２．２ｍ/s
流失５，０６３町歩、田畑冠水２４，４０３町歩、畑 総降雨量　　

流失５，２５５町歩、堤防決壊３４１箇所、橋梁流失 ３９１ ６． mm
３３６箇所、道路損壊４８４箇所、鉄道被害１７８箇 

所 

死者４４人、負傷者８９人、行方不明５人、家屋全壊 キティ台風 昭和２４年　 前橋　　　　

３２６戸、半壊１，８３４戸、流失１１４戸、床上浸   ８月３１日～ 最大風速

水７５８戸、床下浸水２，５３５戸、田流失４９４町  ９月１日 ２４．４ｍ/s
歩、水田冠水１，２１６町歩、堤防決壊１９３箇所、 総降雨量　　

橋梁流失３３９箇所、道路損壊５５５箇所、鉄道被害 ９０．５ mm
５０箇所 

死者７人、負傷者２６人、行方不明３人、家屋全壊９ 台風第７号 昭和３４年　 前橋　　　　

０戸、半壊２８０戸、流失７戸、一部損壊１，５４６  ８月１２日～ 最大風速

戸、床上浸水１２６戸、床下浸水１，３６９戸、水田  １４日 ２３．１ｍ/s
流失１１ｈ 、畑流失４１ｈ 、橋梁被害１８箇所、 総降雨量　　 a a、

道路損壊２８０箇所、かげ崩れ１６３箇所、鉄道被害 １８９ ８． mm
６箇所 

死者１０人、負傷者２７人、家屋全壊５３６戸、半壊 伊勢湾台風 昭和３４年　 前橋　　　　
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１，８２６戸、一部損壊８，２２６戸、床上・床下浸  ９月２６日～ 最大風速

水８４７戸、田冠水５６７ｈ 、堤防決壊４箇所、  ２７日 ２４．１ｍ/s a、

橋梁流失１３箇所、道路損壊５２箇所、かげ崩れ３３ 総降雨量　　

箇所 １７８ ８． mm
死者１５人、負傷者９２人、家屋全壊４４７戸、流失 台風第２６号 昭和４１年　 前橋　　　　

２戸、全焼４戸、半壊１，４３６戸、一部損壊１９，  ９月２４日～ 最大風速

、 、 、  ２５日 ２３．２ｍ/s ３３２戸 床上浸水５１９戸 床下浸水３ １４３戸,

田畑冠水５，７２９ｈ 、堤防決壊２４０箇所、橋 総降雨量　　 a、

梁流失４７箇所、道路損壊２４４箇所、土砂流等１０ １２４ ０． mm
箇所 

死者１人、軽傷者２人、家屋全壊６戸、半壊６戸、一  台風第１５号 昭和５６年 前橋　　　　

部損壊１３２戸、床上浸水１７６戸、床下浸水２，２  ８月２２日～ 最大風速

、 、 ． 、   ２３日 ９．０ｍ/s ９３戸 文教施設損壊１０件 農地被害１７ ５４ｈ a

農業用施設被害２５４件、林道被害８９箇所、治山被 総降雨量　　

害１０箇所、林産被害１１４箇所、土木施設被害２， １５５ ５． mm
４２７件、農作物被害５，７９７．１ｈ 、山崩れ４ a

３７箇所 

死者５人、行方不明１人、負傷者５２人、家屋全壊５ 台風第１０号 昭和５７年　 前橋　　　　

６戸、半壊２１９戸、一部損壊３，６２１戸、床上浸  ７月３１日～ 最大風速

、 、 ， ．  ８月２日 １９．１ｍ/s 水 戸 ・床下浸水 戸 田畑冠水３ ３１７613 5,121

２２ｈ 、田畑流失埋没２０．５５ｈ 、文教施設 総降雨量　　 a a、 、

損壊５５件、道路損壊１，７３４箇所、橋梁損壊６８ １９９ ０． mm
箇所、河川損壊２，１６２箇所、がけ崩れ１，２２０ 

箇所、鉄道不通８箇所、通信被害１，５４１箇所、砂 

防被害１０９箇所 

負傷者４人、家屋全壊６棟、半壊３９棟、一部損壊１   台風第９号 平成１９年 最低気圧７日

３棟、床上浸水６２棟、床下浸水２２３棟、田畑冠水  ９月５日 981.8hPa、最

２７８ha、田畑流失埋没７０ha、文教施設損壊８件、 ～７日 大風速6日夜

道路損壊７２３箇所、橋梁損壊３箇所、河川損壊１２  遅く東

５箇所、崖崩れ１５５箇所、鉄道不通２箇所、砂防被  １２．６m/s、

害１ヶ所、通信被害４８箇所、停電５，８１２戸、断 総降水量５日

水３，８７３戸 ～７日153.5m

m 

    台風第２６号 平成２５年 最低気圧16日 重傷１人、軽傷１人、住家半壊１棟、

一部破損１６棟、畑流出・埋没０．０５ha、停電５，   １０月１５日 5時983.1hPa、

    ～１６日 最大風速16日 ２７１戸

    11時46分北西

    １３．９m/s、

   総降水量15日

  ～16日

１０６．５mm

   台風第１９号 令和元年 中心気圧 日 （市内）12
  （令和元年東日本 １０月１２日 、980.8hPa 指定避難所：開設 カ所、避難者５７３名21

大雨特別警報（浸水害・土砂災害）台風） ～１３日 最大風速 日 12
時 北 西2 1
 9.6m/s

総雨量 日～12
13 233.5mm日
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 ３　突風・豪雨

 

   前橋市・伊勢崎市 平成２７年 渋川市におけ （県内）

軽傷２人、住家半壊２棟、一部破損１７８棟、床下浸突風、渋川市突風 ６月１５日 る竜巻の強さ 

水２棟、学校被害５棟、病院被害１棟、停電１，９２は藤田スケー

 ルでF0と推定 ８戸

 され、被害範 （市内）

 囲の長さは約 人的被害なし

（ 、 ）2. 5k m、幅は 建物被害：６棟 物置の倒壊・横転 屋根・壁の破損

約900mであっ

た。

  豪雨及び台風１３ 平成２８年 台風により７ （県内）

   号 ９月７日 日早朝には記 軽傷者１人

住家半壊２棟、一部破損２棟、床上浸水３棟、床下浸録的短時間大

 雨情報が発表 水１５棟

 される大雨と （市内）

  なった 人的被害なし

床上浸水３棟、床下浸水１２棟累計雨量 

 小野上 211mm
 渋川 201mm

   豪雨 平成２９年 早朝に大雨と （市内）人的被害なし

         ７月２６日 なり住宅が床 床下浸水２棟

   下浸水する被

。害が発生した

  突風 平成２９年 伊香保地区に （市内）人的被害なし

倒木７本、民地倉庫屋根破損、蘆花記念館駐車場閉鎖８月２２日 突風が発生し、 

地倉庫屋根破損倒木、伊香保

小学校体育館

の屋根の一部

が剥がれる被

害があった。

 

 ４　雪害

 

原因 発生日 積雪量 群馬県内の主な被害状況 

   大雪 平成２６年　 前橋　　　　   （県内）死者８人、負傷者９４人、行方不明なし

住家　全壊２棟、半壊０棟、一部破損多数、床上浸水  ２月１４日～ 　７３ｃｍ

   １５日 １棟、床下浸水４棟

    渋川市内 非住家　全壊１３棟、半壊３棟

  （市役所）は 農業被害多額

その他、カーポートなど多数損壊  １０８ｃｍ 

を観測(市役 
所職員が計 

測)
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 資料編３－２１　災害危険箇所

 

 　１　浸水想定区域

     ■浸水想定区域の状況

実施主体 対象河川 想定降雨 想定内容

１０００年に１回 　半田、下郷地内では、浸水深１０メート   

   群馬県 利根川 程度発生するような ル以上の浸水が想定される区域がある。

雨 　また、浸水継続時間が７２時間を超える 

（４９１ 区域や家屋倒壊等氾濫想定区域も多数箇所mm 

　　　　／７２時間 存在する。）

                                                   　
 　２　山地災害危険地区数

     ■山地災害危険地区数の状況

    

       市町村名 　山腹崩壊 　　地滑り 崩壊土砂流出

　危険地区 　 危険地区 　危険地区  
渋 川 市 　　１１５ 　　　３ 　　１３０            

（民 有 林）   
   　 渋 川 市 ２ － －           

（国 有 林）   
 

 　３　土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域

 市内には、３５１箇所の土砂災害警戒区域、３１３箇所の土砂災害特別警戒区域がある。

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域   
急傾斜地の崩壊 　　　２４０ ２３８        
土石流 １０６ ７５                
地すべり ５ ０                      

 

 　区域内の戸数    
 

     全体 渋川 伊香保 小野上 子持 赤城 北橘  
渋川 金島 豊秋

2,926 1,087 265 383 439 365 241 407 767 59戸数

　　　　（令和３年８月県提供資料）
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 資料編３－２２　地震

 

 　　緊急地震速報で用いる区域の名称等

 

　 県名 区域の名称 　　　　　　　　　　　郡市町村名 

沼田市、吾妻郡［中之条町、長野原町、嬬恋村、草津町、高山   群馬県北部

村、東吾妻町］、利根郡［片品村、川場村、昭和村、みなかみ町］   

  

前橋市、高崎市、桐生市、伊勢崎市、太田市、館林市、渋川市、  　群馬県

藤岡市、富岡市、安中市、みどり市、北群馬郡［榛東村、吉岡 群馬県南部

町］、多野郡［上野村、神流町］、甘楽郡［下仁田町、南牧村、甘 

楽町］、佐波郡 ［玉村町］、邑楽郡［板倉町、明和町、千代田町、 

大泉町、邑楽町］ 

           
　 緊急地震速報（警報）は、地震発生直後に震源に近い観測点で観測された地震波を（注）　

解析することにより、地震による強い揺れが来る前に、これから強い揺れが来ることを

知らせる警報である。このため、内陸の浅い場所で地震が発生した場合、震源に近い場

 所では強い揺れの到達に原理的に間に合わない場合がある。

 

 　  緊急地震速報の普及、啓発

入手場所               とるべき行動の具体例

  自宅など屋内 ○頭を保護し、大きな家具から離れ、丈夫な机の下などに隠れる。

 〈注意〉

 ・あわてて外へ飛び出さない。

・その場で火を消せる場合は火の始末、火元から離れている場合は無理して

 火を消そうとしない。

・扉を開けて避難路を確保する。

 駅やデパート ○館内放送や係員の指示がある場合は 落ち着いてその指示に従い行動する、 。

 などの集客施 〈注意〉

 設 ・あわてて出口・階段などに殺到しない。

・吊り下がっている照明などの下からは退避する。

 街など屋外 ○ブロック塀の倒壊や自動販売機の転倒に注意し これらのそばから離れる、 。

 ○ビルからの壁 看板 割れたガラスの落下に備え ビルのそばから離れる、 、 、 。

○丈夫なビルのそばであればビルの中に避難する。

車の運転中 ○後続の車が情報を聞いていないおそれがあることを考慮し、あわててスピ

 ードを落とすことはしない。

○ハザードランプを点灯するなどして、まわりの車に注意を促したのち、急

、 。 、ブレーキは踏まずに 穏やかにスピードを落とす 大きな揺れを感じたら

急ハンドル、急ブレーキをさけるなど、できるだけ安全な方法により道路

の左側に停止させる。
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   地震情報の種類とその内容

   地震情報の
   発表基準 内容
種類

震度速報 震度３以上 　地震発生約１分半後に、 震度３以上を観測・

した地域名 （全国を188地域に区分、群馬県

は群馬県北部と群馬県南部の2区分）と地震の

揺れの発現時刻を速報

震 源 に 関 す ・震度３以上 　地震の発生場所（震源）やその規模（マグ 

  る情報 （大津波警報、津波警報ま ニチュード）を発表 

たは津波注意報を発表した 　「津波の心配がない」または「若干の海面

」場合は発表しない） 変動があるかもしれないが被害の心配はない

旨を付加

各地の震度に 震度１以上 震度１以上を観測した地点のほか、地震の発生・ 　 

   関する情報 場所（震源）やその規模（マグニチュード）を発表

　 震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手  

していない地点がある場合は、その地点名を発表

震源・震度情 以下のいずれかを満たした場 地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチ

報 合 ュード 、震度１以上を観測した地点と観測し ）

 ・震度１以上 た震度を発表。それに加えて、震度３以上を観

・大津波警報、津波警報また 測した地域名と市町村毎の観測した震度を発

  は津波注意報発表時 表。

・若干の海面変動が予想され 震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手

 た時 していない地点がある場合は、その市町村・地

・緊急地震速報（警報）発表 点名を発表。

時

推 計 震 度 分 震度５弱以上 　 観測した各地の震度データをもとに、１km四方・  

布図 ごとに推計した震度（震度４以上）を図情報として 

発表

遠地地震に ・国外で発生した地震につ 　地震の発生時刻、発生場所（震源）やその

関する情報 いて以下のいずれかを満 規模（マグニチュード）を概ね30分以内に発

  たした場合等 表 

・マグニチュード7.0以上 　日本や国外への津波の影響に関しても記述 

 ・都市部など著しい被害が して発表

発生する可能性がある地

域で規模の大きな地震を

観測した場合

長周期地震動 ・震度１以上を観測した地震 高層ビル内での被害の発生可能性等について、

に関する観測 のうち、長期地震動階級１ 地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチ

情報 以上を観測した場合 ュード 、地域ごと及び地点ごとの長周期地震）

動階級等を10分程度で発表

そ の 他 の 情 ・顕著な地震の震源要素を 　顕著な地震の震源要素更新のお知らせや地

報 更新した場合や地震が多 震が多発した場合の震度１以上を観測した地

 発した場合など 震回数情報等を発表
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 　南海トラフ地震関係

 

    ■情報の種類と発表条件

 情報名 キーワード    情報発表条件

 南海トラフ臨時情報 （調査中） 観測された異常な現象が南海トラフ沿いの

 大規模な地震と関連するかどうか調査を開

※防災対応がとりやすいよ 始した場合、または調査を継続している場

うキーワードを付して情報 合

 発表 巨大地震警戒 巨大地震発生に警戒が必要な場合（ ）

※南海トラフ沿いの想定震源域内のプレー

ト境界においてM8.0以上の地震が発生した

と評価した場合

 （ ）巨大地震注意 巨大地震の発生に注意が必要な場合

※南海トラフ沿いの想定震源域内のプレー

ト境界においてM0.7以上M8.0未満の地震や

通常と異なるゆっくりすべりが発生したと

評価した場合等

（調査終了） （巨大地震警戒 （巨大地震注意）のいず）、

れにも当てはまらない現象と評価した場合

南海トラフ地震関連解説情 ○観測された異常な現象の調査結果を発表した後の水位等を

 報 発表する場合

○「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会合

における調査結果を発表する場合（正臨時情報を発表する場

合を除く）
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 資料３－２３　火山

 

 ■噴火警戒レベル一覧表　　　　　　　　　　　　　

種別 　名称 対象範囲 　　警戒事項等 　　火山活動の状況  
居住区域 居住地域に重大な被害を及特別 噴火警報 居住地域及びそ      

（ 厳重警戒 ぼす噴火が発生、あるいは警報 居住地域 　れより火口側   

。  又は噴火警 発生すると予想される状況

報）

入山危険 居住地域の近くまで重大な警報 噴火警報 火口から居住地    
影響を及ぼす噴火が発生、 （火口周辺 域近くまでの広

あるいは発生すると予想さ  又 は 火 口 い範囲の火口周

れる状況。  周辺警報） 辺

火口周辺危険 火口周辺に影響を及ぼす噴   火口から少し離

火が発生、あるいは発生す  れた所までの火

     口周辺 ると予想される状態。

    予報 噴火予報 火口内等 活火山であることに留意 火山活動は静穏。

火山活動の状態によって、

火口内で火山灰の噴出等が

見られる状態。

 

 ■降灰量階級と降灰の厚さ

                          降灰量階級 予想される降灰の厚さ

                                         多量 １ 以上 mm 
                      やや多量 ０．１ 以上１ 未満 mm  mm 
                                     少量 ０．１ 未満 mm 

 

■降灰量階級ととるべき行動等 
   名称 表現例 影響ととるべき行動 その他の影響

   厚さ イメージ
キーワード 路面 視界 人 道路

多量 以上 完 全 に 視界不良 外出を控える 運転を控える がいしへの火    1mm 
【外 出 を 控 覆 わ れ となる 慢性の喘息や慢性閉塞性 降ってくる火山灰や 山灰付着によ  

える】 る 肺疾患（肺気腫等）が悪 積もった火山灰をま る停電発生や    
化し健康な人でも目・鼻 きあげて視界不良と 上水道の水質    
・のど・呼吸器等などの なり、通行規制や速 低下及び給水    
異常を訴える人が出始め 度制限等の影響が生 停止のおそれ    
る じる がある

やや ≦ 厚 白 線 が 明らかに マスク等で防護 徐行運転する 稲等の農作物   0.1mm
多量 さ≦ 見 え に 降ってい 喘息患者や呼吸器疾患を 短時間で強く降る場合 が収穫できな  1mm

【注意】 くい る 持つ人は症状悪化のおそ は視界不良のおそれ くなったり、    
れがある がある 鉄道のポイン      

道路の白線が見えな ト故障等によ     
くなるおそれがある り運転見合わ      

せのおそれが      
ある

少量 未満 う っ す 降 っ て 窓を閉める フロントガラスの除灰 航空機の運航    0.1mm 
   ら 積 も い る の 火山灰が衣服や身体に付 火山灰がフロントガ 不可
    る が よ う 着する目に入ったときは ラス等などに付着し、
    や く わ 痛みを伴う 視界不良の原因とな

 かる るおそれがある
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 資料編３－２４　通信手段の確保

 

 　１　災害対策本部の通信手段

       
主な通信手段 主な通信区間

 一般加入電話・ＦＡＸ 災害対策本部～行政センター、 
災害時優先電話 関係機関との連絡 
地域衛星通信ネットワーク 災害対策本部～全国自冶体・防災関係機関等  
（財）自冶体衛星通信機構

県防災行政無線等 災害対策本部～県・近隣市町村・防災関係機関 
市防災行政無線（固定系） 現地災害対策本部～当該行政センター管内 
市防災行政無線（移動系） 現地災害対策本部～現場 
電子メール（渋川ほっとメール） 災害対策本部～市民・職員  
市公式ＬＩＮＥ

 

 

 

 　２　他機関が保有する通信施設

　　　　

根拠 利用設備等 通信内容

第５７条 警察通信設備、水防通信設備、航空 緊急を要する通知、要請、伝達又は 
保安通信設備、鉄道通信設備、鉱業 警告

通信設備、消防通信設備、自衛隊通

信設備、気象官署通信設備、電気事

業通信設備

放送事業者の放送 緊急を要する通知、要請、伝達又は

警告

第７９条 （第５７条に同じ） 応急措置の実施に必要な緊急を要す 
る通信
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 　資料編３－２５　避難情報の要件

 

 　　　　■避難情報の要件

 命令者 措置 発令する場合

   高 市長（本部長） 避難準備及び要配慮 災害が発生し、又は発生するおそれ

   齢 者の避難開始の呼び がある場合において、特に必要があ

   者 かけ ると認められるとき。

  等

  避

  難

 

 

 

 

 

 

 

 避 知事及びその命を受けた 立ち退きの指示 洪水により著しい危険が切迫してい

  難 職員、水防管理者 ると認められるとき。

 指 水防法第 条29
  示 知事及びその命を受けた 立ち退きの指示 地すべりにより著しい危険が切迫し

  職員 ていると認められるとき。

 地すべり等防止法第 条25
   市長（本部長）又は知事 立ち退きの指示 災害が発生し、又は発生するおそれ

  災害対策基本法第 条 立ち退き先の指示 がある場合で、特別な必要があると60
 屋内安全確保 認められるとき。　　　　　　　　

知事は、市長（本部長）がその全部

又は大部分を行えないときに行う。

  警察官 立ち退きの指示 市長（本部長）が避難のための立退

災害対策基本法第 条 立ち退き先の指示 きを指示することができないと認め61
るとき、又は市長（本部長）から要

求があったとき。

、 、 、警察官 避難の指示 天災 事変 工作物の損壊等により 

警察官職務執行法第 条 人の生命、身体、財産が危険又は重41
大な損害を被る事態において、特に

急を要するとき。

、 、 、自衛官 避難の指示 天災 事変 工作物の損壊等により 

自衛隊法第 条 人の生命、身体、財産が危険又は重94
大な損害を被る事態において、特に

急を要する場合で、警察官がその場

にいないとき。
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 　資料編３－２６　立ち退き避難が必要な住民が取るべき行動

 

 避難情報 　　　　立ち退き避難が必要な住民が取るべき行動   
  高齢者等避難 　要配慮者は、立ち退き避難する。

 　立ち退き避難の準備を整えるとともに、以降の防災気象情報、

 水位情報等に注意を払い、自発的に避難を開始することが望まし

  い。

 　特に、他の水害と比較して予測が困難な土砂災害については、

 避難準備が整い次第、土砂災害に対応した開設済みの指定緊急避

 難場所へ立ち退き避難することが強く望まれる。

　 予想される災害に対応した指定緊急避難場所へ立ち退き避難す 避難指示

る。 （ただし、土砂災害や水位周知河川、小河川・下水道等（避難勧 

告発令の対象とした場合）による浸水については、 突発性が高く精 

確な事前予測が困難であるため、 指定緊急避難場所が開設を終え 

る前に、 避難指示が発令される場合があることに留意が必要であ 

  る。）

　 小河川・下水道等（避難指示発令の対象とした場合）による浸水に 

ついては、危険区域 が地下空間や局所的に低い土地に限定される 

  ため、 地下空間利用者等は 全な区域に速やかに移動する。安

　 指定緊急避難場所への立ち退き避難はかえって命に危険を及ぼし 

かねないと自ら判する場合には、 「緊急的な待避安全な場所」（近隣 

のより安全な場所、より安全 建物等）への避難や、少しでも命が助 な
かる可能性の高い避難行動として、 「屋内で安全確保措置」（屋内の 

  より安全な場所への移動）をとる。

　 避難の準備や判断の遅れ等により、立ち退き避難を躊躇していた 

場合は、 直ちに 避難する。立ち退き

緊急安全確保 　既に災害が発生している状況であり、命を守るための最善の行

 動をとる。

　災害発生を確実に把握できるものではないため、災害が発生し

　た場合に、必ず発令されるものではないことに留意する。
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 資料３－２７　災害救助法の適用

 

　　　　■災害救助法の適用基準

指標となる被害項目 適用の基準 該当条項

市内の住家が滅失（り災）した世帯数 市　　　　８０世帯以上 第１項の１ １号   
 県内の住家が滅失（り災）した世帯の 県　１，５００世帯以上 

数そのうち市内の住家が滅失（り災） 第１項の２　２号 

した世帯の数 市　　　　５０世帯以上 
 県内の住家が滅失（り災）した世帯の 県　７，０００世帯以上 

 数そのうち市内の住家が滅失（り災） 市の被害状況が特に救助 第１項の３※

した世帯の数 を必要とする状態にある ３号            
と認められたとき。

  多数の者が生命又は身体に危害を受け

又は受けるおそれが生じた場合であっ 知事が内閣総理大臣と協 第１項の４※  
て、内閣府令で定める基準に該当する 議

場合

 

 ※　第１項の３に係る事例

災害に係った者に対する食品若しくは生活必需品の給与等について特殊の補給方法を

 必要とし、又は災害に係った者の救出について特殊な技術を必要とすること。

 ※　第１項の４に係る事例

①　災害が発生し、又は発生するおそれのある地域に存在する者が、避難して継続的に

 救助を必要とすること。

②　災害に係った者に対する食品若しくは生活必需品の給与等について特殊の補給方法

 を必要とし、又は災害に係った者の救出について特殊な技術を必要とすること。

 

 　　　■滅失世帯の算定基準

  　全壊（全焼・流出）住家 １世帯換算

  滅失住家１世帯 半壊（半焼）住家 ２世帯換算     
      床上浸水、土砂の堆積等により一時的 ３世帯換算

　に居住できない状態になった住家

 

 　　　■被害の認定基準

 被害の区分 認　定　の　基　準

  　　住家の全壊全焼 　住家がその居住のための基本的機能を喪失したもの。す

 （全流出） なわち、住家全部が倒壊、流失、埋没、消失したもの、ま    
たは住家の損壊が甚だしく、補修により元通りに再使用す

ることが困難なもので、具体的には、住家の損壊、焼失若

しくは流出した部分の床面積がその住家のの延べ床面積の

％以上に達した程度のもの、または住家の主要な構成70
要素の経済的被害を住家全体に占める損害割合で表し、そ

。の住家の損害割合が ％以上に達した程度のものとする50
 　居住する住宅が半壊し、構造耐力上主要な部分の補修を

　大規模半壊 含む大規模な補修を行わなければ当該住宅に居住すること  
が困難なもの。具体的には、損壊部分がその住家の延べ床

面積の ％ ％未満の者、または住家の主要な構成要素50 70
の経済的被害を住家全体に占める損害割合で表し、その住

家の損害割合が ％以上 ％未満のものとする。40 50
 　住家がその居住のための基本的機能の一部を喪失したも
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 　　住家の半壊 の、すなわち、住家の損害が甚だしいが、補修すれば元通

（半焼） りに再使用できる程度のもので、具体的には、損壊部分が    
その住家の延べ床面積の ％以上 ％未満のもの、また20 70
は住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全体に占める

損害割合で表し、その住家の損害割合が ％以上 ％未20 50
満のものとする。

 

※　「住家」とは、現実に居住のため使用している建物をいう。ただし、耐火構造のアパ

ート等で居住の用に供している部屋が遮断、独立しており、日常生活に必要な設備を有

 しているもの等は、それぞれ「１住家」として取扱う。

※　「世帯」とは、社会生活上の単位として、住宅及び、生計を一にする者の集まり、ま

 たは、独立して生計を維持する単身者をいう。
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 資料３－２８　自衛隊への災害派遣要請

 

       ■自衛隊連絡先

  第１２旅団司令部　　 〒３７０－３５９４ ０２７９－５４－２０１１

  第三部防衛班 　榛東村新井１０１７－２ 内線２２８６・２２８７

（相馬原） （夜間２２０８）

 

       ■自衛隊の受け入れ体制

項　目 内　　　容

 作業計画の作成 ①　作業箇所及び作業内容

 ②　作業の優先順位

 ③　作業に要する資材の種類別保管（調達）場所

④　部隊との連絡責任者、連絡方法及び連絡場所

資機材の準備 必要な資機材を確保する。

 連絡窓口 ①　本部から連絡員を派遣する。

②　自衛隊からの連絡員の派遣を要請する。

自衛隊連絡室 市役所本庁舎大会議室に設置する。

 集結地候補地 渋川地区：総合公園、坂東橋緑地公園、市役所本庁舎

伊香保地区：伊香保屋外運動場、伊香保体育館、伊香保行政

 センター

 小野上地区：小野上運動公園、小野上行政センター

子持地区：子持総合運動場、上白井運動場、子持行政センタ

 ー

、 、赤城地区：赤城総合運動自然公園 赤城第２総合グラウンド

 赤城行政センター

北橘地区：北橘総合グラウンド、利根川河川敷公園、愛宕山

ふるさと公園、北橘運動場多目的運動場、北橘行政センター

ヘリコプター離発着場 有馬野球場、伊香保屋外運動場 、小野上運動公園、子持総合 
運動場、赤城総合運動自然公園野球場、北橘総合グラウンド

ほか適地
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 　資料３－２９　広域応援

 　　

 　　 　■相互応援協定                                                       
応援協定先 協定年月 

神奈川県逗子市 平成１８年　７月 
北関東・新潟地域連携軸推進協議会 平成１８年１０月 
千葉県南房総市 平成１８年１２月 
埼玉県本庄市・加須市 平成１９年　３月 
東京都板橋区ほか１２市町村 平成２０年　８月 
全国へそのまち協議会加盟市町村災害時の相互応援 平成２３年１０月 
に関する覚書

新潟県見附市 平成２５年　５月 
 

 

■受け入れ体制        
連絡窓口 総合的な窓口を総務部におく。　　　　　　　　　　　　　　　　

受け入れ後は、応援を受ける各班が対応する。

現場への案内 応援を受ける担当班

受け入れ施設 第二庁舎 （あじさいホール） 
食料、飲料水等 原則、自前で確保を要請する。　　　　　　　　　　　　　　　　

まかなえない場合は、市職員と同様の方法で飲料、物資等を手配す

る。
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 資料３－３０　要配慮者名簿に掲載する者の範囲   

要介護認定者 要介護３，４，５の者（施設入所者を除く）

６５歳以上のみで構成されている世帯に属する者高齢者

障害者 肢体不自由障害 １級又は２級 

視覚障害 １級又は２級 

聴覚障害 ２級

内部障害 １級又は２級

療育手帳所持者でＡの判定を受けた者

精神障害者福祉手帳保持者で１級の判定を受けた者

その他、市長が必要と認める者
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 ４　基準　（国の基準を記載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ４－１　被害認定基準                                                     
 

 １　人的被害

　(1)　 ｢死者｣とは､当該災害が原因で死亡し死体を確認したもの､又は死体は確認できないが
 　　　死亡したことが確実な者｡

 　(2) 　｢行方不明者｣とは､当該災害が原因で所在不明となり､かつ､死亡の疑いのある者｡
　(3) 　｢重傷者｣とは､当該災害により負傷し､医師の治療を受け､又は受ける必要のある者のう

 　　　ち1月以上の治療を要する見込みのもの｡

　(4) 　｢軽傷者｣とは､当該災害により負傷し､医師の治療を受け､又は受ける必要のある者のう
 　　　ち1月未満で治療できる見込みのもの｡

 　(5) 　重傷者又は軽傷者の区別がつかない場合は､とりあえず｢負傷者｣として報告する｡
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ２　住家被害
　(1) 　｢住家｣とは､現実に居住のため使用している建物をいい､社会通念上の住家であるかど

 　　　うかを問わない｡
　(2) 　｢全壊｣とは､住家がその居住のための基本的機能を喪失したもの､すなわち､住家全部が
　　　倒壊､流失､埋没したもの､又は住家の損壊(ここでいう｢損壊｣とは､住家が被災により損　
　　　傷､ 劣化､傾斜等何らかの変化を生じることにより､補修しなければ元の機能を復元し得
　　　ない状況に至ったものをいう｡以下同じ｡)が甚だしく､補修により元通りに再使用するこ

　　　とが困難なもので､具体的には､住家の損壊､若しくは流出した部分の床面積がその住家の
　　　延べ床面積の70％以上に達した程度のもの､又は住家の主要な構成要素(ここでいう｢主要
　　　な構成要素｣とは､住家の構成要素のうち造作等を除いたものであって､住家の一部として
　　　固定された設備を含む｡以下同じ｡)の経済的被害を住家全体に占める損害割合で表し､そ

 　　　の住家の損  害割合が50％以上に達した程度のもの｡

　(3) 　｢半壊｣とは､住家がその居住のための基本的機能の一部を喪失したもの､すなわち､住家
　　　の損壊が甚だしいが､補修すれば元通りに再使用できる程度のもので､具体的には､損壊部
　　　分がその住家の延べ床面積の20％以上70％未満のもの､又は住家の主要な構成要素の経済
　　　的被害を住家全体に占める損害割合で表し､その住家の損害割合が20％以上50％未満のも

 　　　の｡

　(4) 　｢一部破損｣とは､全壊又は半壊に至らない程度の住家の破損で､補修を必要とする程度
 　　　のもの｡ただし､ガラスが数枚破損した程度の極く小さな被害は除く｡

　(5) 　｢床上浸水｣とは､住家の床より上に浸水したもの､又は全壊･半壊には該当しないが､土
 　　　砂竹木の堆積により一時的に居住することができないもの｡
 　(6) 　｢床下浸水｣とは､床上浸水に至らない程度に浸水したもの｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ３　非住家被害
　(1) 　｢非住家｣とは､住家以外の建物で､この報告中他の被害箇所項目に属さないもの｡ただ　

 　　　し､これらの施設に人が居住しているときは､当該部分は住家とする｡
　(2) 　｢公共建物｣とは､例えば役場庁舎､公民館､公立保育所等の公用又は公共の用に供する建

 　　　物｡

 　(3)　 ｢その他｣とは､公共建物以外の倉庫､土蔵､車庫等の建物｡
　(4)　 非住家被害については､全壊又は半壊の被害を受けたもののみを記入する｡　　　　　

 　　　　　
 ４　 その他

　(1)　 ｢田の流失､埋没｣とは､田の耕土が流失し､又は砂利等の堆積のため､耕作が不能になっ

 　　　たもの｡
 　(2) 　｢田の冠水｣とは､稲の先端が見えなくなる程度に水に浸かったもの｡

 　(3) 　｢畑の流失､埋没｣及び｢畑の冠水｣については､田の例に準じて取り扱う｡
　(4) 　｢学校｣とは､小学校､中学校､中等教育学校､高等学校､高等専門学校､大学､短期大　　　
　学､盲学校､聾学校､養護学校､専修学校､各種学校及び幼稚園における教育の用に供する施　　

 　設｡

－90－



　(5) 　｢道路｣とは､道路法(昭和２７年法律第１８０号)第２条第１項に規定する道路のうち､

 　　　橋りょうを除いたもの｡
 　(6)　 ｢橋りょう｣とは､道路を連結するために河川､運河等の上に架設された橋｡

　(7) 　｢河川｣とは､河川法(昭和３９年法律第１６７号)が適用され､若しくは準用される河川
　　　若しくはその他の河川､又はこれらのものの維持管理上必要な堤防､護岸､水利､床止その

 　　　他の施設若しくは沿岸を保全するために防護することを必要とする河岸｡
　(8) 　｢砂防｣とは､砂防法(明治30 年法律第29 号)第1 条に規定する砂防施設､同法第3 条の

　　　規定によって同法が準用される砂防のための施設又は同法第３条の２の規定によって同
 　　　法が準用される天然の河岸｡

 　(9) 　｢清掃施設｣とは､ごみ処理及びし尿処理施設｡
 　(10) 　｢鉄道不通｣とは､汽車､電車等の運行が不能となった程度の被害｡

　(11) 　｢被害船舶｣とは､ろかいのみをもって運転する以外の船で､船体が没し､航行不能にな

　　　ったもの及び流失し､所在が不明になったもの並びに修理しなければ航行できない程度の
 　　　被害を受けたもの｡

 　(12)　 ｢電話｣とは､災害により通話不能となった電話の回線数｡
 　(13) 　｢電気｣とは､災害により停電した戸数のうち最も多く停電した時点における戸数｡

　(14) 　｢水道｣とは､上水道､簡易水道又は小水道で断水した戸数のうち最も多く断水した時点

 　　　における戸数｡
　(15)　 ｢ガス｣とは､一般ガス事業又は簡易ガス事業で供給停止となった戸数のうち最も多く

 　　　供給停止となった時点における戸数｡
 　(16)　 ｢ブロック塀｣とは､倒壊したブロック塀又は石塀の箇所数｡

　(17) 　｢り災世帯｣とは､災害により全壊､半壊及び床上浸水の被害を受け､通常の生活を維持
 　　　できなくなった生計を一にしている世帯｡

　　　　例えば寄宿舎､下宿その他これに類する施設に宿泊する者で共同生活を営んでいるもの
　　　については､これを一世帯として扱う｡また､同一家屋の親子､夫婦であっても､生活が別で

 　　　あれば分けて扱う｡
 　(18)　 ｢り災者｣とは､り災世帯の構成員｡

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５　被害金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　(1)　 ｢公立学校｣とは､公立の学校｡

　(2) 　｢農林水産業施設｣とは､農林水産業施設災害復旧事業費国庫補助の暫定措置に関する法
　　　律(昭和２５年法律第１６９号)による補助対象となる施設をいい､具体的には､農地､農業

 　　　用施設､林業用施設及び共同利用施設等｡

　(3) 　｢公共土木施設｣とは､公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法(昭和２６年法律第９７
　　　号)による国庫負担の対象となる施設をいい､具体的には､河川､砂防施設､林地荒廃防止施

 　　　設及び道路等｡
　(4) 　｢その他の公共施設｣とは､公立学校､農林水産業施設及び公共土木施設以外の公共　　

 　施設をいい､例えば庁舎､公民館､児童館､都市施設等の公用又は公共の用に供する施設｡

　(5) 　｢農産被害｣とは､農林水産業施設以外の農産被害をいい､例えばビニールハウス､農作物
 　　　等の被害｡

 　(6) 　｢林産被害｣とは､農林水産業施設以外の林産被害をいい､例えば立木､苗木等の被害｡
 　(7) 　｢畜産被害｣とは､農林水産業施設以外の畜産被害をいい､例えば家畜､畜舎等の被害｡
 　(8) 　｢水産被害｣とは､農林水産業施設以外の水産被害をいい､例えば漁具､漁船等の被害｡

 　(9) 　｢商工被害｣とは､建物以外の商工被害で､例えば工業原材料､商品､生産機械器具等｡
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 ４－２　災害救助法による救助の程度、方法及び期間について

救助の種類 対象 費用の限度額 期間 備考 
避難所の設置 災害により現 （基本額） 災害発生の日か １　費用は、避難所設置、維 

に 被 害 を 受 避難所設置費 ら７日以内 　持及び管理のための賃金職 
け、又はおそ １人当り３７０円以内 　員等借上費、消耗器材費、 
れのある者を （加算額）　　　　　 　建物等の使用謝金、借上費 
収容する。 冬季（１０月から３月） 　又は購入費、光熱水費並び

別に定める額を加算　　 　に仮設便所等の設置費を含

 高齢者等の要援護者を収 　む。

容する「福祉避難所」を ２　避難に当たっての輸送費

設置した場合は当該地域 　は別途計上

における通常の実費を支

出でき、上記をを超える

額を加算できる。

応急仮設住宅 住家が全壊、 １　規格：１戸当り平均 災害発生の日か １　高齢者等の要配慮者等を

の供与 全焼又は流失 　２９．７㎡（９坪）を ら２０日以内着 　数人以上収容する「福祉仮

し居住する住 　基準とする。 工 　設住宅」を設置できる。　 
家がない者で ２　限度額：１戸当り　 ２　応急仮設住宅の設置に代

あって自らの 　 円以内 　えて、賃貸住宅の借上げを7,259,000  
資力では住宅 ３　同一敷地内に概ね５ 　実施し収容することができ

を得ることが 　０戸以上設置した場合 　る。　　　　　　　　　　

できない者 　は、集会等に利用する ３　供与期間　最高２年以内

　ための施設を設置でき

　る （規模、費用は別に。

　定めるところによる ）。

炊き出しその １ 避難所に １　１人１日当り１，４ 災害発生の日か 食品給与のための総経費を延 
他による食品 収容された者 　８０円以内 ら７日以内 べ給食日数で除した金額が限  
の供与 ２ 全半壊　 ２　被災地から縁故先 遠 度額以内であればよい （１食 （ 。

（焼 、流　 　隔地）等に一時避難す は１／３日））

失、床上浸　 　る場合３日分支給（大

水で炊事で　 　人、小人の差別なし）

きない者

飲料水の供給 現に飲料水を 当該地域における通常の 災 発生の日か 輸送費、人件費は別途計上  
 得ることがで 実費 ら７日以内

きない者（飲

料水及び炊事

のための水で

あること ）。

被服、寝具そ 半壊（焼 、 　夏期 ４月から９月 災害発生の日か １　備蓄物資の価格は年度当    ） （ ）、 
    の他生活必需 流失、床上 冬期（１０月から３月） ら１０日以内 　初の評価額 

品の給与又は 浸水等により の季別は災害発生の日 ２　現物給付に限ること    
  貸与 生活上必要な をもって決定する。 

被服、寝具、 　下記金額の範囲内  
        その他生活必 区分 ６人以上      

需品を喪失又 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 １人増すごと       
はき損し、直 百円 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 に加算  

 209 269 399 476 603 88  ちに日常生活 全壊 夏
  を営むことが 全焼
             347    448      625 731    921          127困難な者 流失 冬

      半壊 夏 69 92 138 168 211 30
 半焼
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    110    144      205    243    307           40床 上 冬
浸水

医療 医療の途を失 １　救護班　使用した薬 災害発生の日か 患者等の移送費は別途計上 
った者（応急 　剤、治療材料、医療器 ら１４日以内

的措置 　具破損等の実費　　　

２　病院又は診療所　　

　（国民健康保険診療報

　酬の）額以内

助産 災害発生の日 １　救護班等による場合 分娩した日から 妊婦等の移送費は別途計上

以前又は以後 　は、使用した衛生材料 ７日以内

７日以内に分 　等の実費　　　　　　

、娩した者であ ２　助産師による場合は

って、災害の 　慣行料金の８割以内の

ため助産の途 　額

を 失 っ た 者

（出産のみな

らず、死産及

び流産を含み

現に助産を要

する状態にあ

る者）

災害にかかっ １ 現に生命 当該地域における通常の 災害発生の日か １　期間内に生死が明らかに 、  
た者の救出 身体が危ない 実績 ら３日以内 　ならない場合は、以後「死 

」 。状態にある者 　体の捜索 として取り扱う 
２ 生死不明 ２　輸送費、人件費は、別途 
な状態にある 　計上

者

 災害にかかっ 住 宅 が 半 壊 居室、炊事場及び便所等 災害発生の日か

た住宅の応急 （焼）し、自 日常生活に必要最小限度 ら１カ月以内

修理 らの資力によ の部分１世帯当たり　　

り応急修理を ７５７，０００円以内

することがで

きない者

   学用品の給与 半壊（焼 、 １　教科書及び教科書以 災害発生の日か １　備蓄物資は評価額）

流失、床上浸 　外の教材で、教育委員 ら　　　　　　 ２　入進学時の場合は個々の

水等により 　会に届出又はその承認 （教科書）　　 　実情に応じて支給する。 、
学用品を喪失 　を受けて使用している １カ月以内　　

又はき損し、 　教材実費 （文房具及び通 
就学上支障の ２　文房具及び通学用品 学用品）　　　

ある小学校児 　は、次の金額以内 １５日以内 
童及び中学校 小学校児童１人当り５，

 生徒（盲学校 ８００円

ろう学校及び 中学校生徒１人当り６，

 養護学校の小 １００円

学部児童及び 高等学校等生徒１人当り

中学部生徒を ６，６００円

含む ）。

埋葬 災害の際死亡 １体当り 災害発生の日か 災害発生の日以前に死亡した  
した者を対象 大人（１２歳以上） ら１０日以内 者であっても対象となる。 
にして実際に ２３９，４００円以内　

 埋葬を実施す 小人（１２歳未満）

る者に支給 １９１，５００円以内

死体の捜索 行方不明の状 当該地域における通常の 災害発生の日か １　輸送費、人件費は別途計 
 態にあり、か 実績 ら１０日以内 　上
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つ四囲の事情 ２　災害発生後３日を経過し

によりすでに 　たものは一応死亡したもの

死亡している 　と推定している。

と推定される

者

  死体の処理 災害の際死亡 （洗浄・消毒等）　　　 災害発生の日か １　検案は原則として救護班

した者につい １体当り３，８００円以 ら１０日以内 ２　輸送費、人件費は、別途

  て死体に関す 内 　計上

る処理（埋葬 （一時保存） ３　死体の一時保存にドライ 
を除く ）を 既存建物借上料　　　　 　アイスの購入費等が必要な。

する。 　通常の実績 　場合は、当該地域における 
既存建物以外　　　　　 　通常の実績が加算できる。

　１体当り６，１００円

　以内　　　　　　　　

（検案）　　　　　　　

　救護班以外は慣行料金

  障害物の除去 居室 炊事場 １世帯当たり　　　　　 災害発生の日か、 、

 玄関等に障害 １４８，６００円以内 ら１０日以内

物が運びこま

 
 ※　この基準によっては、救助の適切な実施が困難な場合には、知事が厚生労働大臣に協議し

 　て、その同意を得た上で、救助の程度、方法及び期間を定めることができる （群馬県災害救。
 　助法施行規則による)
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   ５　様式

 　５－１　自衛隊災害派遣様式

                                          　　　年　　　月　　　日

 

 

 　群馬県知事　　　　　　　　あて

 

 

                                   　　　渋川市長　　　　　　　　印

 

 

 　　　　自衛隊の災害派遣要請の要求について

 

 

  災害対策基本法第６８条の２第１項の規定に基づき、下記のとおり自衛隊の災害派遣

  を要請するよう要求します。

 

 記

 

 １　災害の状況及び派遣を要請する事由

 

 

 

 ２　派遣を希望する期間

 

 

 

 ３　派遣を希望する区域及び活動内容

 

 

 

 ４　その他参考となるべき事項

       例 ・必要な車両、航空機、資機材）

          ・必要な人員

          ・連絡場所及び連絡責任者
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 　５－２　県報告様式
 　

 　様式１　災害概況即報
 

 　　　　受信者氏名 報告日時 年　月　日　　　時　　　分
 都道府県
 市町村 渋　　川　　市
 報告者名
　　災害名　　　　　　　　　　（第　　報）

 発生場所 発生日時 年　　月　　日　　時　　分
 災
 害
 の
 概
 況

         全壊　　　　　 床上浸水　　　　　           
   死　者 人 重　傷 人 棟 棟                                         

     被 人　的 住家被
    害 被　害 害 半壊　　　　　 床下浸水
     の 棟 棟                                         

               状 不　明 人 軽　傷 人
   況 一部損壊 未分類　　　　　

棟 　　　　　　　　棟              
番通報の件数119

  災害対策本部等の （県） （市）
 設　置　状　況

  
  応
  急 消 防 機 関 等の    
 対 活　動　状　況
 策
 の
 状
  況 自 衛 隊 派 遣    
要 請 の 状 況    
その他都道府県又は市町村が講じた応急対策

 
 　（注）第１報については、迅速性を最優先とし可能な限り早く（原則として、覚知後 分以内）分かる範囲30
 　　　で記載して報告すること 確認がとれていない事項については 確認がとれていない旨 未確認 等。（ 、 （「 」 ）

 　　　を記入して報告すれば足りること ）。

 　（注）住家被害のうち、その程度が未確定のものについては 「未分類」の欄に計上すること。、
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　様式２　被害状況即報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　

報道機関 区　　分 被　　害
ha   災害名 災害名 田 流出・埋没

    ha   ・ 第　　　　報 冠　水
ha 報告番号 （　　月　　日　　時現在） 畑 流出・埋没

  ha 報告者名 冠　水
区　　分 被　　害 そ 　 学　校 箇所       

人 死　者 人 　 病　院 箇所     
的 行方不明者 人 　 道　路 箇所   
被 負傷 重傷 人 の 橋りょう 箇所
害 者 軽傷 人 　 河　川 箇所   

  棟 　 砂　防 箇所   
  全　壊 世帯 他 清掃施設 箇所   

住 人 崖くずれ 箇所   
 　 棟 鉄道不通 箇所      

        宅 半　壊 世帯 被害船舶 隻
　 人 水　道 戸      

 被 棟 電　話 回線      
 　 一部破損 世帯 電　気 戸    

害 人 ガ　ス 戸      
 棟 ブロック塀等 箇所   

  床上浸水 世帯
   人

 棟 り災世帯数 世帯   
 床下浸水 世帯 り災者数 人  

人 火 建　物 件     
公共建物 棟 災 危険物 件非      
その他 棟 発 その他 件住       

生宅
  区　　分 被　　害
 公共文教施設 千円 県  

千円 災害対策農林水産業施設

 公共土木施設 千円 本部等の
 その他の公共施設 千円 設置状況

小　計 千円 市　    
団体 　町　公共施設被害市  

　村町村数

 農産被害 千円
そ 林産被害 千円
の 畜産被害 千円 災害救助
他 水産被害 千円 法適用市

商工被害 千円 町村名
計　　　　　　　　　　　団体 

その他 千円 消防職員出動延人数 人
被害総額 消防団員出動延人数 人
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  災害発生場所

  
  災害発生年月日

  
  災害の種類概況

 備
 　 応急対策の状況

 　 ・消防、水防、救急・救助等消防機関の活動状況  
 　

 　 ・避難の勧告・指示の状況  
 　

 　 ・避難所の設置状況  
 考

 ・他の地方公共団体への応援要請、応援活動の状況  
 

・自衛隊の派遣要請、出動状況  

※　被害額は省略することができる。
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 様式３　被害情報即報続紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   
  市町村名 渋　川　市 報続紙　　　　年　　月　　日　　時現在 

   
   被害の区分 被害発生地区 数（名称 ）  

  
  応急対策の実施状況

 
 

 救助・救出活動状況
 
 

 避難場所の設置状況
 

 消火活動状況
 
その他
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様式４　災害確定報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告機関 渋　川　市 区　　分 被　　害
ha   災害名 田 流出・埋没

    ha   ・ 冠　水
ha 確定日 　　月　　日　　時確定 畑 流出・埋没

  ha 報告者名 冠　水
区　　分 被　　害 そ 学　校 箇所         

人 死　者 人 　 病　院 箇所     
的 行方不明者 人 　 道　路 箇所   
被 負傷 重傷 人 の 橋りょう 箇所
害 者 軽傷 人 　 河　川 箇所   

  棟 　 砂　防 箇所   
  全　壊 世帯 他 清掃施設 箇所   

住 人 崖くずれ 箇所   
 　 棟 鉄道不通 箇所      

        宅 半　壊 世帯 被害船舶 隻
　 人 水　道 戸      

 被 棟 電　話 回線      
 　 一部破損 世帯 電　気 戸    

害 人 ガ　ス 戸      
 棟 ブロック塀等 箇所   

  床上浸水 世帯
   人

 棟 り災世帯数 世帯   
 床下浸水 世帯 り災者数 人  

人 火 建　物 件     
公共建物 棟 災 危険物 件非      
その他 棟 発 その他 件住       

生宅
  区　　分 被　　害
 公共文教施設 千円 県  

千円 災害対策農林水産業施設

 公共土木施設 千円 本部等の
 その他の公共施設 千円 設置状況

小　計 千円 市　    
団体 　町　公共施設被害市  

　村町村数

 農産被害 千円
そ 林産被害 千円
の 畜産被害 千円 災害救助
他 水産被害 千円 法適用市

商工被害 千円 町村名
計　　　　　　　　　　　団体 

その他 千円 消防職員出動延人数 人
被害総額 消防団員出動延人数 人

 
 
 
 
 
 
 

－100－



  
  災害発生場所

  
  災害発生年月日

  
  災害の概況

 備
 　 消防機関の活動状況

 　
　 その他（避難の勧告・指示の状況）
　
　
　
考
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 様式５　災害確定報告続紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　

   
   市町村名 渋　川　市 年　　月　　日　　時確定 

   
   被害の区分 被害発生地区 数（名称 ）  
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 　５－３　避難者名簿
                                       避難者名簿（様式例）

 避難所の名称：

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自宅の状況 その他
        番号（フリガナ） 性　別年齢住所・電話番号　心身の状況 入所日 退所日 特　記（全壊、半壊、一部    

氏　　　名 障害 疾病等 事　項       （ 、 ）損壊 断水 停電等、 、 ）

男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
男・女
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 　５－４　災害救助法様式
 　　群馬県災害救助法施行細則による。

 
 被害状況報告書（概況・中間・確定）

市町村　　月　　日　　時　　分現在                                          
  

 災害の原因 災害発生日時 

 
 災害の発生場所 

  
 発信機関 発信機関 

  
 発　信　者 発　信　者 

    
    略記号 種　別 被　害 略記号  

          
     ア 死　者 サ 全壊・全焼 世帯     

   
      及び流出     

    イ 行方不明 シ 人員   
人 世

     　 　   
   ウ 的 重　傷 ス 帯 半壊及び 世帯      

 　 　
    被 数 半焼      

 エ 　 軽　傷 セ 　 人員      
害 及

     　   
  オ 計 ソ び 世帯        

 　 一部破損
  全壊・半壊 タ 人 人員      

 カ 　　及び　　 　
  　　流出 　チ 員 世帯 

   半壊・及び　 床上浸水   
   キ 半焼 ツ 人員   

 
      棟   

     ク 一部破損 テ 世帯     
  床上浸水

        
  ケ 数 床上浸水 ト 人員   

       
 コ 床下浸水 ナ 非住宅の被害   

 応急対策 
その他 
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 災　害　救　助　費　請　求　書
 
 
 

 　請　求　額　　　　　　　　　円
 
 

 ただし、災害救助法第４４条の救助費繰替支弁の分
 

上記のとおり別紙内訳明細書及び支出に関する証拠書類の謄本を添えて請求しま
 す。

 
 
 

                      年　　　月　　　日
 
 
 

                                     市町村長　　　　　　　　　　　　印
 
 
 

 　群馬県知事　　　　　　　　様
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 別　紙
災　害　救　助　費　内　訳　書

区　　分 員　数 単　価 金　額 備　考
   １　救　助　費 円

   （１）収容施設費供与費
         避難所設置費 延べ　　　人 １人１日当たり（ ）

仮設住宅設置費 戸 （１戸当たり）                
  （２）炊き出しその他に

   　　よる食品給与費
         炊き出し費 延べ　　　人 １人１日当たり（ ）

（ ）       その他食品給与費 延べ　　　人 １人１日当たり
（３）飲料水供給費

  （４）被服、寝具その他 （１世帯当たり）
  　　生活必需品供給費 （１世帯当たり）

  全焼（壊）流失分     
 半焼（壊）床上浸　 世帯     

　　 水分 世帯 
   （５）医療助産費

   医療費 延べ　　　人 （１人当たり）      
助産費 延べ　　　人 （１人当たり）      

（６）り災者救助費
（７）住宅の応急修理費
（８）生業資金貸与費

   （９）学用品給与費
   教科書代      

   小学校児童 人 （１人当たり）                
   中学校生徒 人 （１人当たり）                

   その他の学用品費      
      （ ）全焼・全壊・流失

   小学校児童 人 （１人当たり）                
   中学校生徒 人 （１人当たり）                

   その他の学用品費      
  （半焼・半焼・床上    

   　　　浸水）
   小学校児童 人 （１人当たり）                

中学校生徒 人 （１人当たり）                
   （１０）埋葬費 件 （１件当たり）          

 大人 件 （１件当たり）                  
子ども        

（１１）輸送費
（１２）人夫費
（１３）死体捜索費

   （１４）死体処理費
   処置費 件 （１件当たり）                  

一時保管費 件 （１件当たり）                  
（１５）障害物除去費
２　実費弁償費
３　扶助費
４　損失補償費
５　災害救助法第３５条
　の求償に対する支払
６　事　務　費

計
備　　　考    
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 内訳明細書
                                                                                     

 １　救助の種目別物資受払状況
市町村名                                                         

                                救助の種目別 年月日 品名 単位 摘要 受け 払い 残 備考
  口称

 避難所用 
 

 炊き出しその他による 
 食品給与用 

 
給水用機械器具・燃料 

 浄水用薬品資材 
 

 被服、寝具等 
 

 医薬品衛生材料 
 
被災者救出用機械器具 

 ・燃料 
 

 埋葬用棺骨箱 
 
燃料及び消耗品 

 　注 １ 摘要欄は、購入先又は受入先及び払出先を記入すること。

  　　２ 備考欄は、購入単価及び購入金額を記入すること。

      ３ 各救助の種目別最終行欄は、受け、払い及び残の計並びにそれぞれの金額を明らかにする

 　　　こと。なお、物資等において、県からの受入分及び市町村調達分がある場合には、それぞれ

 　　　別に、受け、払い及び残の計並びに金額を明らかにしておくこと。

      ４ 救護班による場合には、救護班ごとに救護業務従事期間中における品目ごとの使用状況を

 　　　記入すること。

      ５ 備考欄は、払高数量（使用数量）に対する金額を記入すること。

 　
 ２　避難所設置及び収容状況

市町村名                                                     

                     避難所の名称 種別 開設期間 実人員 延べ人 物品使用状況 実支 備考
            員 品名 数量 出額

計      
 

    注 １ 種別欄は、既存建物、野外仮設及び天幕の別に記入すること。

       ２ 物品の使用状況は、開設期間中に使用した品目別及び使用数量を記入すること。

       ３ 他市町村の住民を収容したときは その住所 氏名及び収容期間を備考欄に記入すること、 、 。
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 ３　応急仮設住宅台帳
市町村名                                                      

           応住                               
          急宅 世帯主 家 所在地 構造 面積 敷地 着工 完成月 入居月 実支出 備考      
       仮番 氏　名 族 区分 区分 月日 日 日 額   

設号 数
人 月日 月日 月日 円       

計 世帯    

 
  注 １ 応急仮設住宅番号欄は、応急仮設住宅に付した番号を記入するものとし、設置箇所を明

      らかにした簡単な図面を作成して添付すること。
     ２ 家族数欄は、入居時における世帯主を含めての人員数を記入すること。

     ３ 所在地欄は、応急仮設住宅を建設した場所の住所を記入すること。
     ４ 構造区分欄は、木造住宅、プレハブ住宅及びパイプ式組立住宅の別を記入すること。

     ５ 敷地区分欄は、公私有別とし、有無償の別も明らかにすること。

     ６ 備考欄は、入居後における経過を明らかにしておくこと。
 

 ４　炊き出し給与状況
市町村名                                                  

    　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５日 　 　 　 　 ６ 日
         炊き出し 月日 月日 月日 月日 月日 間小 月日 月日 以 降 合計 実支 備考  

 場の名称 計 小計 出額
朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕

計   

 
  　注 １ 備考欄は、給食内容を記入すること。
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 ５　飲料水の供給簿

市町村名                                                  

    供給 対象 給　水　用　機　械　器　具 実支
    月日 人員 名称 借上げ 修　繕 　　　 出額 備考  

  数量 所有者 金額 修繕 修繕費 故 障 の 燃料費  
月日 概要

人 円 月日 円 円 円                    

 計

 
　　注 １ 給水用機械器具は、借上費の有償、無償の別を問わず作成するものとし、有償による場

 合　　　　にのみ金額欄に額を記入すること。

        ２ 故障の概要欄は、修理の原因及び主な修理箇所を記入すること。

 
 ６　物資の給与状況

市町村名                                                     

     住家被 基 礎 と 物資給与品目
   害程度 世帯主氏名 な っ た 給与 布 毛 作 シ 実支出額 備考   

 区　分 世 帯 構 月日 団 布 業 ャ
成人員 服 ツ

人 月　日 円              

全　

壊計
半
壊

 
 　　　災害救助物資として上記のとおり給与したことに相違ありません。

 　　　　　　　　　　　年 月 日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給与責任者

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏 名 　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　注 １ 住家の被害程度に、全壊（焼 、流失、半壊（焼）又は床上浸水の別を記入すること。）

 　　　 ２ 給与月日は、その世帯に対して最後に物資が給与された月日を記入すること。

        ３ 物資給与の品目欄は、当該数量を記入すること。
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 ７　救護班活動状況
 救護班                                                              

 
 班長医師氏名　　　　　　　　　　　印                                              

       
    月　日 市町村名 患者数 措置の概要 死体 修繕費 備　考      

検案数
人 人 円                 

計   

 
    注 　備考欄は、班の編制及び活動期間を記入すること。

 
 ８　病院診療所医療実施状況

市町村名                                                  

     診療機関名 患者氏名 診療 傷病名 診療区分 診療報酬点数 金額 備考
期間 入院 通院 入院 通院
月日 点 点 円                   

計　機関 人       

 
    注 　診療区分欄は該当欄に○印を記入すること。
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 ９　助産台帳
市町村名                                                  

分べん者氏名 分べん日時 助産機関名 分べん期間 金額 備考 
月　日から　月　日まで　

計       
 
 

 １０　被災者救出状況記録簿
市町村名                                                  

    救 救　出　用　機　械　器　具
     月　日 出 借　上　料 修　繕　費 実支 備
      人 名称 数量 所有（管理） 金額 修繕 修繕費 修繕の 燃料 出額 考   

員 者氏名 月日 概要 費 
月日 人 円 月日 円 円 円                 

計  

 
     注 １ 他市町村に及んだ場合には、備考欄にその市町村名を記入すること。

       ２ 借上費については、有償及び無償を問わず記入するものとし、有償による場合のみ、そ 

           の借上費を金額欄に記入すること。

        ３ 故障の概要欄は、故障の原因及び主な故障箇所を記入すること。
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 １１　住宅応急修理記録簿
市町村名                                                     

世帯主氏名 修理箇所概要 完了月日 実支出額 備　考      
円           

 　　　　　世帯
　計
 
 

 １２　生業資金貸付台帳
市町村名                                                 

      貸付を受けた者 保　証　人
   事業計画 貸与 貸与金額 備考    

住所 氏名 住所 氏名 職印 概要 期間               
円       

 世帯    
計  

 
 　　注 １ 貸与期間欄は 「年 月 日まで 年 月間」を記入すること。、

 　　　 ２ 備考欄は、償還状況等のてん末を明らかにしておくこと。
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 １３　学用品の給与状況
市町村名                                                   

       給与品の内訳      
   学校名 学 児童（生 親権者 給与 教科書 その他の学用品 実支出額 備考  
 年 徒）氏名 氏名 月日 国 算 鉛  

語 数 筆

計 小学校 人 人           
中学校 人 人           

 
 　　　　学用品を上記のとおり給与したことに相違ありません。

 　　　　　　　　年 月 日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給与責任者（学校長）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏 名 　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　注 給与品の内訳欄は、数量を記入すること。

 
 １４　埋葬台帳

市町村名                                                  

   死亡者 埋葬を行った者 埋　葬　費
      死亡年 埋 葬 死 亡 者 棺（付属品 埋葬又は 備考

月日 月日 氏名 年齢 と の 関 氏名 を含む ） 火葬料 骨箱 計      。
係

月日 円 円 円 円                      

計 人       

 
 　　　注 １ 埋葬を行つた者が市町村長であるときは、遺族の氏名を備考欄に記入すること。

          ２ 市町村長が棺、箱等を現物で給与したときは、その旨、備考欄に明らかにすること。

          ３ 埋葬を行つた者に埋葬費を支給したときは その旨及び金額を備考欄に記入すること、 。
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 １５　死体処理台帳
市町村名                                              

     死体発 遺族 洗浄等の処理 死 体 の        
        処理年 見の日 死亡者 死亡者 一 時 保 検案 実支 備

    月日 時及び 氏名 氏名 との関 品名 数量 金額 存料 料 出額 考     
場所 係

円 円 円 円                

計 人   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　
 １６　障害物除去の状況

市町村名                                                  

                         住宅被害程度 氏名 除去に要した 実支出額 除去に要すべき 備考
                         区分 期間 状態の概要

 月　日から  
月　日まで  

             半壊 世帯
     計 （焼）

         床上浸水 世帯
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 １７　輸送記録簿
市町村名                                                

      借上げ等 修　　　繕
輸送 目的 湯側区 燃料 実支 備考       使用者車両等 故障者車両等

          月日 間（距 金額 所有 修繕 修繕 故障 費 出額 
    離） 種類 台数 名称 者氏 月日 費 の概 

番号 名 要
台 円       

計 
 

 　　注 １ 目的欄は、主たる目的又は救助の種類名を記入すること。

        ２ 県又は市町村の車両等による場合は、備考欄に車両番号を記入すること。

        ３ 借上車両等による場合は、有償及び無償を問わず記入すること。

        ４ 借上げ等の金額欄は、運送費又は車両等の借上費を記入すること。

        ５ 故障の概要欄は故障の原因及び故障箇所を記入すること。

                                                                                     
                                                                                     
１８　災害救助実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　
 　　(１) 災害救助法施行令第10 条第１号から第４号までに規定する者の従事状況

    従事者数 実支出額 算定基準  
職種 実 人 延べ 従事場所 従事 日当 旅費 計 による算 備       時間外勤

員 人員 市町村 期間 定額 考（ ） 務手当

医師及び歯科 人 人 円 円 円 円 円                               
医師
薬剤師

、 、保健師 助産師

及び看護師

土木技術者及
び建築技術者
大工、左官及
びとび職

計    

 
     注　備考欄は、従事者が従事した業務の内容について記入すること。
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 　　(２) 災害救助法施行令第10 条第５号から第１０号までに規定する者の従事状況

   業　　者 従事者数 従事場所 従事期間 実支出額 備考 
（ ）業　種 数 実人員 延べ人員 市町村    

土木建築業者 人 人 円                        
鉄道事業者
軌道経営者
自動車運送業者
船舶輸送業者
港湾輸送業者

計      
 

 　　注 　備考欄は、従事者が従事した業務の内容について記入すること。

 
 　　(３) 扶助金の支給状況

     
    扶助金種類 件　数 実支出額 積算基礎 備　考    

 円         
 
 
 
 
 
計 

 
       注 １ 積算基礎欄は、支給基礎額及び支給額の積算基礎等を記入すること。

          ２ 備考欄は、扶助金の支給を必要とした原因等の概要を記入すること。

 
 　　(４) 損失補償の状況

種　　類 実支出額 積　算　基　礎 備　　　考
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計          
 

 　　注 １ 種類欄は 災害救助法第26 条の管理 使用 保管及び収容の別に区分して記入すること、 、 、 。

        ２ 積算基礎欄は、損失補償の額の積算基礎を記入すること。

        ３ 備考欄は、損失補償の概要を記入すること。
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 １９　災害救助法第３４条の補償費の状況

 区　　　分 実　支　出　額 備　考   
員　数 単　価 金　額      

 １　人件費
 （１）旅　費
 （２）役務費

（３）時間外勤務手当及び深夜手
 　　　当

 ２　救護所設置費
 （１）消耗器材費

 （２）借上料
 ３　救護諸費
 （１）薬剤費

 （２）衛生材料費
 （３）その他消耗品費

 ４　輸送費
 （１）輸送費
 （２）修繕費
 （３）借上費
 （４）燃料費

 ５　人夫費
 （１）医療
 （２）助産

 （３）死体処理
 ６　扶助費
 ７　事務費

 （１）消耗品費
 （２）電話料
 （３）電報料

 
計

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－117－



 　５－５　被害情報受信票
 

 被 害 情 報 受 信 票                    
 

 情報受信：本庁・伊香保・小野上・子持・赤城・北橘

月　 日 時　 間 通　 報　 者 受　 信　 者

  / ：     
 　 　 　 　 　 　 　       

 　      地 番 渋川市                                                         
    

                                                                               施設名
    

                                                                                目標物
    

                                    道路 橋梁 河川 水路等 山林 鉄道 田 畑　 　　 　

 

                       住家 非住家 公共建物 文教施設 病院 その他　 　
                                          

    
                              倒木 崖くずれ 土砂流出 法面崩壊 冠水 流出 埋没 出水

                           
                          道路決壊 譲岸崩壊 火災 全壊 一部破損 床上浸水　 床下浸水　

 　　

                                                   停電　 　 電線切断　 　 その他（ ）

                                        　 　 　 　 　

        被 害 状 況 ・ 規 模
                                                                                      

  
       負 傷 者 の 状 況

 　  負傷者         有 無
   

     負傷程度                                                               
 　

     対処状況                                                                        
  

処 置 事 項   
連　絡　者 連　絡　先 内　容

 

  処置事項の有無の確認        有　 　 （確認日：　 　 ／　 　 ）
                                                　　　　　　　　　　　　　　　　　 無

 　※情報を受信したら随時、危機管理課にファックス
       　　 　　　　　　　送信してください。 ＦＡＸ：２４－６５４１
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 　５－６　火災即報様式　
                                                                    　　　　　第　　　報

報告日時 　　年　　月　　日　　時 分     
報告機関 

消防庁受信者氏名 　 報告者名                            
　※爆発を除く
火 災 種 別 １　建物 ２　林野　３車両　４　船舶　５ 航空機 ６その他       
出 火 場 所

    出 火 日 時 　 月　　日　　時　　分 (鎮圧日時) (　 月　　日　　時　　分)      
(覚知日時) ( 月　　日　　時　　分) 鎮 火 日 時 月　　日　　時　　分          

  火元の業態・ 事 業 所 名
用 途 (代表者氏名)
出 火 箇 所 出 火 原 因
    死者(性別・年齢) 　 人       

    死 傷 者 死者の生じた
    負傷者 重　症 　 人 理 由           
                       中等症 人

軽　症 人                   
  構造 建物面積                                        

  建物の概要                                             
階層 延べ面積                         

     全　焼 棟    
     焼 損 程 度 焼損 半　焼 棟 計 棟 焼 損 面 積 建物焼損床面積 ㎡                      

    棟数 部分焼 棟 建物焼損表面積 ㎡                
ぼ　や 棟 林野焼損面積 　 ｈａ              

り災世帯数 気 象 状 況
  消防本部(署) 台 人                        

  消防活動状況 消 防 団 　 台 　 人                          
そ の 他 人                                

                                                  
  救急・救助                                                 
  活 動 状 況                                                 

                                                         
 災害対策本部

等の設置状況
その他参考事項

 （注）第１報については、迅速性を最優先とし可能な限り早く（原則として、覚知後 分以内）分かる範囲30
 　　　で記載して報告すること 確認がとれていない事項については 確認がとれていない旨 未確認 等。（ 、 （「 」 ）

 　　　を記入して報告すれば足りること ）。
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（様式第１号）

１　要請内容（公益事業者記入→産業政策課へ送付） 　　※濃く大きい字で記入

タンク容量 残量 残量による想
定稼働時間

キロリットル キロリットル 時間

油種

ガソリン 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ  ・  軽油 リットル

ｶﾞｿﾘﾝ  ・  軽油 リットル

　　　台 　　　台
リットル

備考

２　要請対応情報（産業政策課記入→公益事業者へ送付）　 　　※濃く大きい字で記入

　ＴＥＬ：

　ＦＡＸ：

　携帯：

３　終了報告　（自家発等：公益事業者記入→産業政策課へ送付、自動車等：産業政策課記入）　

　月　　　日
キロリットル

リットル
台

公益事業者 → 産業政策課 → 石油協同組合 → 産業政策課 → 公益事業者

令 和 年 月 日

油種 希望する量 用途

A重油  ・  軽油  ・  灯油  ・ 自家発 ・

ガソリン ・その他（　　　　　）
キロリットル

その他（　　　　）

希望台数 車両番号 希望する量 用途

※把握できた情報のみ記入してください。
※情報に間違いのないよう、復唱確認をしてください。

申請受付日時 月　　　日 ： 受付番号

石油組合への要請日時 月　　　日 ：

配送可能日時 可能供給量 備考

随 時 可 ・ ： キロリットル

給油可能日時 備考

随 時 可 ・ ：

公益事業者への伝達時間 月　　　日 ：

確認日時 供給日時　※ 供給量　※
台数

（自動車）

　月　　　日 ： ：

※自動車等燃料の場合、産業政策課が記入

「災害時等におけるガソリン等燃料の供給に関する協定」に基づく要請書

施設・
事業所名

所在地

担当者
職・氏名

連絡先

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：
平時の燃料
契約先等 携帯：

自家発
電設備
等燃料

車両等
燃料

・緊急通行車両

・災害対応業務等

・訪問介護・看護

給油所・
配送センター

等名称

所在地

連絡先
担当者
職・氏名

自家発電
設備等燃料

自動車等燃料

産
業
政
策
課
記
入

公
益
事
業
者
記
入

公
益
事
業
者
記
入

希望
する
燃料

（該当欄に
「〇」）

産
業
政
策
課
記
入
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